
 

Instructions for use

Title ソ連における人身事故被害者の所得保障

Author(s) 伊藤, 知義

Citation 北大法学論集, 32(4), 87-171

Issue Date 1982-03-30

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/16382

Type bulletin (article)

File Information 32(4)_p87-171.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


ソ
連
に
お
け
る
人
身
事
故
被
害
者
の
所
得
保
障

伊

次

同
口

は
じ
め
に

第
一
章
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
所
得
保
障

第
一
節
労
災
の
場
合
の
社
会
保
障
給
付

一
労
災
と
認
め
ら
れ
る
人
身
事
故

二
一
時
的
労
働
不
能
手
当
金

三
長
期
的
ま
た
は
恒
久
的
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の
年
金
保
障

四
さ
し
当
り
の
ま
と
め
付

第
二
節
労
災
以
外
の
場
合
の
社
会
保
障
給
付

一
一
時
的
労
働
不
能
手
当
金

二
障
害
年
金

三
遺
族
年
金

四
年
金
を
受
け
な
い
身
体
障
害
者
に
対
す
る
障
害
給
付

藤

知

義

北法32(4・87)873



研究ノート

五
さ
し
当
り
の
ま
と
め

ω

第
二
章
不
法
行
為
法
に
よ
る
所
得
補
償

第
一
節
不
法
行
為
法
に
よ
り
填
補
さ
れ
る
損
害
の
範
囲

第
二
節
労
災
の
場
合
の
民
事
賠
償

〕
企
業
の
賠
償
責
任
の
発
生
要
件

二
基
礎
九
一
条
を
め
ぐ
る
議
論

一
ニ
さ
し
当
り
の
ま
と
め
伺

第
三
節
交
通
事
故
の
場
合
の
民
事
賠
償

一
損
害
賠
償
責
任
の
発
生

二
責
任
保
険
導
入
を
め
ぐ
る
議
論

三
さ
し
当
り
の
ま
と
め
伺

結
び
に
代
え
て

は
じ
め
に

人
身
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
者
に
対
し
て
は
、
伝
統
的
に
不
法
行

為
法
に
よ
る
救
済
が
与
え
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
の
発
展
に

伴
っ
て
、
不
法
行
為
法
に
よ
る
被
害
者
救
済
に
は
い
ろ
い
ろ
不
十
分
な
点
が

あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
法
行
為
法
以
外
の
制
度
に
よ
る

被
害
者
の
救
済
方
法
が
次
第
に
発
達
し
て
来
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
社

会
保
障
制
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
年
で
は
、
人
身
損
害
の
補
償
に
関
す
る

不
法
行
為
法
と
社
会
保
障
制
度
の
関
係
が
重
要
な
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
将
来
は
ま
す
ま
す
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
救

済
の
範
囲
が
拡
大
し
不
法
行
為
法
の
果
す
役
割
が
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
い

ハ
l
)

く
と
い
う
見
方
が
西
側
で
は
か
な
り
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
考
え
方
は
理
論
的
な
面
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

コ.

ジ
l
ラ
ン
ド
の
事
故
補
償
法
の
よ
う
に
、
不
法
行
為
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償

を
完
全
に
排
除
し
た
単
線
型
了
社
会
保
障
型
の
補
償
制
度
が
現
実
に
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。
西
側
の
国
の
全
て
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
補
償
制
度
が
一
般

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
化
の
動
き
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を
人
身
損
害
補
償
制
度
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

資
本
主
義
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
動
き
と
関
連
し
て
、
ソ
連
等
の
社
会
主

義
国
で
は
ど
の
よ
う
な
人
身
損
害
補
償
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
問
題
が
興
味
を
引
く
。
常
識
的
な
感
覚
か
ら
言
え
ば
、
社
会
主
義
国
で
は

社
会
保
障
制
度
が
完
備
し
て
お
り
、
人
身
損
害
に
よ
る
被
害
者
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
的
弱
者
は
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
不
法
行
為
法
に
よ

っ
て
被
害
者
を
救
済
す
る
必
要
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
お
り
、
最
近
の
西
側

に
見
ら
れ
る
社
会
保
障
化
の
動
き
が
目
ざ
す
単
線
型
・
社
会
保
障
型
の
人
身

損
害
補
償
制
度
が
ず
っ
と
以
前
に
完
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
印
象

ソ連における人身事故被害者の所得保障

を
受
け
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。
実
際
、
加
藤
一
郎
教
授
や
西
原

道
雄
教
授
も
、

「
社
会
主
義
国
:
:
:
で
は
不
法
行
為
制
度
と
い
う
も
の
は
ほ

と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
j

一
般
的
な
社
会
保
障
で
被
害
者
を
カ
バ
ー
し
て
い
て
、
そ
れ
を
超
え
て
不
法

行
為
の
損
害
賠
償
で
そ
れ
ま
で
の
よ
り
よ
い
生
活
を
回
復
す
る
と
い
う
こ
と

(
2
)
 

ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
か
、

「
社
会
主
義
国
の
場
合

:
・
:
私
法
上
の
損
害
賠
償
制
度
が
ど
の
程
度
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
を
資
本
主
義
国
と
一
般
的
に
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
軽
い
と
い
う
こ

ハ
3
〉

と
は
否
定
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
発
言
を
さ
れ
て
お
り
、
社
会
主
義
国
で
は

人
身
損
害
補
償
制
度
の
中
で
不
法
行
為
法
の
占
め
る
比
率
は
無
い
に
等
し
い

か
、
少
な
く
と
も
日
本
な
ど
よ
り
は
は
る
か
に
小
さ
い
と
い
う
見
方
が
法
学

者
の
問
で
も
支
配
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
見
方

が
正
し
い
の
か
、
社
会
主
義
国
の
人
身
損
害
補
償
制
度
は
実
際
ど
の
よ
う
な

形
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
と
り
わ
け
不
法
行
為
法
と
社
会
保
障
制
度
の
関
係

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の

目
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
主
義
国
と
い
っ
て
も
、
資
本
主
義
国
と
同
じ

く
、
必
ず
し
も
全
て
の
国
が
同
じ
法
制
度
を
持
っ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
直

ち
に
社
会
主
義
国
一
般
の
人
身
損
害
補
償
制
度
を
論
ず
る
こ
と
は
私
の
能
力

の
及
ば
ぬ
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
さ
し
当
り
、
代
表
的
な
社
会
主

義
国
で
あ
る
ソ
連
を
取
り
上
げ
、

ソ
連
の
制
度
を
中
心
に
議
論
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
以
下
の
叙
述
で
は
、
ま
ず
第
一
章
で
、
人
身
損
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
ソ
連
の
社
会
保
障
制
度
か
ら
い
か
な
る
補
償
が
与
え
ら
れ
る

の
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
。
第
一
一
章
で
は
、
ま
ず
、
不
法
行
為
法
に
よ
っ

て
填
補
さ
れ
る
人
身
損
害
の
範
囲
を
一
般
的
に
略
述
し
、
次
に
、
具
体
的
な

例
と
し
て
労
働
災
害
と
交
通
事
故
の
場
合
を
取
り
上
げ
、
現
行
法
で
不
法
行

為
法
が
果
し
て
い
る
役
割
は
い
か
な
る
程
度
の
も
の
か
、
お
よ
び
、
学
説
が

い
か
な
る
提
案
を
し
て
い
る
か
を
示
し
て
、
ソ
速
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の

動
き
を
素
描
し
て
み
る
。
最
後
に
結
び
と
し
て
社
会
保
障
制
度
と
不
法
行
為

法
の
関
係
の
歴
史
的
変
遷
と
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
触
れ
て

北法32(4・89)875
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み
た
い
。

(

1

)

例
え
は
k
r
・
吋
ロ
ロ

F
F
5
5
2目
。
ロ
乱
開
口
n
u
E
L
C
岡
高
岳
白
え
の

cgH)由同同門戸〈白

同
也
君
-
〈
O
}
・
}
門
戸
ゲ

5
2
U
同》

H

∞
is・

(
2
〉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
被
害
者
救
済
シ
ス
テ
ム
の
展
望
」
、
ジ
ュ
リ
ス
ト

六
九
一
号
・
損
害
賠
償
制
度
と
被
害
者
の
救
済
・
二
五

O
頁。

(

3

)

前
掲
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
ム
ハ
九
一
号
二
五
二
頁
。

第
一
章

社
会
保
障
制
度
に
よ
る
所
得
保
障

人
身
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ソ
違
法
に
よ
れ
ば
被
筈
者
は
第
一
に
社
会

(
2
)
 

保
障
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
機
関
か
ら
救
済
を
受
け
る
。
そ
の
救
済
は
大
別

し
て
医
療
保
障
と
所
得
保
障
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
医
療
保
障
に
つ
い
て

は
、
損
害
発
生
の
原
因
を
問
わ
ず
全
て
の
ソ
連
市
民
に
対
し
て
原
則
と
し
て

無
料
の
医
療
援
助
が
平
等
に
与
え
ら
れ
る
ハ
保
健
立
法
の
基
礎
四
条
参
照
)

0

し
か
し
、
所
得
保
障
の
場
合
は
こ
れ
と
異
な
り
、
全
て
の
被
害
者
に
対
し
て

平
等
の
保
障
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
被
害
者
が
い
か
な

る
職
業
に
つ
い
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
損
害
発
生
の
原
因
は
何
か
と
い
う

点
に
よ
っ
て
所
得
保
障
の
水
準
は
異
な
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
ま

ハ
3
)

ず
、
被
害
者
が
労
働
者
・
職
員
で
あ
る
か
ま
た
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
で
あ
る
か

に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
法
律
が
異
な
り
、
給
付
条
件
や
給
付
水
準
も
変
っ
て

く
る
。
も
っ
と
も
現
在
で
は
、
そ
の
点
で
の
差
異
は
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
最
も
大
き
な
差
異
は
、
損
害
発
生
原
因
と
の

関
連
で
生
じ
る
。
現
行
制
度
の
下
で
は
、
損
害
が
業
務
上
の
負
傷
ま
た
は
職

業
病
(
以
下
で
は
労
災
と
略
〉
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
と
そ
れ
以
外
の
場
合

と
で
、
保
障
さ
れ
る
所
得
の
割
合
が
大
き
く
変
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
こ

で
、
こ
れ
か
ら
、
労
災
に
よ
る
損
害
と
そ
れ
以
外
の
原
因
に
よ
る
損
害
の
そ

れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
ソ
連
の
社
会
保
障
制
度
か
ら
い
か
な
る
所
得
保
障
が
与

え
ら
れ
て
い
る
か
を
述
べ
て
い
く
。

ソ
連
で
は
、
所
得
保
障
の
形
態
を
大
き
く
言
っ
て
年
金
と
手
当
金
の
二
つ

に
分
け
て
い
る
が
、
本
稿
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
の
は
、
年
金
の
う
ち
の

(
4
)
 

障
害
年
金
と
遺
族
年
金
、
お
よ
び
、
手
当
金
の
う
ち
の
一
時
的
労
働
不
能
手

当
金
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
被
害
者
の
職
業
に
よ
っ
て
、
適
用
さ

れ
る
法
律
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
労
働
者
・
職
員
に

対
す
る
国
家
社
会
保
険
関
係
の
法
律
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

(
5
)
 

ズ
員
に
対
す
る
社
会
保
険
と
社
会
保
障
関
係
の
法
律
で
あ
る
。
労
働
者
・
職

(
6
)
 

一
九
五
六
年
の
「
国
家
年
金
法
」

コ
ル
ホ
l

員
に
対
す
る
年
金
を
規
制
す
る
法
令
は
、

(
以
下
「
年
金
法
」
と
略
)
と
、

び
支
払
手
続
に
関
す
る
規
程
」

一
九
七
二
年
の
「
国
家
年
金
の
査
定
お
よ

(
以
下
「
年
金
規
程
」
と
略
)
で
あ
り
、
こ

北法32(4・90)876



一
九
五
五
年
の
「
国
家

(
8
)
 

社
会
保
険
に
よ
る
手
当
金
の
査
定
お
よ
び
支
払
手
続
に
関
す
る
規
程
」
〔
以

れ
ら
の
者
に
対
す
る
手
当
金
を
規
制
す
る
法
令
は

下
「
手
当
金
規
程
」
と
略
)
で
あ
る
。

一方、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
す
る
年

金
を
規
制
す
る
法
令
は

(
9
)
 

お
よ
び
手
当
金
法
」

一
九
六
四
年
の
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
す
る
年
金

〈
以
下
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
法
」
と
略
)
と
、
同
年

の
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
す
る
年
金
の
査
定
お
よ
び
支
払
手
続
に
関
す
る
規

(
叩
〉

程
」

ハ
以
下
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
規
程
」
と
略
)
で
あ
り
、

コ
ル
ホ
ー
ズ

員
に
対
す
る
手
当
金
〈
妊
娠
お
よ
び
出
産
手
当
金
を
除
く
)
を
規
制
す
る
法

ソ連における人身事故被害者の所得保障

一
九
七

O
年
の
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
に
よ
る
手
当
金
の
査

定
と
支
払
手
続
に
関
す
る
規
程
」
(
以
下
「
ゴ
ル
ホ
l
ズ
負
手
当
金
規
程
」

と
略
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
令
は
、
日
本
の
社
会
保
障
関
係
の
法
令
と
同

ρ、
μ 

It 
じ
く
、
公
布
以
来
幾
度
と
な
く
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
令
の
適
用

を
受
け
る
の
は
、
国
家
社
会
保
険
の
場
合
は
、
全
て
の
労
働
者
・
職
員
で
あ

る
(
労
働
立
法
の
基
礎
一

O
O条
一
項
〉
。
国
家
的
・
社
会
的
・
共
同
組
合

的
な
企
業
・
施
設
・
団
体
・
生
産
単
位
の
全
て
の
労
働
者
・
職
員
が
社
会
保

(ロ)

険
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
は
、
仕
事
の
性
質
や
労
働
期
間
を
問
わ
ず
(
季
節

ハ日
)

(

H

H

)

労
働
者
や
臨
時
労
働
者
も
含
ま
れ
る
)
、
性
や
年
令
や
報
酬
形
態
も
問
わ
な

ぃ
。
そ
の
ほ
か
、
家
内
労
働
者
や
特
定
の
学
生
に
対
し
て
も
国
家
社
会
保
険

が
適
用
さ
れ
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
・
社
会
保
障
の
場
合
は
漁
業
コ

ル
ホ
l
ズ
を
含
む
全
て
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
構
成
員
に
対
し
て
上
記
の
法
令
が

〔
日
)

適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
年
金
を
受
け
る
資
格
の
な
い
障
害
者
に
対
す
る
特
別

の
手
当
金
制
度
を
定
め
た
法
令
も
存
在
す
る
。

〈
1
)
〉
国
』
官
一
巾
固
に
よ
れ
ば
、
社
会
保
障
の
中
に
は
次
の
も
の
が
含
ま
れ

略。。付
労
働
者
・
職
員
お
よ
び
そ
の
他
の
者
の
国
家
社
会
保
険
。

ω
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
社
会
保
険
。

日
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
中
央
連
邦
フ
ォ
ン
ド
の
支
出
に
よ
る
コ

ル
ホ

l
ズ
員
社
会
保
障
。

伺
国
家
予
算
の
直
接
支
出
に
よ
る
社
会
保
障
。

伺
個
々
の
社
会
団
体
の
特
別
フ
ォ
ン
ド
(
個
々
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
フ
ォ

ン
ド
、
芸
術
フ
ォ
ン
ド
、
文
学
フ
ォ
ン
ド
、
音
楽
フ
ォ
ン
ド
、
映
画

同
盟
フ
ォ
ン
ド
)
の
支
出
に
よ
る
保
障
。

こ
の
う
ち
伺
は
比
較
的
小
さ
な
役
割
し
か
果
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

伺
は
さ
ら
に
次
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
肘
功
労
年
金
、
個
人
年

金
、
年
金
受
給
権
の
な
い
障
害
者
に
対
す
る
毎
月
の
手
当
、
障
害
者
ホ

ー
ム
の
運
営
、
障
害
者
の
職
業
訓
練
な
ど
に
対
す
る
国
家
予
算
の
直
接

支
出
ハ
ロ
吉
田
。

g
E出
g
E
O「。

o
q
Rロ
2
2出
回
目
の
の
の
刃
冨
4

5
-
v
E
h

』
音
-
の
旧
版
に
お
い
て
、
狭
い
意
味
で
の
社
会
保
障
と
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
)
、

ω
国
家
の
保
健
シ
ス
テ
ム
(
無
料
の
医
療
サ

ー
ビ
ス
U

、
助
各
種
児
童
施
設
で
の
児
童
の
養
育

oag-〉
置
宮
内
国

北法32(4・91)877
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国・の
E

・コ
hvmF
回C

円
。
ロ
盟
国
富
uzo「
。
。
α巾円ロ巾
4
巾
盟
国
国
国
の
の
凸
司
・
甲
山
u
h
-

M
1
巾・

3
L
O冨
』
量
ア

5
8
¥
|
i以
下

K
C
由主由
g
d
o
と
略

1
i

p
H
H
l
H
∞
'
)
 

(

2

)

国
家
社
会
保
険
は
労
働
組
合
が
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
険
は
コ
ル

ホ
I
ズ
労
働
組
合
委
員
会
そ
の
他
が
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
は
コ

ル
ホ
ー
ズ
員
社
会
保
障
ソ
ビ
エ
ト
が
、
国
家
予
算
の
直
接
支
出
に
よ
る

社
会
保
障
は
国
家
社
会
保
障
機
関
、
保
健
省
、
文
部
省
が
そ
れ
ぞ
れ
実

施
す
る
。
(
の
冨
・
〉
回
、
同
一
u
巾
g
d
o
-
円-
H
N
I
Z
・)

(

3

)

労
働
者
(
宮
号
室
町
〉
と
は
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
者
を
主
に
さ

じ
、
賃
金
の
算
出
に
は
賃
率
表
が
適
用
さ
れ
る
。
職
員
ハ
S
3
5
E
E
S

と
は
精
神
労
働
に
従
事
す
る
者
を
主
に
さ
し
、
賃
金
の
算
出
に
は
俸
給

表
が
適
用
さ
れ
る
〈
竹
森
正
孝
「
ソ
連
の
基
本
労
働
法
L

法
政
論
集
五

九
号
一
三
八
頁
、
ワ
シ

I
H
-
-
ザ
イ
チ
コ
フ
著
、
鎌
倉
孝
夫
・
田
辺

克
彦
訳
『
ソ
ビ
エ
ト
の
労
働
組
合
』
あ
り
え
す
書
房
一
九
七
九
年
、

一
四
六
頁
参
照
)
。

(
4
〉
扶
養
者
喪
失
年
金
と
も
訳
さ
れ
る
。
そ
の
方
が
原
語
口
向
田
口
出
国
置
。

guコ5
5
口。

J
『

4
E
貝

o-uZEhHFE白
に
近
い
が
、
日
本
の
年
金
法
の
慣

用
に
従
っ
て
遺
族
年
金
と
訳
す
。

ハ
5
〉
ほ
か
に
科
学
従
事
者
年
金
、
個
人
年
金
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は

省
略
す
る
。

(
6
〉
以
下
、
年
金
・
手
当
金
に
関
す
る
法
令
の
出
典
は
の
O
E
E
E
E
o
m

oq巾
内
司
町
民
民
巾
出
向
吋
官
同
一
円
O
回目
Z
S
目
聞
の
の
の
℃
目
白
α。
司
出
国
阿
国
O
唱富国吋国
l

国
語
提
言
吋

O
F
3
4
5冨
h-h同国
4
・u
s
s・
(
以
下
、
「
法
令
集
」
と

略
)
。
国
家
年
金
法
の
出
典
は
法
令
集
J

二
二
三
頁
以
下
。
な
お
、
ソ
連

の
社
会
保
障
関
係
の
法
令
の
邦
訳
と
し
て
、
か
な
り
古
く
な
っ
た
が
、

東
大
社
研
『
ソ
連
邦
の
社
会
保
障
』
一
九
六
三
一
年
ー
が
あ
る
。

(
7
〉
法
令
集
一
四
九
頁
以
下
。

ハ
8
)
法
令
集
五
三
頁
以
下
。

(

9

)

法
令
集
二
二
三
頁
以
下
。

ハ
mu
法
令
集
二
二
七
頁
以
下
。

(

U

)

法
令
集
九
五
頁
以
下
。

ハ
立
)
以
下
、
国
家
年
金
法
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
切
出
吋
EHa
富
田
内
J

己出向》号両国国
E

玄
-HMXMep吉
田

X.‘ロ
o
g
q
s
z
o
E口旬、何者
2
国
司
富
岡
門
語
句

noE盟国白『問。富山、

2-u回
HOEF国語
0
・
3
4
ロ日
VOAサ出

m

呂田
H
3
4
M
w
n・同日
J

E
参
照
。

ハ
臼
〉
季
節
労
働
に
つ
い
て
は
、
手
当
金
規
程
一

O
三
条
の
付
則
の
四
と
し

て
、
そ
の
種
類
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
(
法
令
集
九
二
頁
以
下
U

。

(
日
比
)
臨
時
労
働
者
ハ
季
節
労
働
者
と
同
様
に
職
員
も
含
む
〉
と
は
二
筒
月

未
満
の
期
間
で
仕
事
に
従
事
す
る
者
を
言
う
。
但
し
、
職
場
(
職
務
)

が
保
全
さ
れ
て
い
る
一
時
欠
勤
中
の
従
業
員
ハ
労
働
者
・
職
員
の
総

称
〉
の
補
充
と
し
て
働
く
場
合
は
、
四
筒
月
未
満
の
期
間
で
仕
事
に
従
事

す
る
者
を
言
う
ハ
一
九
七
四
・
九
・
二
回
幹
部
会
令

τ朱
|
∞

2
0冨。
2
出

回
巾
官
自
国

0
3
9
E
S
の
の
の
タ

5
2・
Z
8
U
2・品目日・〉。

ハ
日
)
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
手
当
金
規
程
一
条
、
同
年
金
規
程
一
条
。

北法32(4・92)878

第
一
節

労
災
の
場
合
の
社
会
保
障
給
付



労
災
と
認
め
ら
れ
る
人
身
事
故

労
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
し
て
は
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
比
べ

て
、
社
会
保
障
制
度
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
お
よ
び
手
当
金
の
賃
金
比
率
が

高
い
。
し
か
し
、
そ
の
点
に
つ
き
説
明
す
る
前
に
、
ま
ず
、
い
か
な
る
場
合

に
人
身
事
故
が
労
災
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
を
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

労
災
と
み
な
さ
れ
る
傷
病
の
範
囲
は
、
労
働
者
・
職
員
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員

と
で
ほ
ぼ
共
通
で
あ
る
。
業
務
上
の
負
傷
に
つ
い
て
は
、
国
家
社
会
保
険
が

適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
手
当
金
規
程
六
三
条
の
付
則
の
二
お
よ
び
年
金
規
程

ソ連における人身事故被害者の所得保障

三
二
条
に
定
め
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
状
況
下
で
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
、
そ
の
事
故
に
よ
る
負
傷
が
業
務
上
の
負
傷
と
み
な
さ
れ
る
。

業
務
遂
行
中
(
出
張
中
を
含
む
〉
お
よ
び
管
理
部
の
委
任
が
な
い
場

合
を
含
め
、
企
業
や
施
設
の
た
め
に
何
ら
か
の
行
為
を
行
っ
て
い
る
時
。

付ω 
通
勤
途
上
。

同

休
憩
時
間
を
含
む
労
働
時
間
中
に
、
企
業
ま
た
は
施
設
の
事
業
場

内
、
ま
た
は
そ
の
他
の
就
業
場
所
で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
。
お
よ

び
、
仕
事
の
開
始
前
ま
た
は
終
了
後
で
も
、
生
産
用
具
や
衣
服
な
ど
の

整
理
に
必
要
な
時
間
中
に
事
故
が
起
き
た
場
合
。

休
憩
時
聞
を
含
む
労
働
時
間
中
に
、
企
業
、
施
設
、
そ
の
他
の
就
業

伺

場
所
の
近
く
で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
。
但
し
、
そ
こ
に
い
た
こ
と
が

就
業
規
則
に
反
し
な
い
場
合
に
限
る
(
傍
点
筆
者
〉
。

伺
国
家
的
ま
た
は
社
会
的
義
務
の
遂
行
中
、
お
よ
び
、
職
務
と
関
係
な

い
場
合
を
含
め
、
ソ
ビ
エ
ト
、
党
、
労
働
組
合
そ
の
他
の
社
会
団
体
の

特
別
任
務
の
遂
行
中
に
事
故
が
生
じ
た
場
合
。

的

人
命
救
助
、
社
会
主
義
的
所
有
権
の
保
護
、
お
よ
び
社
会
主
義
的
法

秩
序
の
保
護
に
関
す
る
ソ
連
邦
市
民
の
義
務
の
遂
行
中
に
事
故
が
生
じ

た
場
合
。

帥

輸
血
に
関
連
し
て
事
故
が
生
じ
た
場
合
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
場
合
は
、
以
上
列
挙
し
た
労
働
者
・
職
員
の
場
合
と
ほ

コ
ル
ホ
ー
ズ
経
営
の
性
質
上
、
付
の
場
合
の
業
務
遂
行
が
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
共
同
経
営
で
の
業
務
遂
行
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
記
の

伺
と
伺
の
場
合
、
つ
ま
り
、
業
務
遂
行
中
で
も
通
勤
途
上
で
も
な
い
時
に
就

業
場
所
ま
た
は
そ
の
付
近
で
発
生
し
た
事
故
の
場
合
が
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の

ぼ
同
じ
だ
が
、

と
き
は
労
災
と
認
め
ら
れ
て
い
な
い
(
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
手
当
金
規
程
一
七
条

一
項
、
二
項
。
同
年
金
規
程
二
二
条
一
項
、
二
項
〉
。
こ
の
点
で
、

ヨ
ル
ホ

ー
ズ
員
は
労
働
者
・
職
員
に
比
べ
て
不
利
な
立
場
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し

か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
業
務
上
の
負
傷
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
き
わ
め
て

広
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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職
業
病
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
業
ま
た
は
特
定
の
作
業
に
固
有
の
労
働
条

件
の
継
続
的
・
長
期
的
影
響
の
下
で
発
生
し
た
病
気
が
職
業
病
と
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
職
業
病
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
医
療
・
労
働
畿
定
委
員
会

一
九
七

O
年
二
月
二
五
|
一
一
六
日
付
の
職
業
病
表
と
そ
の

(
2〉

適
用
に
関
す
る
訓
令
に
従
っ
て
行
う
。
職
業
病
に
関
し
て
は
、
業
務
上
の
負

ハ
ヴ
テ
ク
)
が
、

傷
と
は
異
な
り
、
労
働
者
・
職
員
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
双
方
に
対
し
全
く
同

一
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
(
手
当
金
規
程
六
三
条
二
項
、
年
金
規
程
三
四
条
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
手
当
金
規
程
一
七
条
三
項
、
同
年
金
規
程
二
二
条
三
項
)
。

発
生
し
た
傷
病
が
以
上
に
述
べ
た
基
準
に
当
て
は
ま
る
時
に
そ
の
傷
病
は

労
災
と
認
め
ら
れ
る
が
、
社
会
保
障
に
よ
る
労
災
給
付
は
、
そ
の
傷
病
に
よ

っ
て
被
害
者
が
賃
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
失
っ
た
場
合
に
限
っ
て
行
わ
れ

る
。
傷
病
が
現
に
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
被
害
者
の
賃
金
に
影
響
を
与

え
な
い
ほ
ど
の
軽
い
も
の
で
あ
れ
ば
給
付
は
な
さ
れ
な
い
。
賃
金
を
失
う
場

ム
ロ
は

一
時
的
な
賃
金
喪
失
と
恒
常
的
・
長
期
的
な
賃
金
喪
失
の
二
つ
の
場

合
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
前
者
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
一
時
的
労
働
不
能
手

当
金
で
あ
り
、
後
者
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
、
順
次
こ
の
二
種
類
の
給
付
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

(

1

)

の
冨
・
切
巾
旬
出
回
向
。
田
中
〉
・
ョ
-MX富山戸同戸市内吋田町田
Z
出
回
。
叶
回
目

J

『
日
回
巾
Z
国
02r

ω
曲
目
方

5
5
2吉
田
宮
』
白
-
P
A

・

5
冨
h
・
』

5
・・

3
3
(以
下

町内包回目

O
E
.
3
と
略
)
円
印
叶

l
g
一
呂
田
出
』
曲
目
国
民
泊
・
〉
"
の
巾
可
『
巾
自
由

主・日
0
・・

3
S巾
吉
田
旬
『
出
国
国
O
J
『回

2
2回
2
5
2
r
u田
口
。
回
官
民
』
巾
富
市

印

h
o
旬
。
回
『
国
・
ョ
・
目
。
宮
h
-
b
E
吋・・

5
2
"
(以
下
呂
田
安
田
国
国
民
H

(一岳

2
2白
と
略
)
内
-
H
O
N
-

(

2

)

法
令
集
八
一
頁
以
下
。

一
時
的
労
働
不
能
手
当
金

こ
れ
は
、
傷
病
の
た
め
に
被
害
者
が
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、
従
っ
て
賃
金

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
る
休
業
補
償
で
あ
る
。
労
働

者
・
職
員
の
場
合
、
こ
の
手
当
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
傷
病
の
発
生
時

に
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
(
手
当
金
規
程
五
条
一
項
)
、

労
災
の
と
き
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。
傷
病
発
生
時
ま

(
l
)
 

で
の
当
該
企
業
・
施
設
・
団
体
で
の
労
働
期
間
(
継
続
労
働
期
間
〉
の
長
さ

は
問
わ
な
い
(
向
六
条
二
項
)
。
だ
か
ら
、
出
勤
初
日
に
労
災
に
よ
る
被
害

を
受
け
て
も
、
こ
の
手
当
金
は
支
給
さ
れ
る
。

支
給
さ
れ
る
額
は
、
被
害
者
の
賃
金
の
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
(
同

一
七
条
)
。
但
し
、
こ
こ
で
言
う
賃
金
に
含
ま
れ
る
の
は
、
被
害
者
が
得
て

い
る
賃
金
の
全
て
で
は
な
い
。
社
会
保
険
の
保
険
料
算
定
に
関
す
る
現
行
規

北法32(4・94)880



(
2
V
 

則
で
考
慮
さ
れ
る
全
て
の
種
類
の
賃
金
の
う
ち
、
時
間
外
手
当
、
兼
職
手

当
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
臨
時
的
性
質
の
賃
金
お
よ
び
そ
の
他
法
定
の
賃
金
を

控
除
し
た
も
の
が
、
こ
こ
で
言
う
賃
金
に
含
ま
れ
る
(
同
二
四
条
二
項
、
二

五
条
〉
。
ど
の
時
点
で
の
賃
金
を
基
準
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
で
あ

る
。
時
間
払
い
に
よ
る
賃
金
を
受
け
る
労
働
者
・
職
員
の
場
合
は
、
労
働
不

能
発
生
時
(
業
務
上
の
傷
病
の
発
生
時
)
の
基
本
給
に
、
過
去
一
一
一
箇
月
間

に
受
け
た
定
期
的
な
追
加
支
払
・
割
増
金
・
賞
与
の
合
計
額
を
一
二
分
し
た

額
を
加
え
て
平
均
報
酬
月
額
を
出
し
、
こ
れ
を
労
働
不
能
と
な
っ
た
月
の
全

労
働
日
で
割
っ
て
平
均
報
酬
日
額
を
出
す
。
こ
れ
が
一
日
当
り
の
手
当
金
額

ソ連における人身事故被害者の所得保障

と
な
り
、
傷
病
の
た
め
に
働
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
労
働
日
数
を
こ
れ
に

掛
け
て
手
当
金
の
総
額
を
出
す
(
同
二
六
条
、
二
八
条
、
二
九
条
)
。
出
来

高
払
い
に
よ
る
賃
金
を
受
け
る
労
働
者
・
職
員
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、

被
害
者
が
労
働
不
能
と
な
っ
た
月
に
先
行
す
る
二
箇
月
間
の
平
均
賃
金
に
、

過
去
一
一
一
筒
月
間
に
得
た
賞
与
を
一
二
分
し
た
額
を
加
え
て
平
均
報
酬
月
額

を

ιu、
あ
と
は
時
間
払
い
の
場
合
と
同
様
の
手
続
に
よ
っ
て
手
当
金
の
額

を
算
出
す
る
(
同
一
一
一

O
条
、
三
一
条
〉
。
な
お
、
以
上
の
算
出
手
続
は
、
労

災
以
外
の
場
合
の
手
当
金
算
定
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
(
但
し
、
手
当
金

の
額
は
右
で
算
出
し
た
額
の
全
額
と
は
限
ら
な
い
)
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
手
当
金
は
、
被
害
者
が
労
働
能
力
を
喪

失
し
て
働
け
な
く
な
っ
た
最
初
の
日
か
ら
労
働
能
力
回
復
の
目
、
ま
た
は
ヴ

テ
ク
に
よ
る
身
体
障
害
認
定
の
日
ま
で
支
給
さ
れ
る
(
同
八
条
〉
。
こ
れ
に

は
何
ら
支
給
期
間
の
制
限
は
な
い
。

合
、
被
害
者
は
、
労
働
不
能
の
発
生
か
ら
四
箇
月
以
内
に
ヴ
テ
ク
の
検
査
に

ま
わ
さ
れ
、
身
体
障
害
の
有
無
お
よ
び
程
度
を
調
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
身
体

一
時
的
労
働
不
能
が
長
期
に
わ
た
る
場

障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
れ
ば
手
当
金
の
支
給
は
停
止
さ
れ
、
そ
れ
に
代
つ

て
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
な
け

ハ
4
)

れ
ば
手
当
金
の
支
給
は
続
け
ら
れ
る
。

右
の
手
続
は
、
臨
時
労
働
者
・
職
員
お
よ
び
季
節
労
働
者
・
職
員
に
対
し

て
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る
(
同
一
一
一
一
条
、

一
O
三
条
)
。
し
か
し
、
家
内

(
5〕

労
働
者
の
場
合
に
は
、
特
別
の
手
続
に
よ
っ
て
手
当
金
が
算
定
さ
れ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
し
て
は
、
労
働
者
・
職
員
と
ほ
ぼ
同
様
の
基
準
で
手

当
金
が
支
給
さ
れ
る
。
手
当
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事
故
発
生
の
と
き
に

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
で
あ
れ
ば
よ
く
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
で
あ
っ
た
期
間
は
間
わ
な

ぃ
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
手
当
金
の
算
定
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
収
入
は
、

ル
ホ
l
ズ
共
同
経
営
お
よ
び
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
仕
事
か
ら
の
収
入
の
み
で

あ
り
、
付
属
農
地
か
ら
の
収
入
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
共
同
経
営
か
ら

の
収
入
か
ら
除
外
さ
れ
る
賃
金
の
種
類
は
、
労
働
者
・
職
員
の
場
合
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
(
コ
ル
ホ
ー
ズ
負
手
当
金
規
程
二

O
条
〉
。
労
災
の
場
合
の
手 コ
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当
金
の
日
額
は
、
労
働
不
能
が
発
生
し
た
年
の
前
年
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
共
同
経

営
か
ら
の
収
入
を
、
日
曜
・
祝
日
・
そ
の
他
の
休
暇
日
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ

る
日
を
除
い
た
そ
の
年
の
暦
日
で
割
っ
て
算
出
し
た
平
均
報
酬
日
額
の
全
額

で
あ
る
(
同
二
ハ
条
、
二
三
条
〉
。
但
し
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
金
が
支

給
さ
れ
る
の
は
、
農
作
業
時
期
や
天
候
と
い
っ
た
条
件
を
考
慮
し
た
生
産
条

件
に
従
っ
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
共
同
経
営
で
働
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
期
間
中
の
日
に
対
し
て
だ
け
で
あ
る
〈
同
一
一
一
一
条
)
。

こ
の
よ
う
に
、
ソ
連
で
労
災
に
よ
る
人
身
損
害
が
発
生
し
て
被
害
者
が
一

時
的
に
収
入
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
ご
く
一
部
の
例
外
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
は
賃
金
の
全
額
に
当
る
休
業
補
償
を
得
ら
れ
る
。
従
つ

て
、
そ
の
間
の
逸
失
賃
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
不
法
行
為
法
に
よ
る
損
害

賠
償
が
関
与
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
点
に
関
し
て

は
、
ソ
連
の
補
償
制
度
は
ほ
ぼ
完
全
に
社
会
保
障
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
日
本
で
は
、

一
部
の
例
外
を
除
き
、
社
会
保
険
に
よ
っ

て
は
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
賃
金
し
か
補
償
さ
れ
な
い
。
被
害
者
が
社
会
保
険

で
填
補
さ
れ
な
い
損
害
の
補
償
を
求
め
る
た
め
に
は
民
事
賠
償
に
よ
る
し
か

な
く
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
ソ
連
の
労
災
被
害
者
の
方
が
救
済
を
受
け
易
い
と

言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
日
本
で
も
、
多
く
の
企
業
が
上
積
み
補
償
に
よ
っ
て

被
害
者
の
さ
ら
な
る
救
済
を
は
か
つ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
点
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
日
本
で
は
、
労
災
に
よ
る
休
業
補

北法32(4・96)882

償
に
つ
い
て
は
不
法
行
為
法
の
役
割
は
未
だ
に
大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
、
労

災
の
場
合
の
休
業
補
償
に
関
し
て
ソ
連
と
日
本
で
は
、
確
か
に
不
法
行
為
法

の
果
す
役
割
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
。

(

1

)

以
下
で
は
企
業
と
総
称
。

(

2

)

法
令
集
四
二
O

|
四
二
七
頁
。

(
3
〉
こ
の
二
箇
月
間
に
賃
金
を
得
て
い
な
け
れ
ば
、
労
働
不
能
と
な
っ
た

月
に
実
際
に
得
た
賃
金
と
賞
与
の
相
応
部
分
を
基
準
と
す
る
。
労
働
不

能
が
発
生
し
た
月
以
前
の
当
該
企
業
で
の
労
働
期
間
が
二
箇
月
未
満
の

と
き
は
、
労
働
不
能
発
生
日
ま
で
の
全
期
間
の
賃
金
と
賞
与
の
相
応
部

分
が
基
準
と
さ
れ
る
ハ
手
当
金
規
程
三

O
条
二
項
、
一
二
項
)
。

(

4

)

被
保
険
者
に
対
す
る
病
気
-
証
明
書
の
発
行
手
続
に
関
す
る
訓
令
〈
法

令
集
一
二
四
頁
以
下
〉
六
条
。

ハ
5
)
家
内
労
働
者
の
場
合
は
一
般
の
場
合
と
異
な
り
、
損
害
発
生
の
原
因

が
労
災
で
あ
っ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
手
当
金
の
支
給
額
は
変
ら
な
い
。

被
害
者
が
労
働
組
合
員
で
あ
る
か
否
か
、
お
よ
び
、
労
働
組
合
員
で
あ

っ
た
期
聞
は
ど
れ
く
ら
い
か
に
よ
っ
て
支
給
額
が
変
る
。
労
働
組
合
員

で
あ
っ
た
期
聞
が
一
年
以
上
の
者
の
場
合
、
労
働
不
能
の
最
初
の
二

0

日
聞
は
賃
金
の
三
分
の
二
が
、
そ
れ
以
降
は
賃
金
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト

が
支
給
さ
れ
る
。
労
働
組
合
員
で
あ
っ
た
期
間
が
一
年
未
満
の
家
内
労

働
者
に
対
し
て
は
、
労
働
不
能
の
全
期
間
、
賃
金
の
三
分
の
こ
が
支
給



さ
れ
る
。
労
働
組
合
員
で
な
い
者
に
対
し
て
は
賃
金
の
半
額
が
支
給
さ

れ
る
(
手
当
金
規
程
一
一
一
条
〉
。
従
っ
て
、
労
災
に
関
す
る
限
り
で

は
家
内
労
働
者
は
一
般
の
労
働
者
・
職
員
よ
り
不
利
な
立
場
に
霞
か
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

長
期
的
ま
た
は
恒
久
的
労
働
能
力
喪
失
の
場
合
の

年
金
保
障

付

労
働
者
・
職
員
の
障
害
年
金

障
害
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ヴ
テ
ク
に
よ
っ
て
三
つ
の
障
害
等
級
の

ソ連における人身事故被害者の所得保障

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
障
害
等
級

(
l
)
 

を
定
め
て
い
る
の
は
一
九
五
六
年
八
月
一
日
の
訓
令
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
ま
ず
、
第
一
級
障
害
と
は
、
労
働
能
力
を
恒
常
的
ま
た
は
長
期
的
に
完

全
に
失
っ
た
か
、
あ
る
い
は
特
別
な
条
件
の
下
で
の
み
労
働
が
可
能
な
場
合

で
、
し
か
も
付
添
看
護
が
常
時
必
要
な
状
態
を
言
う
。
次
に
、
第
二
級
障
害

と
は
、
常
時
の
付
添
看
護
が
必
要
で
は
な
い
が
、
労
働
能
力
を
恒
常
的
ま
た

は
長
期
的
に
完
全
に
失
っ
た
状
態
、
あ
る
い
は
、
特
別
な
条
件
の
下
で
の
み

労
働
が
可
能
な
状
態
を
言
う
。
最
後
に
、
第
三
級
障
害
と
は
、
傷
病
の
結

果
、
著
し
く
労
働
能
力
が
低
下
し
た
状
態
を
言
い
、
よ
り
具
体
的
に
は
次
の

よ
う
な
場
合
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
第
一
に
、
以
前
の
職
務
で
の
労
働
の
継

続
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
よ
り
低
い
技
能
等
級
の
仕
事
へ
移
る
必
要
が

あ
る
場
合
。
第
二
に
、
自
己
の
職
務
に
お
け
る
労
働
条
件
の
著
し
い
変
更
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
作
業
活
動
量
の
著
し
い
減
少
と
技
能
等
級
の
引
き

下
げ
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
場
合
。
第
三
に
、
は
っ
き
り
し
た
機
能
障
害
の
た

め
、
被
害
者
た
る
低
級
技
能
者
ま
た
は
未
就
業
者
に
対
す
る
労
働
斡
旋
の
可

能
性
が
著
し
く
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
。
最
後
に
、
仕
事
の
種
類
に
か
か
わ

ら
ず
、
機
能
障
害
を
伴
い
仕
事
の
遂
行
を
著
し
く
困
難
に
す
る
身
体
の
欠
陥

ま
た
は
変
形
の
あ
る
場
合
。

た
と
え
被
害
者
に
何
ら
か
の
身
体
障
害
が
残
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
こ

こ
に
挙
げ
た
第
三
級
障
害
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
軽
度
の
も
の
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
障
害
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い
。
そ
の
場
合
に

も
、
事
故
が
な
け
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
賃
金
の
一
部
を
失
う
可
能
性
は

当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
損
害
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
の
社
会
保
障

制
度
か
ら
は
何
の
補
償
も
与
え
ら
れ
な
い
。

労
災
の
被
害
者
が
、
右
に
述
べ
た
障
害
等
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

認
定
さ
れ
た
場
合
、
男
子
六

O
才
以
上
、
女
子
五
五
才
以
上
の
障
害
者
に
対

し
て
は
終
身
、
そ
の
他
の
障
害
者
に
対
し
て
は
労
働
不
能
の
全
期
間
に
わ
た

っ
て
、
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る
(
年
金
法
二
六
条
、
年
金
規
程
五
五
条
)
。

と
こ
ろ
で
支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
障
害
年

北法32(4・9の883
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金
の
額
は
、
障
害
等
級
に
応
じ
て
、
被
害
者
の
賃
金
の
一
定
の
割
合
で
決
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
第
一
級
、
第
二
級
の
障
害
者
に
対
し
て
は

老
齢
年
金
の
額
が
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
原
則
と
し
て
、
第

一
級
障
害
者
に
対
し
て
は
老
齢
年
金
の
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
額
が
第

二
級
障
害
者
に
対
し
て
は
老
齢
年
金
の
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
額
が
支

給
さ
れ
る
(
年
金
法
二
二
条
、
年
金
規
程
三
七
条
)
。
そ
こ
で
ま
ず
、
老
齢
年

金
の
支
給
額
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
を
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
老
齢
年
金
は
月
収
に
対
す
る
一
定
の
比
率
で
決
め
ら
れ
る
が
、
そ

の
比
率
は
賃
金
が
安
い
ほ
ど
高
く
、
賃
金
が
高
い
ほ
ど
低
い
と
い
う
逆
累
進

の
形
を
取
り
、
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
幅
が
あ

る
。
こ
れ
を
詳
し
く
述
べ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

月
収
(
ル
1
ブ
リ
)

対
賃
金
比
率
(
%
〉

三
五
以
下

一O
O

三
五
を
超
え
五

O
未
満

八
五

五

O
以
上

六

0
0

七
五

六

O
H

八

O
b

六
五

八

0
0

一O
O
M

五(五
o三五

}
O
O以
上

と
こ
ろ
で
、
老
齢
年
金
の
額
は
、
こ
の
よ
う
に
、
月
収
に
対
す
る
一
定
の

比
率
で
定
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
先
に
進
む
前
に
、
こ
こ
で
言
う
月
収

に
は
ど
の
よ
う
な
賃
金
が
含
ま
れ
、
月
収
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
算
定
さ
れ

る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
年
金
算
定
の
際
に
考
慮
さ
れ

る
賃
金
の
種
類
は
、
前
述
の
手
当
金
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
原
則
と
し
て
、
現
行
の
社
会
保
険
の
保
険
料
算
定
の
基
準
と
な
る
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
賃
金
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
が
、
時
間
外
手
当
、
兼
職
手
当
お
よ

び
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
臨
時
的
性
質
の
支
払
は
除
外
さ
れ
る
(
年
金
法
五
三
条

一
項
、
年
金
規
程
一
二
四
条
一
項
、
三
項
)
。
し
か
し
、
こ
の
賃
金
を
基
準
と

し
た
上
で
の
平
均
月
収
の
算
出
方
法
は
手
当
金
の
場
合
と
か
な
り
異
な
る
。

原
則
と
し
て
事
故
発
生
直
前
の
一
一
一
箇
月
間
の
収
入
を
合
計
し
て
一
二
分
し

(
3
)
 

た
額
が
年
金
算
定
の
基
準
額
と
な
る
。
但
し
、
こ
の
期
間
中
に
、
法
の
定
め

る
理
由
で
休
ん
だ
日
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
日
を
含
む
月
が
除
外
さ
れ
、

直
前
の
月
を
も
っ
て
代
え
ら
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
算
定
方
法
と
し
て
、
年

金
申
請
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
年
金
申
請
直
前
一

0
年
間
の
う
ち
の
連
続
す

る
任
意
の
五
年
間
の
平
均
月
収
を
年
金
算
定
基
準
額
と
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
そ
の
五
年
間
の
う
ち
に
休
ん
だ
日
を
含
む
月
が
あ
れ
ば
、
二
一
箇
月
分

に
限
っ
て
、
し
か
も
先
に
述
べ
た
一

0
年
間
の
枠
内
で
、
他
の
月
を
も
っ
て

そ
の
月
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
年
金
法
五
三
一
条
二
項
、
年
金
規
程
二
一

二
条
一
項
、
一
二
三
条
一
項
、
二
項
U

。
労
災
に
よ
っ
て
障
害
を
受
け
た
時
点
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よ
り
も
昔
の
方
が
被
害
者
の
収
入
が
高
い
場
合
に
、
後
者
の
方
法
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
年
金
算
定
基
準
額
を
も
と
に
し

て
算
定
さ
れ
る
障
害
年
金
の
額
は
ど
の
程
度
ま
で
被
害
者
の
逸
失
賃
金
を
補

償
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
老
齢
年
金
の
対
賃
金
比
率
表
に
合
わ
せ

て
障
害
年
金
の
対
賃
金
比
率
を
表
に
し
て
み
よ
う
。
第
二
級
障
害
者
の
場
合

ハ
4
)

は
前
述
し
た
老
齢
年
金
の
表
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
第
一
級
障
害
の
場

合
の
障
害
年
金
は
原
則
と
し
て
次
の
よ
う
に
な
る
。

月
収
(
ル

I
プ
リ
)

対
賃
金
比
率
(
%
)

三
五
以
下

O 

ソ連における人身事故被害者の所得保障

三
五
を
超
え
五

O
未
満

九
三
・
五

ハ
0
0

八
二
・
五

五

O
以
上

六

0
0

八

0
0

七
一
・
五

八

O
か

一O
Oか

iI会r、ノ、

五εO

五

一O
O以
上

こ
の
表
と
、
第
二
級
障
害
者
に
適
用
さ
れ
る
先
程
の
表
の
二
つ
を
見
て
み

る
と
、
被
害
者
の
保
護
に
厚
く
公
正
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
第
一
級
、

第
二
級
の
障
害
は
と
も
に
完
全
な
労
働
不
能
の
状
態
で
あ
り
、
労
災
発
生
以

前
に
得
て
い
た
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
全
て
失
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
連
の
年

金
制
度
に
よ
れ
ば
、
所
得
の
低
い
者
に
対
し
て
は
賃
金
の
全
額
も
し
く
は
そ

れ
以
上
の
額
が
補
償
さ
れ
、
逸
失
賃
金
は
完
全
に
年
金
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
最
低
所
得
の
三
倍
以
上
の
高
額
所
得
を
得
て
い
た
者
に
対
し

て
補
償
さ
れ
る
金
額
は
低
額
所
得
者
の
受
け
る
補
償
の
一
・
五
倍
程
度
に
す

ぎ
ず
、
年
金
制
度
を
通
じ
た
所
得
の
再
分
配
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
れ
ば
、
生
活
に
必
要
な
基
本
的
補
償
は
完
全
に
な

さ
れ
、
ぜ
い
沢
に
暮
ら
し
て
い
た
者
の
生
活
も
一
般
の
生
活
水
準
に
近
づ
け

ら
れ
る
。
基
本
的
な
生
活
は
完
全
に
補
償
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
上
、
新

た
に
不
法
行
為
訴
訟
に
よ
っ
て
賠
償
を
与
え
る
必
要
は
な
い
と
い
っ
た
よ
う

に
考
え
て
も
不
思
議
は
な
い
。
確
か
に
ソ
連
の
社
会
保
険
制
度
の
根
底
に
は

こ
の
よ
う
な
思
想
が
流
れ
て
い
る
。
レ

l
ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
に
お
い

(
6〉

て
は
賃
金
全
額
補
償
の
原
則
が
謡
わ
れ
て
い
た
し
、
現
在
の
ソ
連
社
会
に
お

け
る
社
会
保
障
は
市
民
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
の
に
十
分
な
所
得
保
障
を
行

(
7
)
 

っ
て
い
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
。

し
か
し
、
労
働
者
・
職
員
の
平
均
賃
金
が
七

O
ル
1
プ
リ
程
度
で
あ
っ
た

(
8
)
 

国
家
年
金
法
制
定
当
時
な
ら
と
も
か
く
、
最
低
賃
金
の
額
が
七

O
ル
1
.フ
リ

(
9
)
 

に
な
っ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
は
、
現
行
の
対
賃
金
比
率
は
き
わ
め
て
不
十

分
な
も
の
に
変
っ
て
い
る
(
し
か
も
第
一
一
次
五
か
年
計
画
で
は
最
低
賃
金

ハ
叩
)

は
月
額
八

O
ル
l
ブ
リ
に
増
加
す
る
予
定
)
。
こ
の
最
低
賃
金
を
得
て
い
た
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研究ノート

被
害
者
が
、
労
働
の
全
一
く
で
き
な
い
第
二
級
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
に
、
最

低
賃
金
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
障
害
年
金
し
か
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
状
態

で
は
、
被
害
者
の
最
低
生
活
す
ら
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
実
際
に
は
、
被
害
者
が
最
低
賃
金
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

一
九
八
一
年
度
の
ソ
連
の
労
働

者
・
職
員
の
平
均
賃
金
は
月
一
七
二
・
五
ル
l
ブ
リ
で
あ
り
、
大
ざ
っ
ぱ
に

と
は
き
わ
め
て
ま
れ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

言
っ
て
、
人
身
事
故
の
被
害
者
の
平
均
賃
金
も
こ
の
位
だ
と
見
て
い
い
だ
ろ

(ロ)
う
。
こ
れ
ら
の
平
均
的
被
害
者
が
労
災
に
よ
っ
て
完
全
な
労
働
不
能
に
な
っ

八 Tこ
一 場
年合
度(
で 第
八 二
六級
ノレ 障
l 害、./
フ
リ

社
強ム

:z;;; 

子箆
ぎ T
.γ】1‘
宍公ら
VAと3補

現管
在五
の

る
ソ
、士の
f は

長婁
ど il)

¥半
額

月

収
が
一

O
Oル
l
ブ
リ
未
満
の
労
働
者
・
職
員
が
ど
の
程
度
い
る
の
か
に
つ

い
て
正
確
な
数
値
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
最
低
賃
金
が
七

O
ル

l

ブ
リ
、
平
均
賃
金
が
一
七
二
・
五
ル
l
プ
リ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
れ

ば
、
か
な
り
の
部
分
の
労
働
者
・
職
員
の
賃
金
が
一

O
Oル
l
ブ
リ
以
上
で

あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
試
算
に
よ
れ
ば
一

O
Oル
l
プ
リ
以
上
の
賃
金

を
得
て
い
る
労
働
者
・
職
員
の
数
は
全
労
働
者
・
職
員
の
半
分
以
上
で
あ
る

の
は
確
実
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
割
合
は
少
な
く
と
も
七

O
パ
ー
セ
ン
ト

(
M〕

を
超
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
現
行
制
度
の
下
で
は
、
労
災
に
よ

り
完
全
に
労
働
不
能
と
な
っ
た
被
害
者
の
か
な
り
の
部
分
は
、
社
会
保
障
か

ら
は
賃
金
の
半
額
程
度
し
か
填
補
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ソ
連
と
は
体
制
の

異
な
る
資
本
主
義
国
日
本
に
お
い
で
さ
え
、
労
災
に
よ
っ
て
完
全
な
労
働
不

能
と
な
っ
た
被
害
者
に
対
し
て
は
賃
金
の
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
補
償
が

与
え
ら
れ
る
。
ソ
連
の
年
金
制
度
が
日
本
の
労
災
保
険
よ
り
も
被
害
者
の
保

護
に
厚
い
と
は
た
し
て
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
ソ
速
で
は
、
国
民

に
対
し
て
「
必
要
に
応
じ
て
」
分
配
さ
れ
る
社
会
的
消
費
フ
ォ
ン
ド
が
大
き

な
役
割
を
呆
し
て
い
る
か
ら
両
国
(
ソ
連
と
日
本
)
の
労
災
被
害
者
の
状
況

ハ
日
)

を
年
金
給
付
額
の
点
だ
け
か
ら
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
少

な
く
と
も
、
完
全
に
労
働
能
力
を
失
っ
た
労
災
被
害
者
の
逸
失
賃
金
の
全
て

を
年
金
給
付
だ
け
で
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ソ
速
で
も
現
在
で
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
年
金

で
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
逸
失
賃
金
を
他
の
方
法
で
カ
バ
ー
す
る
必
要
が
生
じ
る

(
日
山
)

わ
け
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
労
災
に
よ
る
第
三
級
障
害
者
(
労
働
能
力
が
部

分
的
に
残
っ
て
い
る
〉
に
対
し
て
も
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
一
層
強
く
当
て

は
ま
る
。
第
三
級
障
害
者
に
対
す
る
障
害
年
金
の
額
は
老
齢
年
金
を
基
準
と

は
せ
ず
に
定
め
ら
れ
る
。
原
則
と
し
て
、
被
害
者
の
賃
金
の
う
ち
、
四

O
ル

-
プ
リ
ま
で
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
四

O
ル
l
ブ
リ
を
超
え
る
残
額
の

〈
げ
〉

一
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
合
計
し
た
額
が
障
害
年
金
の
額
と
な
る
。
八
一
年
度
の
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賃
金
平
均
一
七
二
・
五
ル
l
プ
リ
に
こ
れ
を
当
て
は
め
て
み
る
と
、
補
償
額

は
三
九
ル

1
ブ
リ
強
に
な
る
。
第
三
級
障
害
者
の
労
働
能
力
喪
失
度
は
幅
が

広
い
が
、
例
え
ば
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
労
働
能
力
喪
失
で
も
こ
れ
に
含
ま
れ

る
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
逸
失
賃
金
の
額
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
対
応
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
賃
金
の
損
害
額
は
、
平
均
的
な
労
働

者
-
職
員
の
場
合
は
一

O
一一一ル

l
ブ
リ
強
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合

争
ふ
、

一
O
一一一ル

l
ブ
リ
の
逸
失
賃
金
の
う
ち
補
償
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
に
三

九
ル

1
ブ
リ
で
、
損
害
の
半
額
ど
こ
ろ
か
、
一
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
弱
し
か
社
会

保
険
か
ら
は
填
補
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
労
働

能
力
喪
失
の
場
合
も
第
三
級
障
害
に
含
ま
れ
う
る
。
こ
の
場
合
に
は
逸
失
賃

ソ速における人身事故被害者の所得保障

金
の
額
は
四
三
ル

l
ブ
リ
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
合
も
支

給
さ
れ
る
年
金
額
は
先
程
と
同
じ
一
一
一
九
ル

1
ブ
リ
な
の
で
、
こ
の
場
合
は
逸

失
賃
金
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
年
金
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
第
三
級
障
害
者
の
場
合
は
、
同
じ
賃
金
の
被
害
者
に
対
し
て

は
労
働
能
力
喪
失
度
に
全
く
関
係
な
く
同
一
の
補
償
が
年
金
と
し
て
与
え
ら

れ
る
か
ら
、
労
働
能
力
喪
失
程
度
つ
ま
り
損
害
額
の
大
き
な
被
害
者
ほ
ど
社

会
保
険
に
よ
る
救
済
が
薄
く
な
る
と
い
う
逆
転
現
象
さ
え
起
き
て
い
る
の
で

あ
る
。
労
働
能
力
喪
失
度
の
大
き
な
第
三
級
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
社
会
保

険
に
よ
り
填
補
さ
れ
る
損
害
の
割
合
は
、
完
全
な
労
働
不
能
と
な
っ
た
被
害

者
以
上
に
小
さ
い
。
逆
に
言
え
ば
、
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
損
害
を
填
補
す

る
必
要
性
が
一
一
層
高
く
な
っ
て
い
る
。

年
金
と
賃
金
の
比
率
に
関
し
て
基
準
と
な
っ
て
い
る
現
行
の
賃
金
を
思
い

切
っ
て
増
額
し
(
年
金
法
制
定
時
か
ら
現
在
ま
で
の
賃
金
上
昇
、
お
よ
び
社

会
の
発
展
に
伴
う
市
民
の
欲
求
水
準
の
上
昇
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
お
そ
ら

く
、
少
な
く
と
も
三
倍
程
度
の
増
額
は
必
要
で
あ
ろ
う
)
、
労
働
能
カ
喪
失
度

に
適
切
に
対
応
し
た
年
金
算
定
法
を
(
と
り
わ
け
現
在
の
第
三
級
障
害
者
に

関
し
て
〉
導
入
し
な
い
限
り
、
社
会
保
険
の
み
に
よ
っ
て
逸
失
賃
金
を
カ
バ

ー
で
き
、
基
本
的
な
生
活
を
保
障
で
き
る
と
い
う
状
態
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
在
の
所
は
そ
の
よ
う
な
画
期
的
な
改
正
の
機

運
は
見
え
ず
、
依
然
と
し
て
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
損
害
の
範

囲
は
か
な
り
大
き
い
。

仁コ

労
働
者
・
職
員
の
遺
族
年
金

労
災
の
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
死
亡
し
た
本
人
の
遺
族
の
う
ち
一
定

範
囲
の
者
は
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
族
年
金
の
受
給
権
を

持
つ
の
は
、
原
則
と
し
て
、
本
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
家
族
員
で
労
働
能
力

の
な
い
者
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
に
掲
げ
る
者
が
受
給
権
者
と
な
る
。

付

二
ハ
才
ハ
学
生
は
一
八
才
)
未
満
、
ま
た
は
二
ハ
才
(
学
生
は
一
八
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才
)
に
な
る
以
前
に
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
二
ハ
才
(
学
生
は
一
八

才
)
以
上
の
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
で
本
人
の
扶
養
を
受
け
て
い
た
者
。

亡ネ

老
齢
ハ
男
六

O
才
以
上
、
女
五
五
才
以
上
〉
ま
た
は
身
体
障
害
者
た

同
る
父
母
、
配
偶
者
で
本
人
の
扶
養
を
受
け
て
い
た
者
。

死
亡
し
た
本
人
の
八
才
未
満
の
子
、
弟
、
妹
、
孫
の
世
話
を
す
る
本

人
の
両
親
の
一
方
ま
た
は
配
偶
者
で
働
い
て
い
な
い
者
(
年
齢
お
よ
び

労
働
能
力
の
有
無
を
間
わ
な
い
)
。

本
人
の
扶
養
を
受
け
て
い
た
祖
父
母
。
但
し
、
法
律
上
の
扶
養
義
務

伺
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。

伺

死
亡
者
本
人
の
子
お
よ
び
労
働
能
力
の
な
い
両
親
で
、
本
人
の
扶
養

を
受
け
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
後
に
な
っ
て
生
活
手
段
を
失
っ
た
者
。

(
年
金
法
二
八
条
、
年
金
規
程
六

O
条
)

業
務
上
の
傷
病
に
よ
っ
て
扶
養
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
扶
養
者
の
労
働

期
間
に
か
か
わ
り
な
く
右
に
挙
げ
た
遺
族
に
対
し
て
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ

る
(
年
金
規
程
六
九
条
一
司
君
。
遺
族
年
金
の
支
給
期
聞
は
次
の
通
り
で
あ

る。
付

!I.. 
老才未
齢)成
者に年
に達の
対す子
しる
にま弟
は で
終。妹

身
孫、

対
し
て
は白

一
六
才
ハ
学
生
な
ら

む

t三)

老
齢
に
達
し
て
い
な
い
身
体
障
害
者
に
対
し
て
は
労
働
不
能
の
全
期

同
H
q
o

戸

μ

帥

死
亡
し
た
本
人
の
子
、
弟
、
妹
、
孫
の
世
話
を
す
る
本
人
の
親
ま
た

は
配
偶
者
に
対
し
て
は
こ
れ
ら
の
被
看
護
者
が
八
才
に
達
す
る
ま
で
。

(
年
金
規
程
八
七
条
〉

さ
て
、
問
題
は
遺
族
年
金
の
額
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
原
則
と
し
て
次
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
る
。

付

受
給
権
者
が
三
人
以
上
い
る
場
合
は
、
老
齢
年
金
の
一
一

O
パ
l
セ

ン
ト
に
相
当
す
る
額
。
つ
ま
り
、
労
災
に
よ
る
第
一
級
障
害
年
金
と
同

じ
額

tネ

受
給
権
者
が
二
人
の
場
合
は
、
老
齢
年
金
と
同
額
。
つ
ま
り
、
労
災

に
よ
る
第
二
級
障
害
年
金
と
同
じ
額
。

同

受
給
権
者
が
一
人
の
場
合
は
、
扶
養
者
の
賃
金
の
う
ち
四

O
ル
l
プ

リ
ま
で
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
四

O
ル
l
プ
リ
を
超
え
る
残
額
の

(
m
m
)
 

一
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
合
算
し
た
額
。
つ
ま
り
労
災
に
よ
る
第
三
級
障
害

年
金
と
同
じ
額
。

(
年
金
法
三
三
条
、
年
金
規
程
七

O
条
)

こ
の
よ
う
に
、
遺
族
年
金
の
額
の
決
め
方
は
障
害
年
金
の
額
の
決
め
方
と

正
確
に
対
応
し
た
構
造
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
同
の
よ
う
に
、

労
働
能
力
の
な
い
遺
族
が
一
人
残
さ
れ
た
場
合
と
、
労
働
能
力
を
部
分
的
な
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が
ら
も
保
持
し
、
仕
事
を
し
な
が
ら
年
金
を
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
第
三
級
障
害
者
の
場
合
と
を
同
等
に
扱
う
こ
と
が
公
平
で
あ
る
か
ど
う
か

は
問
題
で
あ
る
。
第
三
級
障
害
者
と
異
な
り
、
遺
族
年
金
受
給
権
者
は
賃
金

を
得
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
三
級
障
害
者
に
と
っ
て
不
十
分
な

保
障
水
準
は
、
遺
族
に
と
っ
て
そ
れ
以
上
に
不
十
分
な
保
障
に
し
か
な
ら
な

一
七
二
・
五
ル
l
ブ
リ
の
月
収
を
得
て
い
る
平
均
的
労
働

者
・
職
員
が
労
災
で
死
亡
し
、
残
さ
れ
た
労
働
能
力
の
な
い
遺
族
が
一
人
の

い
の
で
あ
る
。

場
合
、
こ
の
遺
族
に
は
わ
ず
か
三
九
ル

l
プ
リ
、
扶
養
者
の
賃
金
の
た
っ
た

一
一
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
の
遺
族
年
金
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
扶

養
老
の
収
入
の
全
て
が
生
前
に
そ
の
遺
族
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
わ
け
で

ソ連における人身事故被害者の所得保障

は
な
い
。
扶
養
者
本
人
や
労
働
能
力
の
あ
る
そ
の
家
族
の
た
め
に
も
収
入
の

一
部
は
使
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
扶
養
者
の
賃
金
の

七
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
、
遺
族
の
個
人
的
出
費
や
家
族
の
共
同
出
費

の
た
め
に
は
賃
金
の
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
使
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ど
と
い

っ
た
事
態
は
考
え
ら
れ
な
い
。
残
さ
れ
た
遺
族
に
は
、
そ
れ
以
上
の
金
銭
が

必
要
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
、
最
低
賃
金
の
額
が
七

O
ル

l

プ
リ
と
な
っ
て
い
る
現
在
ソ
連
で
、
平
均
的
な
場
合
と
し
て
、
三
九
ル

1
ブ

リ
の
遺
族
年
金
し
か
得
ら
れ
ず
他
に
収
入
源
の
な
い
労
働
不
能
者
が
き
わ
め

て
厳
し
し
γ

生
活
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
は
、
他
の
要
素
を
考
慮
す
る
ま
で
も

な
く
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
こ
で
も
不
法
行
為
法
の
果
す
役
割
が
大

き
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

労
働
能
力
の
な
い
遺
族
が
二
人
の
と
き
は
、
平
均
的
な
賃
金
を
得
て
い
る

労
働
者
・
職
員
が
扶
養
者
だ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
賃
金
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト

が
遺
族
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
扶
養
者
本
人
や
労
働
能
力

の
あ
る
家
族
の
個
人
的
必
要
の
た
め
の
出
費
そ
の
他
遺
族
の
生
活
と
は
関
係

の
な
い
支
出
が
扶
養
者
の
賃
金
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
割
合
が
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
と
さ
れ
て

い
た
先
程
の
例
に
比
べ
れ
ば
こ
ち
ら
の
方
は
は
る
か
に
常
識
的
に
感
じ
ら
れ

る
が
、
そ
れ
で
も
、
賃
金
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
で
は
残
さ
れ
た
遺
族
の

生
活
水
準
を
扶
養
者
生
存
時
の
ま
ま
に
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
被
扶
養
者
が
一
人
か
ら
二
人
に
増
え
る
と
、
被
扶
養
者
一
人
当

り
に
使
わ
れ
る
扶
養
者
の
賃
金
は
、
被
扶
養
者
が
一
人
の
と
き
よ
り
少
な
く

な
る
の
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
遺
族
年
金
の
場
合
、
遺
族
が
二
人
の
と
き
の

一
人
当
た
り
の
年
金
額
は
、
平
均
的
な
賃
金
を
得
て
い
た
扶
養
者
の
遺
族
な

ら
賃
金
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
(
五

O
三
一
)
で
、
遺
族
が
一
人
の
と
き
の
二

一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
増
え
る
の
で
、
遺
族
が
二
人
の
と
き
の
方
が
年
金
額
と

被
扶
養
者
の
損
害
額
と
の
差
額
が
や
や
小
さ
く
な
る
。
つ
ま
り
、
遺
族
が
二

人
の
と
き
の
方
が
、
生
活
水
準
の
低
下
の
度
合
が
わ
ず
か
な
が
ら
小
さ
い
の
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で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
平
均
的
な
場
合
で
一
人
当
り
に
し
て
四

一一一ル
l
ブ
リ
(
一
七
二
・
五
ル

l
ブ
リ
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
遺
族
年
金

の
み
が
唯
一
の
生
活
源
で
あ
る
遺
族
に
と
っ
て
、
最
低
賃
金
七

O
ル
l
プ
リ

の
現
在
の
ソ
連
社
会
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
厳
し
い
こ
と
は
、
遺

族
が
一
人
の
場
合
と
変
り
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
も
不
法
行
為
法
の
果
す

ベ
き
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

ソ
連
で
は
住
宅
事
情
や
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
子
供
の
数
は
一
人
が
限

(
川
口
)

界
で
あ
り
、
現
在
の
ソ
連
で
は
四
人
以
上
の
家
族
は
例
外
的
に
な
っ
て
い

(
初
〉

る
。
だ
か
ら
、
労
働
能
力
の
な
い
遺
族
の
数
も
通
常
は
一
人
で
あ
り
そ
の
数

(
幻
)

が
二
人
の
場
合
は
か
な
り
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
今
ま
で
述

ベ
て
来
た
二
つ
の
ケ
l
ス
で
、
遺
族
年
金
が
問
題
と
な
る
場
合
の
多
く
が
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
が
存

在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
二
つ
以
外
の
場
合
も
分
析
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
労
働
能
力
の
な
い
遺
族
が
三
人
の
場
合
、
扶
養
者
が

平
均
的
賃
金
を
得
て
い
た
と
き
に
は
、
そ
の
賃
金
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当

る
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
遺
族
一
人
当
り
に
す
れ
ば
わ
ず
か
一
八
パ

1

セ
ン
ト
強
、
金
額
に
し
て
一
一
一
一
一
ル
l
ブ
リ
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ

た
二
つ
の
ケ
l
ス
よ
り
も
さ
ら
に
低
い
金
額
で
あ
り
、
遺
族
の
失
っ
た
扶
養

利
益
の
補
償
の
う
ち
で
年
金
の
占
め
る
割
合
は
遺
族
が
二
人
の
場
合
よ
り
小

さ
く
な
っ
て
い
る
。
遺
族
の
数
が
四
人
以
上
に
な
っ
て
も
年
金
の
額
は
変
ら

な
い
の
で
、
遺
族
が
二
人
以
上
の
場
合
は
遺
族
の
数
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
遺

族
の
一
所
得
保
障
に
占
め
る
年
金
の
役
割
は
小
さ
く
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
も

う
一
つ
の
補
償
制
度
で
あ
る
不
法
行
為
法
の
役
割
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
来

v
Q

。こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
こ
と
は
、
残
さ
れ
た
遺
族
が
そ
の
生
活
を
全
面
的

に
死
亡
者
本
人
に
依
存
し
て
い
た
場
合
を
前
提
と
し
て
い
た
。
も
し
、
死
亡

者
以
外
に
も
こ
れ
ら
の
遺
族
に
対
し
て
扶
養
義
務
を
持
つ
者
が
い
る
場
合

(
例
え
ば
、
被
扶
養
者
の
父
親
は
死
亡
し
た
が
、
母
親
は
生
き
て
い
て
仕
事

に
つ
い
て
い
る
場
合
。
ま
た
、
被
扶
養
者
の
両
親
が
死
亡
し
た
が
収
入
の
あ

る
祖
父
母
や
兄
姉
が
い
る
場
合
な
ど
)
に
は
、
扶
養
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
被

扶
養
者
が
受
け
た
損
害
が
被
扶
養
者
の
扶
養
利
益
全
体
の
中
で
占
め
る
割
合

は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
場
合
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
従
っ
て
、
社
会
保
険

に
よ
る
補
償
が
不
十
分
で
も
、
被
扶
養
者
の
生
活
水
準
の
低
下
の
程
度
は
、

他
に
扶
養
義
務
者
が
い
な
い
場
合
よ
り
は
小
さ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

場
合
で
も
、
被
扶
養
者
が
受
け
た
損
害
の
全
て
が
遺
族
年
金
に
よ
っ
て
補
償

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
の
場
合
に
不
法
行
為
法
に
よ

る
補
償
を
求
め
る
必
要
性
が
生
じ
て
来
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
労
災
で
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
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も
、
障
害
の
場
合
と
同
様
、
現
行
年
金
法
に
よ
る
逸
失
賃
金
の
填
補
は
多
く

の
場
合
不
十
分
で
あ
る
。
労
働
者
・
職
員
の
平
均
賃
金
が
一
七

O
ル
1
プ
リ

以
上
に
上
昇
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
多
く
の
場
合
(
遺
族
が
一
人
)
に

わ
ず
か
三
九
ル
l
プ
リ
強
し
か
年
金
で
は
補
償
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
は
全
く
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
も
は
や
遺
族
は
こ

れ
だ
け
に
頼
つ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
障
害
年
金
の
所
で
述
べ
た
よ
う
な
改
革

が
遺
族
年
金
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
な
い
限
り
、
労
災
に
よ
る
死
亡
事
故
の
場

合
も
、
不
法
行
為
法
の
果
す
役
割
は
ソ
連
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
通
り
大
き

な
も
の
で
あ
り
続
け
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

ソ連における人身事故被害者の所得保障

同

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
年
金

次
に
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
労
災
に
よ
り
障
害
者
と
な
り
、
あ
る
い
は
死
亡

し
た
場
合
の
長
期
的
・
恒
久
的
な
所
得
保
障
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
コ
ル
ホ

ー
ズ
員
に
対
し
て
は
、
多
く
の
点
で
、
労
働
者
・
職
員
の
場
合
と
共
通
の
基

準
が
適
用
さ
れ
る
。
但
し
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
経
営
の
性
質
上
、
こ
れ
と
異
な
っ

た
基
準
が
必
要
と
さ
れ
る
点
も
あ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
年
金
算
定
の
擦
に
、
考
慮
さ
れ
る
賃
金
が
コ
ル
ホ
ー
ズ

共
同
経
営
で
の
労
働
お
よ
び
そ
れ
と
同
視
す
べ
き
仕
事
か
ら
得
る
収
入
の
み

で
あ
る
点
は
、
手
当
金
の
場
合
と
変
ら
な
い
ハ
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
規
程
五

五
条
)
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
平
均
賃
金
を
算
出
す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
・

職
員
の
二
つ
の
平
均
賃
金
算
出
法
の
う
ち
の
あ
と
の
方
法
に
近
い
計
算
法
の

み
が
取
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
年
金
申
請
ま
た
は
扶
養
者
死
亡
の
年
の
直
前
一

0
年
聞
か
ら
任
意
の
連
続
す
る
五
年
聞
を
選
び
、
こ
の
期
間
中
に
得
た
全
収

(
幻
)

入
を
六

O
で
割
っ
て
平
均
月
収
を
算
出
す
る
(
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
法
二
ハ

条
、
同
年
金
規
程
五
三
条
)
。
労
働
者
・
職
員
と
異
な
り
、
休
ん
だ
期
聞
を
他

の
期
間
で
代
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

障
害
年
金
に
つ
い
て
は
、
障
害
等
級
の
認
定
基
準
お
よ
び
賃
金
に
対
す
る

年
金
の
比
率
は
労
働
者
・
職
員
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
ハ
後
者
に
つ

き
、
同
年
金
法
一
一
条
二
項
、
三
項
、
同
年
金
規
程
二
五
条
二
項
、
三
項
)
。

遺
族
年
金
に
つ
い
て
も
、
受
給
権
者
の
範
囲
が
ご
く
わ
ず
か
異
な
か
凶
け

で
、
年
金
の
対
賃
金
比
率
は
労
働
者
・
職
員
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
(
同
年

金
法
一
四
条
二
項
、
三
項
、
同
年
金
規
程
四
一
条
二
項
、
三
項
)
。
但
し
、
コ

ル
ホ
ー
ズ
の
場
合
は
、
副
業
経
営
に
よ
る
収
入
が
か
な
り
大
き
な
割
合
に
な

(
鈍
〉

る
の
で
、
特
定
の
場
合
に
は
こ
の
点
が
年
金
額
の
決
定
に
際
し
て
考
慮
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
年
金
受
給
権
者
が
農
村
に
定
住
し
、
か
っ
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
定

(
お
)

款
の
定
め
る
制
限
を
超
え
た
付
属
農
地
を
持
つ
コ
ル
ホ
ー
ズ
世
帯
の
一
員
で

あ
る
場
合
に
は
、
年
金
額
は
通
常
の
場
合
(
労
働
者
・
職
員
と
同
じ
比
率
〉

の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
額
さ
れ
る
(
同
年
金
規
程
五
七
条
)
。
こ
の
場
合
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は
、
個
人
的
副
業
経
営
に
よ
る
収
入
が
相
当
多
く
な
る
の
で
、
共
同
経
営
か

ら
の
収
入
を
社
会
保
障
で
補
償
す
る
必
要
が
他
の
場
合
よ
り
小
さ
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
年
金
算
定
に
当
つ
て
は
、
労

働
者
・
職
員
の
場
合
と
同
様
、
個
人
的
副
業
経
営
に
よ
る
収
入
は
、
肯
定
的

し
か
し
、
原
則
と
し
て
、

(
こ
れ
を
補
償
の
範
囲
に
含
め
る
と
い
う
意
味
で
)
に
も
否
定
的
(
本
来
の

補
償
の
範
囲
を
狭
め
る
と
い
う
意
味
で
)
に
も
、
と
に
か
く
考
慮
の
外
に
置

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
産
手
段
の
社
会
化
(
固
有
化
、
協
同
組
合
化
)

を
国
家
体
制
の
最
も
基
本
的
な
原
則
と
し
て
い
る
ソ
連
に
お
い
て
は
当
然
の

措
置
だ
ろ
う
が
、
現
実
の
ソ
連
社
会
に
お
け
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
個
人
的
副

(
叩
叫
〉

業
経
営
の
役
割
の
重
要
性
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
を
考
慮
し
な
い
、
あ
る
い
は

考
慮
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
と
っ
て
、
労
働
者
・
職
員
と
比
べ
、
か
な
り

不
利
な
事
態
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
労
働
者
・
職
員
の
場
合
は
収
入
の
大
部

〈
幻
)

分
が
労
働
賃
金
で
あ
り
、
副
業
経
営
か
ら
の
収
入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
、

副
業
経
営
に
よ
る
所
得
を
年
金
法
で
考
慮
さ
れ
な
く
て
も
、
所
得
全
体
に
占

め
る
年
金
補
償
の
割
合
は
、
逸
失
賃
金
に
対
す
る
年
金
補
償
の
割
合
に
ほ
ぼ

等
し
い
。
と
こ
ろ
が
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
場
合
は
、
年
金
の
対
賃
金
補
償
割

合
自
体
は
労
働
者
・
職
員
と
同
じ
で
も
、
補
償
の
対
象
と
な
る
賃
金
が
所
得

(

叩

品

)

全
体
に
占
め
る
割
合
同
労
働
者
・
職
員
の
約
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か

ら

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
所
得
全
体
の
う
ち
年
金
で
補
償
さ
れ
る
割
合
は
、
そ

も
そ
も
か
な
り
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
労
働
者
・
職
員
の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に

(
泊
)

一ニ

O
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
副
業
経
営
に
よ

(
初
)

る
収
入
は
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
も
全
く
填
補
さ
れ
な
い
の
で
、
人
身
損
害

補
償
制
度
の
社
会
保
障
化
の
程
度
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
こ
で
述
べ
た
こ

と
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。

他
方
、
現
行
の
年
金
制
度
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
と
っ
て
相
対
的
に
有
利
と

一
九
八
一
年
度
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
月
平
均
労
働
報
酬
は

(
担
)

一一一

0
・
六
ル

1
ブ
リ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
者
・
職
員
の
平
均
賃
金
に

比
べ
れ
ば
三
割
ほ
ど
少
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
、
現
行
の
年
金
の
対
賃
金
比

な
る
面
も
あ
る
。

率
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
賃
金
区
分
の
上
限
で
あ
る
一

0
0

ル
ー
プ
リ
を
超
え
な
い
収
入
の
労
災
被
害
者
が
労
働
者
・
職
員
の
場
合
よ
り

(
お
)

多
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
完
全
に
労
働
不
能
と
な

っ
た
場
合
に
労
働
報
酬
(
逸
失
賃
金
)
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
年
金
で

カ
バ
ー
さ
れ
る
者
の
割
合
が
労
働
者
・
職
員
よ
り
大
き
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
第
三
級
障
害
年
金
や
遺
族
が
一
人
の
場
合
の
遺
族
年
金
を
合

め
て
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
年
金
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
逸
失
賃
金
の
比
率

は
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
方
が
高
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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」
の
点
で
、
社
会
的
労
働
か
ら
得
る
所
得
の
補
償
に
つ
い
て
は

コ
ル
ホ

ー
ズ
員
の
方
が
よ
り
多
く
年
金
制
度
に
よ
る
利
益
を
受
け
て
い
る
と
言
え
よ

ぅ
。
先
に
労
働
者
・
職
員
の
逸
失
賃
金
の
補
償
に
関
す
る
年
金
給
付
の
不
十

分
さ
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
場
合

は
幾
分
か
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
社
会
的
労
働
か
ら
の
収
入
を
労
災
に

よ
っ
て
喪
失
し
た
場
合
に
、
そ
の
収
入
の
補
償
に
つ
い
て
不
法
行
為
法
の
果

す
べ
き
役
割
は
、
逆
に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
方
が
労
働
者
・
職
員
の
場
合
よ

り
も
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
補
償
制
度
が
よ
り
社
会
保
障
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
両
者
の
差
は
年
金
保
障
の
役
割
に
決
定
的

な
違
い
を
も
た
ら
す
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
場
合

ソ連における人身事故被害者の所得保障

も
、
平
均
的
な
賃
金
を
得
て
い
る
者
が
労
災
で
完
全
な
労
働
不
能
に
な
っ
た

と
き
、
あ
る
い
は
死
亡
し
て
遺
族
が
二
人
以
上
残
っ
た
と
き
に
年
金
制
度
に

よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
逸
失
賃
金
は
五

O
ま
た
は
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
で
あ

り
、
残
っ
た
五

O
ま
た
は
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
損
失
は
他
の
方
法
で
填
補
す

る
し
か
な
い
。
第
三
級
障
害
年
金
や
遺
族
が
一
人
の
と
き
の
遺
族
年
金
も
、

労
働
者
・
職
員
の
と
き
と
同
様
、
多
く
の
場
合
は
逸
失
賃
金
の
わ
ず
か
な
部

分
し
か
補
償
せ
ず
、
他
の
方
法
で
被
害
者
ま
た
は
そ
の
家
族
を
救
済
す
る
必

要
が
あ
る
。
従
っ
て
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
つ
い
て
も
、
長
期
的
・
恒
久
的
な

所
得
補
償
に
関
し
て
は
、
不
法
行
為
法
に
よ
る
賠
償
制
度
を
抜
き
に
し
て
逸

失
賃
金
の
補
償
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

ハ
1
〉
法
令
集
四
五
五
頁
以
下
。

〈

2
)
年
金
法
二
ニ
条
一
一
項
、
年
金
規
程
一
九
条
一
項
。
な
お
、
地
下
・
有

害
・
高
熱
労
働
に
携
わ
る
労
働
者
・
職
員
の
場
合
は
、
賃
金
が
三
五
ル

l
ブ
リ
以
下
の
と
き
を
除
き
、
一
般
の
労
働
者
・
職
員
よ
り
対
賃
金
比

率
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
な
る
。

(

3

)

労
働
の
中
止
直
前
(
仕
事
を
続
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
年
金
申
請

直
前
)
二
年
間
の
う
ち
完
全
に
働
い
た
月
が
一
一
一
箇
月
未
満
の
と
き
、

お
よ
び
、
被
害
者
の
労
働
期
間
が
一
年
未
満
の
全
て
の
場
合
、
完
全
に

働
い
た
全
て
の
月
の
全
賃
金
を
そ
の
月
数
で
割
っ
て
平
均
月
収
を
出

す
。
完
全
に
働
い
た
月
が
ひ
と
月
も
な
い
場
合
は
、
働
い
た
全
期
間
中

に
得
た
収
入
を
働
い
た
日
数
で
割
り
、
こ
れ
に
年
平
均
の
月
当
た
り
労

働
日
数
(
週
休
一
日
制
な
ら
二
五
・
四
、
週
休
二
日
制
な
ら
一
二
・
二
)

を
か
け
て
平
均
月
収
と
す
る
(
年
金
規
程
一
二
二
条
二
項
、
三
項
)
。

(
4
〉
但
し
、
第
二
級
障
害
者
と
な
っ
た
労
働
者
・
職
員
が
働
い
て
お
ら

ず
、
労
働
能
力
の
な
い
扶
養
家
族
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
家
族
数

が
一
人
な
ら
ば
一

O
ル
l
プ
リ
が
、
二
人
以
上
な
ら
ば
二

O
ル
l
ブ
リ

が
毎
月
の
年
金
額
に
加
算
さ
れ
る
(
年
金
法
二
五
条
、
年
金
規
程
三
九

条)。

(
5
〉
前
注
と
同
様
の
付
加
金
が
あ
る
。
但
し
、
家
族
数
が
一
人
の
と
き
は

一
O
ル
1
ブ
リ
、
二
人
の
と
き
は
ニ

O
ル
l
ブ
リ
、
一
一
一
人
以
上
の
と
き

は
三

O
ル
l
プ
リ
が
加
算
さ
れ
る
ハ
同
前
注
U

。
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∞
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叩
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一戸由∞
H
-
H
H
M
。

(
日
〉
甲
山
叫
国
巾

2
4由国・]{叩∞
M
-
H
M
A
-

(
ロ
)
ソ
連
で
発
生
す
る
労
災
の
件
数
や
被
害
者
の
賃
金
分
布
状
況
な
ど
は

不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
賃
金
レ
ベ
ル
の
者
が
特
に
労
災
の
被
害
者
に
な

り
易
い
と
い
っ
た
事
情
が
な
い
限
り
、
一
定
数
の
労
災
が
発
生
す
れ

ば
、
そ
の
被
害
者
た
ち
の
平
均
賃
金
も
、
労
働
者
・
職
員
全
体
の
平
均

賃
金
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

(
臼
)
但
し
、
付
加
金
を
考
慮
す
れ
ば
、
年
金
が
填
補
す
る
逸
失
賃
金
の
割

合
は
若
干
高
く
な
る
。

〔

H
)
あ
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
一

O
Oル
l
ブ
リ
以
上
の
賃
金
を
得
て
い
る

労
働
者
・
職
員
の
比
率
は
、
一
九
五
六
年
ハ
国
家
年
金
法
制
定
時
)
で

全
体
の
二

0
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
六
四
年
(
コ
ル
ホ
ー
ズ
年
金
法

制
定
時
〉
で
三
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て
一
九
七

O
年
で
す
で
に

五

0
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
(
巨
国
r
e
R
O
国
∞

-m-
〉嗣向、宝白血

己・穴・・

p
h
o
h
2
3
2
-
u
巾h
巾
旬
巾
回
出
回
目
白
n

g
巾
回
出
回
目
o
h
o
H
O
L
H
U
『
・
!
|
|

。
口
恩
吋
ロ
勺
国
吉
川
田
町
田
昌
国
富
田
吋

2
曲
目
言
語
n
R
E
H

宮内吋
O
L
H
O
国
民

ω
∞
呂
田

U-
向。図。富田向民
O
l
富
田
叶
巾
冨
曲
、
吋
出
』
巾
口
同
向
。
冨
冨
。
h
m
旬
国
唱
。
回
目
甲
由
民
国
国
0
4
『宮市。旬巾
1

5
出・云・・

2
白
可
欠
白
・
呂
田
∞
・
円
-MU品
"
-
u
白内山貝民
2

2
同
-

M】

5
8何回』巾国内悶白国

立
・
〉
A
J
o
n
z
o
回同
L
h
E
9
1
T
4
巾
Z
E
E
E
回出

ω
白
官
。
。
4
，
E
O
E
口
旬
曲
目
向
虫

、同
O
H
O
L
H
O
回
目
白
円
巾
』
2

5

・
2
.
ω
R
O
Z
O
富国
5

・
3
叶悶・円
-
H
E
等
よ
り

〉・

p

p
〉
己
目
可
算
出
。

ω
m
m
y
p
p
p
〉ロ
-
a
-
同
町
。
き
若
叫
門
司
G
q
Q
誌

な

H
F
G
F
G
凡
な
円
、
ミ
g

三
包

g
p
巧岡田
-
-
H
由叶
U
・同
γ
M
M
0
・
〉
賃
金

は
こ
れ
以
後
も
絶
え
ず
上
昇
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
一
九
八
一
年
に
お

い
て
そ
の
割
合
が
こ
れ
よ
り
低
く
な
る
は
ず
は
な
い
。
従
っ
て
、
現
在

は
全
体
の
半
数
以
上
が
月
一

O
Oル
l
ブ
リ
以
上
の
賃
金
を
得
て
い
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
七

O
年
か
ら
一
九
八
一
年
ま

で
に
平
均
賃
金
は
、
月
一
一
五
・
五
(
公
式
統
計
で
は
一
二
二
・

O
だ

が
計
算
の
都
合
上
、
こ
ち
ら
の
数
値
を
使
う
〉
ル

1
プ
リ
か
ら
一
七

二
・
五
ル
l
ブ
リ
に
上
昇
し
た
。
率
に
し
て
四
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
加
で
あ
る
。
特
定
レ
ベ
ル
の
賃
金
の
上
昇
率
を
特
に
高
め
た
と
い
う

事
情
の
な
い
限
り
、
一
九
七

O
年
に
八

O
ル
l
プ
リ
以
上
の
月
収
を
得

て
い
た
者
の
大
部
分
も
四
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
平
均
賃
金
上
昇
の
お

か
げ
で
月
に
一
一
九
・
六
(
八

O
×
一
・
四
九
四
)
ル
l
ブ
り
以
上
の

賃
金
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
控
え
目
に
見
積
っ
て
も
、
一

九
七

O
年
に
八

O
ル
l
ブ
リ
以
上
の
月
収
を
得
た
者
が
一
九
八
一
年
に

一
O
O
(
一
一
九
・
六
で
な
く
)
ル
l
プ
リ
以
上
の
賃
金
を
得
て
い
る

可
能
性
は
か
な
り
高
い
。
そ
こ
で
、
先
の
資
料
に
従
っ
て
、
そ
の
割
合

二
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
え
る
と
、
現
在
一

O
Oル
l
プ
リ
以
上
の

月
収
を
得
て
い
る
者
の
割
合
は
七
二
・
五
(
五

0
・
九
+
一
二
・
六
〉
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ソ連における人身事故被害者の所得保障

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

(
日
)
一
九
八
一
年
で
、
労
働
者
・
職
員
の
平
均
収
入
に
占
め
る
社
会
的
消

曲
目
フ
ォ
ン
ド
か
ら
の
支
出
の
割
合
は
二
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

(
の
戸

S
U国
内

2
E・
5
∞M
-

H

M

品
・
)
。
ま
た
、
産
業
労
働
者
家
族
の
家

計
収
入
の
う
ち
、
社
会
的
消
費
フ
ォ
ン
ド
か
ら
の
支
出
が
占
め
る
割
合

は
、
一
九
七
九
年
で
一
一
一
一
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
残
り
の
七
六
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
は
賃
金
等
の
形
で
家
計
に
は
い
っ
て
来
る
。
(
江
白
勺
o
h
z
o
巾

同
Oω
回出向、門田
O
の
の
の
勺
回
H
申

4
U
円J

の
4
曲、円相同円、円
E
E向巾
R
n
E
昨
巾
U

白
巾
司
。
同
民
E
R
・

3
・
。
司
自
民
B
E
E
-
s
g
-
ー
ー
ー
以
下
ヱ
名
o
h
E
O
巾
H
O
S
E
2回
O
と

略
|
|
円
・
出
。
〉

(
日
)
ソ
連
で
は
失
業
が
な
く
、
教
育
費
や
医
療
費
も
無
料
、
生
活
必
需
品

の
値
だ
ん
や
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
料
金
・
交
通
機
関
の
運
賃
な
ど
も
資

本
主
義
国
と
比
べ
て
き
わ
め
て
安
い
、
と
い
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
ソ

連
で
は
、
逸
失
賃
金
の
全
て
を
社
会
保
障
そ
の
他
で
填
補
し
な
く
て
も

被
害
者
は
楽
に
暮
ら
し
て
い
け
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
填
補
割
合
を
資
本

主
義
国
と
比
較
し
て
同
列
に
論
じ
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
議
論
は
あ

り
う
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
被
害
者
が
事
故
前
に
得
て
い
て
、
事

故
に
よ
り
そ
の
一
部
も
し
く
は
全
部
を
失
っ
た
賃
金
と
は
被
害
者
に
と

っ
て
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
生
き
て
い
く
上
で
は
直
接
必
要
の

な
い
ぜ
い
沢
を
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
う
で
は

あ
る
ま
い
。
被
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、
こ
の
賃
金
で
食
料
を
買

い
、
衣
服
を
そ
ろ
え
、
家
具
を
整
え
、
書
籍
や
レ
コ
ー
ド
を
手
に
入

れ
、
映
画
や
オ
ベ
ラ
を
鑑
賞
し
、
将
来
の
自
動
車
購
入
に
備
え
て
貯
金

を
す
る
:
:
:
そ
う
い
っ
た
生
活
を
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
生
活
は
人
聞
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
い
か
な
る
社
会
に

お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
生
活
で
あ
る
。
だ
が
、
ソ
連
で
も
、
こ
の

よ
う
な
生
活
に
必
要
な
財
貨
や
サ
ー
ビ
ス
を
国
家
が
無
料
で
与
え
て
く

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
遠
い
将
来
に
実
現
す
る
と
さ
れ
る
共
産
主
義
社

会
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
現
段
階
の
ソ
連
社
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
財

貨
や
サ
ー
ビ
ス
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
貨
幣
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
貨
幣
の
果
す
役
割
は
日
本
な
ど
の
資
本
主
義
国
と
ソ
連
と

で
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
ソ
連
で
は
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意

味
で
も
、
ル
ー
プ
リ
貨
幣
の
持
つ
力
は
、
資
本
主
義
国
で
円
や
ド
ル
が

持
つ
力
よ
り
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
被
害
者
は
事
故
前
に
は
そ

の
ル
l
プ
リ
貨
幣
で
生
活
の
重
要
な
部
分
を
支
え
て
い
た
こ
と
に
変
り

は
な
い
。
そ
し
て
事
故
で
賃
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
失
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
財
貨
や
サ
ー
ビ
ス

を
得
ら
れ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
な
く
な
る

の
で
あ
る
。
被
害
者
、
そ
の
家
族
に
再
び
人
間
ら
し
い
生
活
を
送
ら
せ

る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
そ
の
失
わ
れ
た
賃
金
を
取
り
戻
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
社
会
保
障
制
度
お
よ
び
不
法
行
為

法
に
よ
っ
て
逸
失
賃
金
を
填
補
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
必
要

に
応
じ
た
分
配
で
あ
る
社
会
的
消
費
フ
ォ
ン
ド
の
比
重
が
飛
躍
的
に
高

ま
り
、
賃
金
に
よ
っ
て
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
貨
や
サ
ー
ビ
ス

の
割
合
が
圧
倒
的
に
小
さ
く
な
ら
な
い
限
り
、
ソ
連
に
お
い
て
も
、
事

故
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
賃
金
を
填
補
す
る
必
要
性
は
、
資
本
主
義
国
と
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研究ノート

比
較
す
る
意
義
が
認
め
ら
れ
る
程
度
の
大
き
さ
で
存
在
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

(
刊
む
被
害
者
が
地
下
・
有
害
・
高
熱
労
働
に
携
わ
る
者
の
場
合
は
、
賃
金

の
六

O
ル
l
ブ
リ
ま
で
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
六

O
ル
l
ブ
リ
を
超

え
る
残
額
の
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
。
そ
れ
以
外
の
重
労
働
に
携
わ
る
者
の

場
合
は
、
賃
金
の
五

O
ル
l
ブ
リ
ま
で
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
五

O

ル
l
ブ
リ
を
超
え
る
残
額
の
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
合
計
額
(
本
文
と
合

わ
せ
て
、
年
金
法
二
二
条
、
年
金
規
程
三
七
条
)
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ら
の
被
害
者
に
対
し
て
は
、
一
般
の
労
働
者
・
職
員
よ
り
わ
ず
か
な
が

ら
手
厚
い
保
障
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

円
四
〉
前
註
と
同
じ
例
外
が
あ
る
。

(
叩

)
Z
-
ω
s
z
r
・叫

3th州民
h
h凡

S
F
Z
J円
J

H
由
寸
白
"
匂

H
O
N
-
H

∞
斗
・
(
こ
れ

に
は
邦
訳
が
あ
る
。
高
田
正
純
訳
『
ロ
シ
ア
人
』
上
・
下
、
時
事
通
信

社
一
九
七
八
年
)

(
加
)
ニ

i
ナ
&
ジ
ャ
ン
・
ケ
ア
ヤ
ン
/
山
辺
雅
彦
訳
『
赤
い
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
通
り
』
(
新
評
論
一
九
八

O
年
)
二

O
八
頁
。

(
幻
)
但
し
、
中
央
ア
ジ
ア
や
ザ
カ
フ
カ
l
ス
の
民
族
で
は
、
ソ
連
の
平
均

と
比
べ
て
出
生
率
が
か
な
り
高
い
の
で
、
こ
の
地
方
で
は
遺
族
の
数
も

他
の
地
方
よ
り
多
い
可
能
性
が
高
い
(
エ
レ
1

ヌ
・
カ
レ
ー
ル
・
ダ
ン

コ
l
ス
/
高
橋
武
相
官
訳
『
崩
壊
し
た
帝
国
』
新
評
論
一
九
八
一
年
、

一
二
八
頁
参
照
)
。

(

m

己
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
で
あ
っ
た
期
間
が
五
年
未
満
の
場
合
は
、
丸
一
年
間

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
で
あ
っ
た
全
て
の
年
の
平
均
月
収
に
基
づ
い
て
年
金
を

算
定
す
る
。
そ
の
期
聞
が
一
年
未
満
の
場
合
は
そ
の
期
間
の
全
収
入
を

そ
の
期
間
の
月
数
で
割
っ
て
平
均
月
収
を
出
す
(
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金

規
程
五
四
条
)
。

(
幻
)
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
場
合
は
、
要
件
と
し
て
の
障
害
が
第
一
級
、
第
二

級
の
障
害
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
、
本
号
一

O
二
頁
上
段
伺
に
該
当
す
る

受
給
権
者
が
い
な
い
。

(
M
U

ソ
連
の
公
式
統
計
に
よ
れ
ば
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
家
族
の
収
入
の
う

ち
、
個
人
的
副
業
経
営
か
ら
の
収
入
は
、
一
九
七
九
年
で
二
六
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
(
ヱ
告
。
h
z
o巾
凶

O
M出
町
内
斗
国

ou
円・白

H-Y
但
し
、

「
農
作
物
の
自
家
消
費
や
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
場
で
の
販
売
量
等
の
政
府
統

計
に
よ
る
把
握
の
困
難
さ
か
ら
推
定
し
て
、
個
人
的
副
業
経
営
へ
の
依

存
は
公
表
数
字
よ
り
も
大
」
き
い
と
推
定
す
る
説
も
あ
り
(
吉
田
靖
彦

「
ソ
連
農
業
に
お
け
る
個
人
的
副
業
経
営
」
『
青
山
経
済
論
集
』
三

O

巻
二
・
三
・
四
号
、
一
九
七
九
年
、
二
九
三
頁
)
、
こ
の
割
合
が
四

O

パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
と
い
う
説
さ
え
あ
る
(
木
村
汎
『
ソ
連
と
ロ
シ

ア
人
』
蒼
洋
社
一
九
八

O
年
、
三
五
五
頁
〉
。

(
お
〉
コ
ル
ホ
ー
ズ
模
範
定
款
四
二
条
に
よ
れ
ば
、
自
営
農
地
は
建
造
物
用

の
敷
地
面
積
を
含
め
て

0
・
五
ヘ
グ
タ
l
ル
内
、
散
水
を
要
す
る
土
地

の
場
合
は
、

0
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
内
の
範
囲
で
与
え
ら
れ
る
。
(
の
コ

ののの同
Y

H也
市
山
市

Y

2
附
日
夕
円
-
H印
(
)
)

(
お
)
一
九
八

O
年
で
、
全
国
で
生
産
さ
れ
る
ミ
ル
ク
の
三

O
パ
l

セ
ン

ト
、
卵
の
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
野
菜
の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
じ
ゃ
が
い

も
の
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
か
ん
き
つ
類
を
除
く
果
実
の
五
八
パ

l
セ
ン
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ト
が
個
人
的
副
業
経
営
で
作
ら
れ
て
い
る
(
巨
富
2

2

ア
己
E
Z
2

口。』円。月以国
om
凶

Oω
国酢門叶回
0
・l
l
l
ω
目
。
図
。
富
国
」
巾
円
目
白
出
『
白
ω白4
白
H由∞ゲ

由・

Z
N印
u
n
・
5
)。
そ
し
て
、
う
さ
ぎ
肉
の
約
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
豚

肉
・
羊
肉
・
山
羊
肉
・
鳥
肉
の
約
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
馬
肉
の
一
二
三
パ

ー
セ
ン
ト
、
鹿
肉
・
ら
く
だ
肉
の
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
牛
肉
・
小
牛
肉

の
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
個
人
的
副
業
経
営
で
生
産
さ
れ
て
い
る

(
ロ
』
富
町
包
巾
回
「
よ

o
q
E
2
a回
向
回
目
。
巾
ロ
℃
。
=ω
国
O
L
H
2回。

E

b
民』
Z
。巾

g

g
出向

so----∞
。
ロ
宮
内
宮

ω
5
5
き
R
F
凶
器
ゲ
ヲ
伊
印

L
・
2
u
。

ま
た
、
現
在
、
全
農
産
物
の
う
ち
個
人
的
副
業
経
営
生
産
物
の
占
め
る

割
合
は
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
(
の
。
円
E

g

〉
-
w

刷、回
g
E
岡
山
富
曲
目

ロ唱
OEω
回
o
h
n
吋回
O
司自
u
o
h同
R
E
E
E
回
』
国
』
田
宮
何
回
OLH円。
a
z
E
H
M。
ω国首
1

2
E
H
I
-
-
ω
5
Z
O玄
民
民
国
円
2

2

5

5

H
。
ω国
昨
日
田
白
・
忌
∞
H・
2
v
∞-

円・

8
・
〉
。
こ
の
よ
う
な
現
実
お
よ
び
長
期
に
わ
た
る
農
業
不
振
を
ふ
ま

え
て
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
も
、
副
業
経
営
を
奨
励
す
る
政
策
を
取
る

こ
と
を
明
二
一
目
し
て
い
る
(
凸
豆
-
X
U回巾
2
E
出・

5
∞H
・
M
-

巴
)
。

(
釘
)
ソ
連
の
公
式
統
計
に
よ
れ
ば
、
産
業
労
働
者
の
家
族
の
収
入
源
の
う

ち
、
副
業
経
営
の
占
め
る
割
合
は
、
一
九
七
九
年
で
わ
ず
か

0
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
(
ヱ
白
℃
。
h
z
。
巾
同
。
富
即
日
田
0
・
n-
台。・)。

(
叩

6

Z
毛
OLHEO
巾
H
O
M国出口叶回
0
・
n-
企
0・
S
H
・
よ
り
算
出
。
な
お
、
こ

れ
に
出
て
い
る
数
値
は
、
家
計
収
入
全
体
の
数
値
で
あ
る
が
、
個
人
の

所
得
を
直
接
比
較
で
き
る
資
料
を
入
手
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
数
字
を

利
用
す
る
。

(
却
〉
も
っ
と
も
、
ソ
連
全
体
で
、

ソ連における人身事故被害者の所得保障

コ
ル
ホ
ー
ズ
副
業
経
営
に
佼
わ
れ
る
労

働
力
の
う
ち
、
労
働
能
力
の
あ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
占
め
る
割
合
は
、

六
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
あ
と
の
=
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
は

年
金
生
活
者
、
身
体
障
害
者
、
就
業
年
齢
前
の
子
ど
も
が
提
供
し
て
い

る

(
h
r国
』
問
。
回
円
・
。
。
-
u
O
同
国
巴
〉
J

同

uohr
己
主
図
。
『
O

口
。
』
円
。
。
z・

0
吋
O
H
O
ω
回出円寸回国・
l
l
l
ω
目
。
因
。
冨
回
目
白
門
巾
旬
『
円
問
。
可
。

HOω
回
出
門
司
回
白
-

H
甲
2
・
Z
H
W
n
・

s・
)
。
従
っ
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
家
の
労
働
能
力
あ
る

構
成
員
が
事
故
に
あ
っ
て
労
働
能
力
を
一
部
ま
た
は
全
部
失
っ
て
も
、

そ
れ
に
よ
る
副
業
経
営
か
ら
の
家
計
収
入
の
減
少
は
、
そ
の
者
の
労
働

能
力
喪
失
度
を
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

(
叩
)
六
三
年
決
定
一
三
条
五
項
。
本
号
一
二
二
頁
参
照
。

(
幻
)
出

ω国巾円、富国
-
H
由∞。・

H
0・
Mω
・・同甲山出
H・
H
-
M
A
F
-
H
U∞N
・]戸
-M品・

よ
り
算
出
。

(
担
)
前
出
の
宮
内
h
r
z
Z
H
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
八
年
の
コ
ル
ホ

ー
ズ
員
の
共
同
経
営
か
ら
の
平
均
収
入
は
月
五
一
・
四
ル

l
ブ
リ
、
メ

ジ
ア
ン
は
四
七
・
六
ル
l
ブ
リ
で
あ
っ
た

(
ω
E
H
〉

P
P
K
F
己

a・
。
、
.

町
民
H
J

匂・

3
)。
一
九
八
一
年
の
平
均
収
入
は
月
一
一
一

0
・
六
ル

l
ブ
リ

で
あ
る
か
ら
、
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
八
一
年
ま
で
に
平
均
収
入
は
一

三
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
。
特
定
の
レ
ベ
ル
の
者
の
収
入
を
特

に
高
め
た
と
い
う
事
情
の
な
い
限
り
、
ご
く
大
ざ
て
は
に
言
っ
て
、
メ

ジ
ア

γ
も
同
じ
率
だ
け
上
昇
し
、
一
九
八
一
年
で
一
一
一
・
七
ル

1
ブ

リ
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
月
一

O
Oル
l
ブ
リ
以
上

の
共
同
経
営
収
入
を
得
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
全
体
の
五

O
パ
ー
セ

ン
ト
よ
り
い
く
分
か
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
割
合
が
少
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な
く
と
も
七
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
多
い
と
思
わ
れ
る
労
働
者
・
職

員
(
試
算
で
は
、
一
九
八
一
年
で
メ
ジ
ア
ン
が
月
一
五
一
・
五
ル
l
ブ

リ
)
に
比
べ
れ
ば
、
比
率
は
か
な
り
低
い
。

四

き
し
当
り
の
ま
と
め
付

平
均
的
な
賃
金
を
得
て
い
る
労
働
者
・
職
員
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
労

災
に
よ
っ
て
生
命
や
健
康
に
損
害
を
加
え
ら
れ
た
場
合
、
日
本
同
様
ソ
速
で

も
所
得
保
障
と
し
て
休
業
補
償
が
な
さ
れ
、
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
休
業
補

償
た
る
一
時
的
労
働
不
能
手
当
金
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
被
害
者
の
賃
金

全
額
を
補
償
し
、
こ
こ
で
不
法
行
為
法
が
所
得
補
償
に
関
与
す
る
余
地
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
長
期
的
・
恒
久
的
保
障
た
る
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
、
多
く
の
場
合
、
逸
失
賃
金
の
一
部
を
填
補
す
る
だ
け
で
あ
り
残
り
の

損
害
を
補
償
す
る
方
法
と
し
て
、
不
法
行
為
法
の
役
割
が
大
き
く
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
つ
ま
り
労
災
に
よ
る
人
身
損
害
補
償
シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
の
ソ

連
に
お
い
て
も
、
短
期
的
補
償
を
除
け
ば
、
完
全
に
社
会
保
障
化
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
民
法
上
の
損
害
賠
償
制
度
の
持
つ
重
要
性
が
日
本
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
軽
い
と
い
う
よ
う
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な

L 、。

第
二
節

労
災
以
外
の
場
合
の
社
会
保
障
給
付

日
木
を
含
む
資
本
主
義
国
で
は

一
般
に
、
労
災
以
外
の
場
合
の
所
得
保

障
は
労
災
の
場
合
に
比
べ
て
保
障
範
囲
が
狭
い
。
社
会
主
義
国
ソ
速
で
は
こ

の
場
合
に
ど
の
程
度
の
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ソ
連
で
は
、
労

災
の
場
合
も
そ
れ
以
外
の
場
合
も
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
給

付
の
種
類
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

一
般
の
傷
病
に
よ
っ
て
賃
金
の
一
部
も
し

く
は
全
部
を
失
っ
た
場
合
も
、

一
時
的
労
働
不
能
手
当
金
、
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
但
し
、
労
災
の
と
き
と
は
異
な
り
、

一
定
の
要
件

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
の
給
付
は
受
け
ら
れ
ず
、
ま
た
、
受
給
で
き
る

場
合
で
も
、

一
般
に
そ
の
額
は
労
災
の
場
合
よ
り
少
な
い
。

一
時
的
労
働
不
能
手
当
金

労
災
以
外
の
人
身
事
故
に
よ
っ
て
一
時
的
に
仕
事
が
で
き
な
く
な
り
、
そ

の
た
め
賃
金
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
社
会
保
障
機
関
か
ら
休
業
補

償
と
し
て
一
時
的
労
働
不
能
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ
は
逸
失
賃
金
を

補
償
す
る
制
度
で
あ
る
か
ら
、
被
害
者
が
何
の
仕
事
に
も
つ
い
て
お
ら
ず
、

何
の
賃
金
も
得
て
い
な
い
場
合
に
は
、
当
然
な
が
ら
支
給
は
さ
れ
な
い
ハ
手
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当
金
規
程
五
条
一
項
)
。
但
し
、
大
学
や
中
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
先

が
決
っ
て
い
た
者
が
勤
務
開
始
前
に
一
般
の
傷
病
ハ
例
え
ば
交
通
事
故
〉
に

よ
っ
て
労
働
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
事
故
時
に
は
賃
金
を
得
て
い
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
(
同
一

O
二
条
U

。
労
働
不
能

の
発
生
時
に
お
い
て
職
に
つ
い
て
さ
え
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
そ
れ
以
前

(
1
)
 

の
労
働
期
間
の
有
無
や
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の
手
当
金
は
支
給
さ
れ
る

(
同
六
条
一
一
項
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
手
当
金
規
程
四
条
一
項
)
。

手
当
金
は
、
労
災
の
場
合
と
同
様
、
労
働
能
力
回
復
の
日
ま
た
は
身
体
障

(
2
)
 

害
の
認
定
日
ま
で
支
給
さ
れ
る
が
、
支
給
開
始
日
は
労
災
の
と
き
と
異
な

り
、
労
働
不
能
と
な
っ
た
最
初
の
日
で
は
な
い
。
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
の

ソ連における人身事故被害者の所得保障

は
労
働
不
能
と
な
っ
て
六
日
目
か
ら
で
あ
り
、
最
初
の
五
日
間
は
社
会
保
険

に
よ
る
保
護
の
外
に
あ
る
(
手
当
金
規
程
八
条
一
項
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
手
当

金
規
程
七
条
一
項
)
。
こ
れ
は
、
五
日
以
内
で
治
る
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
病
に

は
保
護
を
与
え
な
い
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
る
日
常

生
活
上
の
傷
病
お
よ
び
安
易
な
欠
勤
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
措
置
の

ハ
3
)

ょ
う
で
あ
る
が
、
傷
病
が
長
期
に
わ
た
っ
た
場
合
は
、
手
当
金
が
支
給
さ
れ

な
か
っ
た
最
初
の
五
日
分
の
逸
失
賃
金
に
つ
い
て
は
結
局
他
の
方
法
で
填
補

す
る
し
か
な
い
。

手
当
金
の
額
は
、
労
災
の
場
合
は
、
家
内
労
働
者
を
除
き
一
律
に
賃
金
の

全
額
で
あ
っ
た
が
、

一
般
の
傷
病
の
場
合
は
被
害
者
の
状
況
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
に
変
る
。
原
則
と
し
て
、
手
当
金
の
額
は
一
時
的
労
働
不
能
が
発
生
し

(
4〉

た
時
勤
め
て
い
た
企
業
等
に
お
け
る
継
続
労
働
期
間
に
対
応
し
て
い
る
。
そ

の
期
間
が
長
い
ほ
ど
賃
金
に
対
す
る
手
当
金
の
比
率
は
高
く
な
り
、
あ
る
期

間
以
上
に
な
る
と
対
賃
金
比
率
は
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
比
率
は
全
て
の
者
に
平
等
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
被

害
者
が
労
働
組
合
員
か
ど
う
か
で
適
用
さ
れ
る
比
率
は
異
な
る
。
被
害
者
が

労
働
組
合
員
で
あ
る
労
働
者
・
職
員
ま
た
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
で
あ
る
場
合
の

比
率
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

継
続
労
働
期
間

対
賃
金
比
率
ハ
%
〉

三
年
未
満

五
O 

三
年
以
上
五
年
未
満

六

O

五
年

。
八
年

" 

八
O 

八
年
以
上

一O
O

(
手
当
金
規
程
一
八
条
一
項
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
負
手
当
金
規
程
一
八
条

a
前

段
Lノ

被
害
者
が
労
働
組
合
員
で
な
い
労
働
者
・
職
員
の
場
合
は
、
右
の
比
率
で

算
定
し
た
額
の
半
額
に
当
る
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
(
手
当
金
規
程
一
八
条

二
項
U

。
つ
ま
り
、
最
低
の
場
合
は
賃
金
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
高
で
も
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賃
金
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
手
当
金
で
は
補
償
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ソ

速
で
は
、
労
働
者
・
職
員
の
大
部
分
は
労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
比
率
を
適
用
さ
れ
る
被
害
者
は
相
対
的
に
は
少
な
い
だ
ろ

ハ
5
u

ぅ
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
該
当
す
る
労
働
者
・
職
員
の
数

は
数
百
万
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
、
こ
れ
は
、
労
働
組
合
員
で
あ
る
か
否
か
に

よ
る
区
別
が
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
被
害
者
が
労
働
組
合
員
で
な
い
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
場
合
は
、

労
働
者
・
職
員
と
異
な
り
手
当
金
の
額
は
組
合
員
の
一
律
半
額
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
比
率
に
な
っ
て
い
る
。

継
続
労
働
期
間

対
賃
金
比
率
ハ
%
〉

三
年
未
満

五
O 

三
年
以
上
五
年
未
満

O 

五
年

1/ 

七
O 

。
八
年

八
年
以
上

九
O 

(
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
手
当
金
規
程
一
八
条

a
後
段
〉

つ
ま
り
、
継
続
労
働
期
間
が
五
年
未
満
の
と
き
は
労
働
組
合
員
と
非
組
合

員
と
で
差
は
な
く
、
同
じ
比
率
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
継
続
労
働
期
聞
が

五
年
以
上
の
場
合
で
も
組
合
員
か
否
か
に
よ
る
差
は
小
さ
く
、
労
働
者
・
職

員
の
場
合
よ
り
全
般
的
に
非
組
合
員
に
対
す
る
差
別
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、

ハ
6
V

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
組
合
組
織
率
が
労
働
者
・
職
員
に
比
べ
て
格
段
に
低
い
こ

と
と
関
連
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
労
災
以
外
の
傷
病
に
よ
っ
て
一
時
的
に
賃
金
を
得
ら
れ
な

く
な
っ
た
場
合
、
逸
失
賃
金
が
全
額
社
会
保
険
で
填
補
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
〈
少
な
く
と
も
最
初
の
五
日
間
は
填
補
さ
れ
な
い
〉
。
ソ
連
で
は
労

働
者
・
職
員
の
継
続
労
働
期
聞
が
通
常
何
年
く
ら
い
な
の
か
具
体
的
な
数
字

一
つ
の
職
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
逸
失
賃
金
が
手
当
金
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
割

は
不
明
だ
が
、

合
は
、
零
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九

O
数
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
手
当
金
の
填
補
し
な
い
逸
失
賃
金
の
割
合
も

変
る
。
し
か
し
、
手
当
金
で
填
補
さ
れ
な
い
逸
失
賃
金
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
全
て
の
被
害
者
に
共
通
で
あ
り
、
そ
の
部
分
の
摂
補
を
受
け
る
た
め
に
、

民
法
上
の
損
害
賠
償
制
度
が
利
用
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

(
1
〉
そ
の
例
外
と
し
て
、
労
働
規
律
違
反
ま
た
は
犯
罪
行
為
の
た
め
に
解

一
直
属
さ
れ
た
者
は
、
新
し
い
職
場
で
最
低
六
箇
月
働
い
た
後
で
な
け
れ
ば

一
般
の
傷
病
に
よ
る
一
時
的
労
働
不
能
手
当
金
を
受
け
る
権
利
を
持
た

な
い
(
手
当
金
規
程
六
条
二
項
〉
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
つ
い
て
も
同
様

の
定
め
が
あ
る
(
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
手
当
金
規
程
四
条
二
項
)
。
季
節
従

業
員
の
場
合
同
労
働
不
能
発
生
日
の
過
去
一
年
間
の
労
働
期
間
が
合
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ソ連における人身事故被害者の所得保障

計
三
箇
月
以
上
、
ま
た
は
過
去
二
年
間
の
労
働
期
聞
が
合
計
一

0
箇
月

以
上
の
時
に
限
り
、
一
般
の
傷
病
に
よ
る
一
時
的
労
働
不
能
手
当
金
が

支
給
さ
れ
る
(
手
当
金
規
程
一

O
三
条
二
項
)
。

ハ
2
V
季
節
従
業
員
・
臨
時
従
業
員
の
場
合
、
「
般
の
傷
病
に
よ
る
一
時
的

労
働
不
能
手
当
金
は
、
最
大
限
で
も
七
五
日
間
し
か
支
給
さ
れ
な
い

(
手
当
金
規
程
一

O
三
条
二
項
、
一
一
二
条
〉
。

(

3

)

の
云
・
〉
司
』
円
】
巾
巾
国
∞
-
。
・
・
。
。
貝
冨
白
~
H
F
2
0
巾
c
q市内口市占巾
Z
E
A
山
田
の
の
の
可
・

3
4
5司
E
L
H
-
b
5
・
5
J
P
(以
下
〉
国
hHV
巾
巾
国
ゴ
と
略
)
円
-
M
U
H
・

ハ
こ
れ
に
は
邦
訳
が
あ
る
。
柴
田
嘉
彦
訳
『
ソ
連
の
社
会
保
障
』
民
衆

社
一
九
七
三
年
)

(
4
〉
「
国
家
社
会
保
険
に
よ
る
手
当
金
査
定
の
際
の
労
働
者
・
職
員
の
継

続
労
働
期
間
算
定
規
則
」
(
法
令
集
一

O
七
頁
以
下
〉
参
照
。
な
お
、

労
働
者
が
現
に
今
働
い
て
い
る
企
業
等
に
お
け
る
労
働
期
間
以
外
の
労

働
期
間
を
「
継
続
労
働
期
間
」
に
含
め
る
用
語
法
も
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
そ
の
意
味
で
は
使
っ
て
い
な
い
。

(

5

)

一
九
七
七
年
で
、
一
億
四
二
三
万
人
の
労
働
者
・
職
員
の
う
ち
一
億

六
O
万
人
が
労
働
組
合
員
で
あ
っ
た
(
ザ
イ
チ
コ
フ
、
前
掲
書
六
五

頁)。

(
6
〉
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
一
回
八

O
万
人
の
う
ち
組
合
員
は
四
五

O
万
人
で
あ

っ
た
(
ザ
イ
チ
コ
フ
、
前
掲
量
百
六
五
頁
)
。

障
害
年
金

一
般
の
傷
病
に
よ
る
障
害
年
金
は
、
障
害
が
い
つ
発
生
し
た
か
に
関
わ
り

な
く
、
つ
ま
り
、
障
害
が
発
生
し
た
の
が
職
に
つ
い
て
い
る
時
か
職
に
つ
い

て
い
な
い
時
か
に
関
わ
り
な
く
支
給
さ
れ
る
(
年
金
法
一
八
条
二
項
、
年
金

規
程
二
七
条
)
。
但
し
、
労
災
の
場
合
と
は
異
な
り
、
一
般
の
傷
病
に
よ
る
障

害
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
過
去
に
-
定
の
労
働
期
聞
が
あ
る
こ
と
が
必
要

(
I
)
 

で
あ
る
〈
年
金
法
二
一
条
二
項
、
年
金
規
程
一
二
条
二
項
)
。
こ
れ
を
そ
の

ま
ま
適
用
す
れ
ば
職
に
つ
い
て
い
る
時
に
て
般
の
傷
病
に
よ
っ
て
身
体
障
害

者
と
な
っ
て
働
け
な
く
な
っ
て
も
、
必
要
な
労
働
期
聞
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
は
何
ら
所
得
保
障
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
年
金
法
は
こ
う
い
っ

た
不
都
合
な
点
を
考
慮
し
て
、
そ
う
い
う
場
合
の
被
害
者
の
一
部
を
救
済
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
職
に
つ
い
て
い
る
と
き
に
一
般
の
傷
病
に
よ
っ
て
第
一

級
ま
た
は
第
二
級
の
障
害
者
と
な
っ
た
労
働
者
・
職
員
が
、
完
全
な
年
金
を

受
け
る
の
に
必
要
な
労
働
期
聞
を
有
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
者
が
有
す

る
労
働
期
間
に
比
例
し
て
減
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
る
ハ
年
金
法
二
四

条
、
年
金
規
程
九
八
条
一
項
6
、
九
九
条
一
項
)
。
し
か
し
、
こ
の
措
置
に

よ
っ
て
も
、
職
に
つ
い
て
い
な
い
と
き
に
発
生
し
た
傷
病
に
よ
る
障
害
者
で

労
働
期
間
の
足
り
な
い
者
お
よ
び
労
働
期
間
の
足
り
な
い
第
三
級
障
害
者
は
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救
済
さ
れ
な
い
。

以
上
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
の
は
次
の
額
で
あ
る
。

第
一
級
障
害
者

老
齢
年
金
の
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
σ

第
二
級
障
害
者

老
齢
年
金
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
。

第
三
級
障
害
者

賃
金
の
う
ち
の
四

O
ル
l
ブ
リ
ま
で
の
四
五
バ
l

パ セ

l ン
セト

ンと
ト四
の O
合(ノレ

計三 l
o ブ

を
越
え

る
残
額
の

O 

(
年
金
法
二
三
条
、
年
金
規
程
九
三
条
)

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
労
災
の
場
合
の
障
害
年
金
よ
り

も
少
し
ず
つ
比
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
労
災
の
と
き
と
一
般

の
傷
病
の
と
き
の
給
付
の
差
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
障
害
の
原
因
に
関
係
の
な

い
比
較
的
平
等
な
保
障
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
ソ
連
の
年
金

法
は
か
な
り
進
ん
だ
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
保
障

の
水
準
そ
の
も
の
が
不
十
分
な
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
平
均
的

賃
金
を
得
て
い
る
労
働
者
・
職
員
が
一
般
の
傷
病
に
よ
り
完
全
に
労
働
能
力

を
失
っ
た
と
き
ハ
第
二
級
障
害
)
、
障
害
年
金
で
填
補
さ
れ
る
の
は
賃
金
の

四
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
労
働
能
力
を
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
喪
失
し
た
第

三
級
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
逸
失
賃
金
の
わ
ず
か
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
し

か
年
金
で
は
填
補
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

一
般
の
傷
病
に
よ
る
障
害
年

金
が
補
償
す
る
損
害
の
範
囲
は
労
災
の
場
合
よ
り
狭
い
。
従
っ
て
こ
の
場
合

は
、
労
災
の
場
合
以
上
に
不
法
行
為
法
が
人
身
損
害
補
償
制
度
の
中
で
重
要

な
役
割
を
果
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
場
合
は
、
い
く
つ
か
の
点
を
除
き
労
働
者
・
職
員
の
場

合
と
共
通
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
つ
い
て
も
、
い
つ
障

害
が
発
生
し
た
か
に
関
わ
り
な
く
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ハ
コ
ル
ホ
ー
ズ
員

年
金
規
程
一
六
条
)
、
年
金
受
給
の
た
め
に
必
要
な
労
働
期
間
も
労
働
者
・

職
員
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
ハ
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
法
一

O
条
二
項
、
周
年

金
規
程
一
九
条
二
項
)
。
但
し
、
労
働
者
・
職
員
の
場
合
の
よ
う
な
労
働
期

聞
の
不
足
な
者
に
つ
い
て
の
救
済
規
程
は
な
く
、
そ
の
点
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
員

は
不
利
な
立
場
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
と
っ
て

決
定
的
に
不
利
な
点
が
あ
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
一
般
の
傷
病
に
よ
っ
て
障

害
者
と
な
っ
た
場
合
、
第
一
級
、
第
二
級
障
害
の
時
は
労
働
者
・
職
員
と
同

じ
比
率
で
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
第
三
級
障
害
者
に
対
し
て
は
年
金

は
全
く
支
給
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
(
同
年
金
法
八
、
九
、
一
一
条
、
同
年
金
規

程
一
一
、

一
回
、
二
四
条
)
。

一
般
の
傷
病
の
場
合
に
ソ
速
の
年
金
法
が
保

護
し
て
く
れ
る
の
は
、
完
全
な
労
働
不
能
に
な
っ
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び

そ
れ
に
準
ず
る
者
だ
け
な
の
で
あ
る
。
労
災
以
外
の
人
身
事
故
に
よ
っ
て

著
し
〈
労
働
能
力
を
制
限
さ
れ
る
よ
う
な
障
害
が
残
っ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
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が
第
二
級
障
害
に
該
当
す
る
程
度
の
も
の
で
な
い
限
り
、
社
会
保
障
制
度
に

よ
る
救
済
は
ほ
と
ん
ど
無
き
に
等
し
い
。
こ
の
よ
う
な
被
害
者
が
人
身
損
害

を
受
け
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
中
で
占
め
る
割
合
は
決
し
て
少
な
く
な
い
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
者
の
所
得
保
障
の
手
段
と
し
て
は
社
会
保
障

制
度
は
全
く
無
力
で
あ
り
、
彼
ら
お
よ
び
そ
の
家
族
の
生
活
の
水
準
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
方
法
と
し
て
は
民
事
賠
償
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
な
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
と
っ
て
は
、
労
働
者
・
職
員
以

上
に
障
害
の
場
合
の
不
法
行
為
法
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

ソ連における人身事故被害者の所得保障

(

1

)

必
要
な
労
働
期
間
は
次
の
通
り

年

齢

ハ

才

)

男

(

年

)

二

O
以

上

二

三

未

満

二

一一一ニ

hw

一一六

hw

一一一

二
六

hw

三

一

五

三

一

か

三

六

七

三
六

ο
四

一

一

O

四

一

か

四

六

一

二

四
六

hw

五

一

一

四

五

一

。

五

六

一

六

五

六

。

六

一

一

八

六

一

以

上

二

O

λy 

" " " 
λγ 

" 
。

女
(
年
)一一三五七九

一一一一一一
一
四

一
五

な
お
、
地
下
・
有
害
・
高
熱
労
働
に
つ
い
て
い
た
者
に
対
し
て
特
恵

条
件
が
あ
る
。

(
2
〉
地
下
・
有
害
・
高
熱
労
働
に
従
事
し
て
い
た
者
の
場
合
は
、
賃
金
の

六

O
ル
1
プ
リ
ま
で
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
六

O
ル
l
プ
リ
を
超
え
る

残
額
の
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
。
そ
れ
以
外
の
重
労
働
に
従
事
し
て
い
た
者

の
場
合
は
、
賃
金
の
五

O
ル
l
プ
リ
ま
で
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
五

O

ル
l
ブ
リ
を
超
え
る
残
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
合
計
。

遺
族
年
金

一
般
の
傷
病
に
よ
っ
て
扶
養
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
遺
族
年
金
受
給
権
者

の
範
囲
・
受
給
期
間
は
労
災
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
障
害
年
金
の
場
合
と

同
様
原
則
と
し
て
、
い
つ
事
故
が
発
生
し
た
か
を
問
わ
ず
年
金
は
支
給
さ
れ

る
(
年
金
規
程
六
八
条
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
規
程
三
八
条
)
。
但
し
、
こ

こ
で
も
労
働
期
間
の
要
件
が
あ
り
、
被
扶
養
者
が
遺
族
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
扶
養
者
が
そ
の
死
亡
時
に
お
い
て
一
般
の
傷
病
に
よ
る
障
害
年
金
を

受
け
る
の
に
必
要
な
労
働
期
間
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
年
金
規

程
六
九
条
二
項
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
規
程
三
九
条
二
項
)
。
し
か
し
、
労
働

者
・
職
員
に
つ
い
て
は
労
働
期
間
に
関
し
て
障
害
年
金
の
と
き
と
同
様
の
救

済
措
置
が
取
ら
れ
る
。
し
か
も
、
遺
族
年
金
の
と
き
は
、
労
働
者
・
職
員
の
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遺
族
で
あ
る
限
り
全
て
の
場
合
に
こ
の
救
済
措
置
が
適
用
さ
れ
る
(
年
金
法

三
五
条
、
年
金
規
程
九
八
条
一
項
b
、
九
九
条
一
司
君
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対

し
て
は
、
こ
こ
で
も
、
こ
れ
に
該
当
す
る
救
済
措
置
は
な
い
。

遺
族
年
金
の
額
は
、
労
災
の
場
合
と
同
様
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
定
め

ら
れ
て
い
る
。

付

受
給
権
者
が
三
人
以
上
い
る
場
合
は
、
老
齢
年
金
の
一

O
Oパ
I
セ

ン
ト
に
相
当
す
る
額
。

tネ

受
給
権
者
が
二
人
の
場
合
は
、
老
齢
年
金
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
相

当
す
る
額
。

同

受
給
権
者
が
一
人
の
場
合
は
、
賃
金
の
う
ち
の
四

O
ル
l
ブ
リ
ま
で

の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
四

O
ル
l
プ
リ
を
超
え
る
残
額
の
一

O
パ
1
セ

(
1〉

ン
ト
の
合
計
。

(
年
金
法
三
四
条
、
年
金
規
程
七
一
条
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
年
金
法
一
四

条
、
同
年
金
規
程
四

O
条
)

こ
の
よ
う
に

一
般
の
傷
病
の
場
合
の
遺
族
年
金
の
額
は
労
災
の
場
合
よ

り
少
し
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
障
害
年
金
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ

る
。
従
っ
て
、
労
災
以
外
の
場
合
の
障
害
年
金
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
こ
こ
で
も
当
て
は
ま
り
、
遺
族
年
金
の
場
合
も
、

っ
て
損
害
が
発
生
し
た
と
き
の
方
が
よ
り
補
償
範
囲
が
狭
く
な
る
。
但
し
、

一
般
の
傷
病
に
よ

遺
族
年
金
の
場
合
は
、
労
働
期
間
の
条
件
を
除
き
、
労
働
者
・
職
員
と
コ
ル

ホ
I
ズ
員
に
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
の
区
別
は
な
く
、
両
者
の
聞
に
障
害

年
金
の
と
き
の
よ
う
な
不
公
平
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
残
さ
れ
た
遺
族
に
と
っ
て
遺
族
年
金
の
額
は
生
活
水
準
を
維
持
す
る
た

め
の
も
の
と
し
て
は
労
災
の
場
合
以
上
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
く
、
民
事
賠
償
制
度
が
こ
こ
で
も
非
常
に
大
き
な
働
き
を
し
て
い
る
。

(

1

)

障
害
年
金
の
場
合
と
同
じ
く
、
地
下
・
有
害
・
高
熱
労
働
従
事
者
に

対
す
る
例
外
が
あ
る
。

四

年
金
を
受
け
な
い
身
体
障
害
者
に
対
す
る
障
害
給

付

年
少
者
が
一
般
の
傷
病
に
よ
っ
て
人
身
損
害
を
被
っ
た
場
合
、
事
故
前
に

は
何
ら
所
得
を
得
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て
、
通
常
は
彼
ら
に

対
し
て
障
害
年
金
に
よ
る
所
得
補
償
を
な
す
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
年
少

者
が
そ
の
傷
病
に
よ
っ
て
労
働
能
力
を
完
全
に
喪
失
し
た
場
合
、
残
る
一
生

を
自
己
の
力
だ
け
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
ソ
連

で
は
、
そ
の
よ
う
な
被
害
者
が
雇
用
年
齢
に
達
し
た
場
合
に
年
金
を
得
て
い
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な
け
れ
ば
、
国
家
が
こ
れ
に
一
定
の
援
助
(
手
当
金
)
を
与
え
る
。
こ
の
手

当
金
は
逸
失
賃
金
の
補
償
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
実
質
的
に
は

そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
呆
す
。
こ
の
手
当
金
に
よ
っ
て
、
被
害
者
に
は

一
定
の
生
活
費
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
手
当
金
の

額
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
支
給
額
は
、

一
六
歳
以
上
の
第
一
級
、
第
二
級
の

障
害
者
に
対
し
て
、
障
害
者
た
る
全
期
間
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
月
に
三

O

ル
l
ブ
リ
と
二
五
ル

l
ブ
リ
で
一
六
歳
未
満
の
障
害
者
に
対
し
て
月
に
二

O

(
1
)
 

ル
l
ブ
リ
で
あ
る
。
い
く
ら
傷
病
発
生
時
に
お
い
て
補
償
さ
れ
る
べ
き
賃
金

を
得
て
い
な
か
っ
た
と
は
言
え
、
完
全
に
労
働
能
力
を
失
っ
た
者
に
対
し
て

月
に
二

O
か
ら
一
ニ

O
ル
l
ブ
リ
程
度
の
保
障
を
与
え
る
だ
け
で
十
分
な
は
ず

ソ連における人身事故被害者の所得保障

1

2

、。

カ
ゅ
ん
し

専
業
主
婦
の
よ
う
に
、
労
働
能
力
が
あ
る
の
に
社
会
に
出
て
働
い
た
こ
と

の
な
い
者
や
、
年
金
を
受
け
る
の
に
十
分
な
労
働
期
間
を
持
た
な
い
者
が
労

働
能
力
を
失
っ
た
場
合
に
も
、
国
が
手
当
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例

え
ば
ロ
シ
ア
共
和
国
で
は
、
盲
人
や
聾
唖
者
を
含
む
第
一
級
、
第
二
級
の
障

害
者
が
年
金
を
受
け
て
お
ら
ず
、
他
の
収
入
源
を
持
た
ず
、
法
律
上
の
扶
養

義
務
者
を
持
た
ず
、
農
業
経
営
に
関
係
し
て
い
な
い
場
合
、
こ
れ
ら
の
者
に

毎
月
の
手
当
金
が
支
給
さ
れ
む
し
か
し
、
こ
の
手
当
金
の
額
も
非
常
に
少

な
く
、
障
害
者
が
都
市
・
労
働
者
居
住
区
・
療
養
地
に
住
ん
で
い
る
場
合
は

月
に
一

O
ル
l
ブ
リ
、
農
村
・
別
荘
地
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
八
ル
l
ブ
リ

(
3
)
(
4
)
 

五

O
コ
ベ
イ
カ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
年
少
時
か
ら
の
障
害
者
に
対
す
る
手
当

金
の
額
よ
り
も
更
に
少
な
く
被
害
者
の
生
活
保
障
に
果
す
役
割
は
ま
こ
と
に

微
々
た
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
の
被
害
者
の
霞
か
れ
た
状
況

は
極
め
て
劣
悪
な
も
の
で
あ
る
。
働
か
ざ
る
者
食
う
べ
か
ら
ず
の
原
則
が
見

(
5
)
 

事
に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
ほ
か
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
被

害
者
は
、
人
身
損
害
を
被
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
水
準
が
直
ち
に
大

き
く
変
る
状
況
に
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
補
償
す
べ
き
損
害
が
そ
も
そ

も
全
く
、
あ
る
い
は
極
め
て
少
し
し
か
発
生
し
て
い
な
い
の
だ
と
言
う
こ
と

も
で
き
よ
う
。
こ
う
い
う
被
害
者
が
、
逸
失
賃
金
の
填
補
を
柱
と
す
る
年
金

法
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
な
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
賃
金
を

得
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
に
は
補
償
す
べ
き
逸

失
利
益
が
な
い
と
言
え
る
の
か
、
将
来
社
会
に
出
て
働
き
賃
金
を
得
る
可
能

性
が
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
者
に
対
し
て
何
ら
そ
の
補
償

を
行
わ
な
く
て
よ
い
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
ど
う
し
て
も
問
題
に
な
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
ソ
連
の
社
会
保
障
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
被
害
者
に
対
し

て
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
定
額
保
障
し
か
与
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
不
法
行
為
法

〈

6
)

に
よ
る
所
得
保
障
の
範
囲
が
非
常
に
広
く
な
る
の
で
あ
る
。
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研究ノート

ハ
1
〉
年
少
時
か
ら
の
身
体
障
害
者
の
物
質
的
保
障
の
向
上
に
つ
い
て
の
一

九
七
九
年
五
月
二
三
日
付
共
産
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
邦
閣
僚
会

議
決
定
一
条
、
お
よ
び
上
述
の
決
定
に
対
応
す
る
、
年
少
時
か
ら
の
身

体
障
害
者
に
対
す
る
毎
月
の
手
当
の
査
定
お
よ
び
支
払
手
続
に
関
す
る

一
九
七
九
年
一
O
月
一
五
日
付
労
働
・
社
会
問
題
国
家
委
員
会
訓
令
二

条
(
法
令
集
二
八
一
二
、
二
八
四
頁
〉
。

(
2
〉
国
家
年
金
を
受
け
て
い
な
い
身
体
障
害
者
お
よ
び
老
齢
者
の
物
質
的

保
障
に
つ
い
て
の
一
九
五
七
年
四
月
二
ニ
日
付
戸
シ
ア
共
和
国
閣
僚
会

議
決
定
一
条
〈
法
令
集
二
七
九
頁
)
。

(

3

)

同
決
定
二
条
。

(
4
〉
ロ
シ
ア
共
和
国
以
外
で
は
、
手
当
金
の
額
は
八
ル
l
プ
リ
五
O
コ
ベ

イ
カ
か
ら
一
六
ル

l
ブ
リ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国

で
は
、
第
三
級
障
害
者
に
対
し
て
も
こ
の
手
当
金
が
支
払
わ
れ
る

(
〉
z
h
h
v
m巾
国
唱
∞

0
・

内

-
M
叶品一)。

(

5

)

例
え
ば

S
E
E
E
E
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
全
て
の
社
会
的
宮
、

全
て
の
国
民
所
得
は
ソ
ビ
エ
ト
市
民
の
労
働
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
社
会
的
労
働
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
者
、
と
り
わ
け
、
社

会
的
有
用
労
働
を
回
避
し
て
い
た
者
は
、
労
働
能
力
を
失
っ
た
場
合

に
、
自
発
的
に
社
会
的
労
働
に
参
加
し
て
い
た
市
民
と
同
じ
福
祉
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
(
エ
回
白
Z
5富
田
づ
∞
-
-
口
問
X
M
G
白2
2
L
回目

V

白回
O
l

回

。

可

。

匂

巾

「

で
H

回
目
呂
田
同
国
民
国
勺
同
門
口
問
】
巾
、
担
当
何
回
国
国
。
。

E
巾
円
、
同
国
冊
目

E
L
H

A
T
。
出
』
。
田
口

0
4可
巾

q
b巾
回
出
国
己
・
甲
山
ω
L
H
白
吋
由
旬
開
M
円
同
国

O
勾
巾
出
国
国
可
唱
曲
、
同

2
8
?

。
同
国
包
囲
内
田

u
n
E
4巾
叶
白
-
H
由
叶
叩
噌
内
山
『
M
)

(

6

)

事
故
に
よ
る
賃
金
喪
失
と
は
直
接
関
係
の
な
い
給
付
と
し
て
、
低
所

得
家
庭
に
対
す
る
児
童
手
当
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
族
一
人
当
り
の
平

均
月
収
が
五
O
ル

I
プ
リ
を
超
え
な
い
家
庭
に
対
し
て
、
子
供
が
八
歳

に
な
る
ま
で
子
供
一
人
に
つ
き
月
二
一
ル

1
ブ
リ
の
手
当
を
支
給
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
(
一
九
七
四
年
九
月
二
五
日
付
、
低
所
得
家
庭
に

対
す
る
児
童
手
当
導
入
に
関
す
る
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
令
一
条
、

三
条
l
|
法
令
集
二
八
六
頁
)
。
と
の
ほ
か
に
も
四
人
目
以
上
の
子
供

に
つ
き
満
五
歳
に
な
る
ま
で
毎
月
子
供
の
数
に
応
じ
て
四
l
一
五
ル
ー

プ
リ
(
一
一
人
目
以
上
の
子
供
が
い
る
家
庭
)
の
額
で
支
給
さ
れ
る
手

当
金
ハ
一
九
七
O
年
八
月
二
一
日
付
、
妊
娠
し
た
女
性
、
多
子
お
よ
び

独
身
の
母
親
に
対
す
る
手
当
金
の
査
定
お
よ
び
支
払
手
続
に
関
す
る
ソ

連
邦
閣
僚
会
議
規
程
二
条
、
三
条
|
|
法
令
集
一
三
O
l
一
一
一
一
一
頁
)

ゃ
、
子
供
の
誕
生
に
際
し
て
五
O
l
二
五
O
ル
l
プ
リ
の
額
で
支
払
わ

れ
る
誕
生
一
時
手
当
金
ハ
同
規
程
二
条
。
一
九
八
一
年
一
月
一
一
二
日
付

の
子
供
を
持
つ
家
庭
に
対
す
る
国
家
援
助
の
強
化
措
置
に
関
す
る
ソ
連

邦
共
産
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
邦
閣
僚
会
議
の
決
定
四
条
ー
の
ロ

の
の
の
℃

-
s
g
L
6
5・
2
・
8
・
)
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
当
金
が
、

人
身
事
故
に
あ
っ
た
被
害
者
の
家
族
に
対
す
る
所
得
保
障
の
一
翼
を
に

な
う
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
額
は
本
文
で
述
べ
た
手
当

金
同
様
き
わ
め
て
少
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
手
当
金
の
存
在
も
、

所
得
保
障
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の
役
割
の
大
き
さ
を
変
え
る
も
の
で

は
な
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
当
金
の
ほ
か
、
日
本
の
生
活
保
護
に
当
る
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ソ速における人身事故被害者の所得保障

よ
う
な
制
度
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
生
活
困
窮
者
を
最
終
的
に

引
き
受
け
る
制
度
と
し
て
、
子
供
の
家
‘
寄
宿
学
校
と
い
っ
た
無
料
の

児
童
養
育
施
設
や
老
人
ホ
l
ム
、
障
害
者
ホ

l
ム
な
ど
が
あ
る
。
事
故

に
よ
っ
て
両
親
と
死
別
し
た
子
供
、
あ
る
い
は
事
故
で
所
得
が
低
く
な

っ
た
家
庭
の
子
供
な
ど
は
、
無
料
で
子
供
の
家
や
寄
宿
学
校
に
入
所
で

き
る
(
一
九
七
五
年
一
月
一
三
日
付
の
「
普
通
教
育
寄
宿
学
校
お
よ
び

子
供
の
家
へ
の
児
童
の
入
所
手
続
に
関
す
る
」
ソ
連
邦
閣
僚
会
議
決
定

ー
ー
ー
の
コ
の
の
の
同
Y

3

4
タ

Z
P
2・M
0
・
の
冨
・
〉
国
同
宮

g
d。・
n-

ω
g
l
g
A
-
Y
健
康
状
態
に
よ
り
、
看
護
、
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
、
医

療
援
助
の
必
要
が
あ
る
五
五
歳
以
上
の
女
性
、
六

O
歳
以
上
の
男
性
、

第
一
級
、
第
二
級
障
害
者
は
、
そ
の
者
を
扶
養
す
る
法
律
上
の
義
務
を

負
う
労
働
能
力
あ
る
子
供
ま
た
は
親
が
い
な
い
場
合
は
、
老
人
ホ
ー

ム
、
障
害
者
ホ
l
ム
に
入
所
で
き
る
(
一
九
七
八
年
六
月
二

O
日
付
、

老
人
・
障
害
者
ホ
l
ム
模
範
規
程
一
七
条
、
一
八
条

i
l法
令
集
三
四

八
頁
)
。
ホ
l
ム
で
は
家
具
、
備
品
、
寝
具
、
衣
服
、
食
事
が
与
え
ら

れ
、
治
療
、
予
防
診
療
が
行
わ
れ
、
必
要
な
補
装
具
、
車
椅
子
な
ど
が

支
給
さ
れ
る
ハ
同
規
程
一
一
一
一
条
)
。
こ
れ
ら
は
全
て
無
料
で
行
わ
れ
る

円
。
玄
・
〉
国
』
℃
巾
巾
国
.
∞
0
・
内
問
∞
∞
国
内
』
同
町
、
同
・
)
。

五

さ
し
当
り
の
ま
と
め
口

一
般
の
傷
病
に
よ
っ
て
得
ベ
か
り
し
賃
金
を
失
っ
た
場
合
に
ソ
連
の
社
会

保
障
制
度
か
ら
な
さ
れ
る
給
付
は
労
災
の
場
合
よ
り
少
な
く
な
る
。
従
っ

て
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
は
填
補
さ
れ
な
い
逸
失
賃
金
の
範
囲
も
労
災

の
場
合
よ
り
大
き
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
被
害
者

を
救
済
す
る
必
要
性
も
更
に
大
き
く
な
る
。
ま
た
、
逸
失
賃
金
が
あ
っ
て
も

年
金
受
給
に
必
要
な
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
お
よ
び
逸
失
賃
金
が
な

い
場
合
に
は
、
た
と
え
被
害
者
が
完
全
に
労
働
能
力
を
失
っ
た
身
体
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
で
も
、
社
会
保
障
制
度
か
ら
は
極
め
て
わ
ず
か
の
救
済
し
か

行
わ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
被
害
者
を
救
済
す
る
手
段
と
し
て
は
、
不
法
行

為
法
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
損
害
補
償
制
度
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
た
と

え
そ
こ
ま
で
は
言
え
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
、
不
法
行
為
法
が
損
害
の
大

部
分
を
填
補
す
る
使
命
を
持
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

第
二
章

不
法
行
為
法
に
よ
る
所
得
補
償

人
身
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
被
害
者
が
十
分
に

救
済
さ
れ
る
な
ら
、
不
法
行
為
法
に
基
づ
く
賠
償
請
求
を
全
く
認
め
な
く
て

も
構
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
全
て
の
被
害
者
に
迅
速
か
つ
十
分
な
補
償
が

与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
必
ず
し
も
損
害
の
全
額
を
補
償
す
る
必
要
は
な
い
と
の

主
張
も
西
側
で
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ソ
連
で
は
そ
の
よ
う
な
方
向
と
は
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異
な
っ
た
傾
向
の
損
害
補
償
制
度
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
迅
速

さ
と
い
う
点
は
別
と
し
て
も
、
社
会
保
障
制
度
か
ら
の
給
付
が
多
く
の
場
合

十
分
と
言
う
の
に
は
程
遠
い
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
第
二

に
、
ソ
連
の
民
法
で
は
債
務
不
履
行
と
不
法
行
為
と
を
問
わ
ず
、
損
害
の
完

全
賠
償
の
原
則
が
一
貫
し
て
適
用
さ
れ
る
。
従
っ
て
た
と
え
社
会
保
障
制
度

か
ら
十
分
な
給
付
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
ま
だ
損
害
を
完
全
に
填
補
す
る
に

足
り
な
い
と
き
は
被
害
者
は
加
害
者
に
対
し
て
そ
の
差
額
を
請
求
で
き
る
と

い
う
の
が
民
法
の
立
場
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
、
現
実
に
は
社
会
保
障
給
付
が

不
十
分
な
現
在
に
お
い
て
、
被
害
者
に
対
す
る
補
償
を
社
会
保
障
給
付
だ
け

に
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
ソ
連
で

は
、
不
法
行
為
法
に
よ
る
損
害
填
補
の
範
囲
が
実
際
に
は
極
め
て
広
く
な
っ

て
お
り
、
社
会
保
障
給
付
し
か
な
さ
れ
な
い
の
は
不
可
抗
力
に
よ
る
人
身
事

故
な
ど
、
不
法
行
為
責
任
の
成
立
要
件
が
欠
け
て
い
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
今
の
ソ
連
で
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
化
の
動
き
と
は
か
な
り
異

な
る
状
況
が
人
身
損
害
補
償
制
度
を
取
り
ま
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

次
に
不
法
行
為
法
に
よ
る
人
身
損
害
の
補
償
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
ソ
連
で
は
、
社
会
保
障
制
度
と
同

様
、
労
災
と
そ
れ
以
外
の
場
合
で
不
法
行
為
法
に
よ
る
処
理
が
異
な
る
の

で
、
ま
ず
労
災
の
場
合
を
取
り
上
げ
、
次
に
そ
れ
以
外
の
場
合
の
民
事
賠
償

の
機
能
を
分
析
す
る
。

民
事
賠
償
を
規
制
す
る
主
な
法
令
は
、
民
事
立
法
の
基
礎
と
各
共
和
国
の

民
法
血
ハ
ハ
以
下
で
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
ロ
シ
ア
共
和
国
の
民
法

典
を
引
用
す
る
)
の
う
ち
の
不
法
行
為
法
に
関
す
る
条
文
の
ほ
か

一
九
六

一
年
一
二
月
二
二
日
付
の
「
職
務
に
関
連
し
て
労
働
者
・
職
員
に
生
じ
た
負

傷
そ
の
他
の
健
康
侵
害
に
よ
る
損
害
を
企
業
・
施
設
・
悶
体
が
賠
償
す
る
際

(
l
v
 

の
規
則
」
(
以
下
「
規
則
」
と
略
〉
、
一
九
六
三
年
二
一
月
一
一
一
一
一
日
付
の
「
損

(
2〉

害
賠
償
訴
訟
に
関
す
る
裁
判
実
務
に
つ
い
て
」
の
ソ
連
邦
最
高
裁
総
会
決
定

(
以
下
「
六
三
年
決
定
」
と
略
〉
、
お
よ
び
一
九
六
七
年
二
月
七
日
付
の
「
損

害
賠
償
を
規
制
す
る
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
典
の
条
文
の
適
用
に
つ
き
裁
判
笑

(

3

)

 

務
で
発
生
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
」
の
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
裁
総
会
決
定

(
以
下
「
六
七
年
決
定
」
と
略
)
で
あ
る
。

(
1
〉
「
℃
白
浜
h
曲目。民
o
m
ω
白R
O
国
o
h
曲、同角川』
r
n
4
回O
U
の
qOHM--
国
民
国
。
勺
富
田
斗
国
l

国
国
民
同
由
民
叶
O
国
富

-LO宮
h
E
J
f
H
申立
-n-uω72ω
・

ハ
2
)
の
m
M
O
唱
国
国
民
国
0
2，由民。回
b
g由
民
同
コ
旬
巾
国
同
富
田
国

O
ロ℃巾
hHEHg由民国

《リ一司
h
m
q
E
O
由
民
。
』
』
巾
己
中
間
口
O
司

h
u
e
R
h
白
出
円
相
内
国
富
泊
伊
国
曲
富
田
町
勺
阿
O
回国。可。

(
一
日
〉
且
回
の
の
の
℃
・
玄
-
u

問。-u国
h

h
阿国
H-HUmwo"
円
-
H
印N
i
一5
H
・

(

3

)

匂民何回
ω
・
向
。
」
・
・
「
-
M
M
W
V

問』曲目内回向。巾

ω
曲目。国
O
L
H

白、叶内包『門叶回
0
・
円
・
由
印
印
I
J

U

印∞・
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第
一
節

不
法
行
為
法
に
よ
り
填
補
さ
れ
る
損
害
の
範
囲

労
災
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
人
身
事
故
ハ
本
稿
で
は
そ
の
例
と
し
て
交
通
事

故
を
取
り
上
げ
る
)
を
め
ぐ
る
不
法
行
為
法
の
役
割
を
論
じ
る
前
に
、
不
法

行
為
法
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
損
害
の
範
囲
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ

ぅ
。
人
身
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
賠
償
さ
れ
る
逸

失
賃
金
の
範
囲
は
次
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

事
故
発
生
前
に
お
け
る
被
害
者
の
平
均
賃
金
。

付亡コ

被
害
者
の
労
働
能
力
喪
失
度
。

ソ連における人身事故被害者の所得保障

事
故
後
に
社
会
保
障
お
よ
び
社
会
保
険
か
ら
現
実
に
支
給
さ
れ
た
手

当
金
、
年
金
の
額
。

同

事
故
後
に
被
害
者
が
得
て
い
る
賃
金
。

右
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
順
次
、
簡
単
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

被
害
者
の
平
均
賃
金
算
定
方
法
は
、
六
一
年
規
則
一
二
条
、

伺

一
三
条
に
定

め
ら
れ
、
そ
れ
は
労
災
以
外
の
一
般
の
事
故
に
つ
い
て
も
準
用
さ
れ
る
(
六

一
年
決
定
八
条
の

一
項
)
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
被
害
者
が

傷
害
を
受
け
た
時
点
に
先
行
す
る
一
二
箇
月
間
の
賃
金
を
基
準
に
平
均
賃
金

(
1
)
 

が
算
定
さ
れ
る
(
規
則
二
一
条
一
項
)
。
そ
の
期
間
中
に
全
く
働
い
て
い
な
か

っ
た
月
ま
た
は
一
部
の
日
し
か
働
い
て
い
な
か
っ
た
月
が
あ
れ
ば
、
そ
の
原

因
を
問
わ
ず
、
直
前
の
月
を
も
っ
て
そ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
二

項
)
。
平
均
賃
金
算
定
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
賃
金
の
種
類
は
、
現
行
の
社

会
保
険
で
保
険
料
を
算
定
す
る
際
の
基
準
と
な
る
全
て
の
種
類
の
賃
金
の
う

ち
、
時
間
外
手
当
、
兼
職
手
当
お
よ
び
全
て
の
種
類
の
臨
時
的
性
質
の
支
払

い
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
(
同
一
三
条
)
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の

算
定
方
法
は
、
労
働
者
・
職
員
の
年
金
の
基
準
と
な
る
賃
金
の
算
定
方
法
の

ハ
2
ぱ

う
ち
の
第
一
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
年
金
法
に
一
言
う

逸
失
賃
金
と
不
法
行
為
法
で
問
題
と
な
る
逸
失
賃
金
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て

は
、
こ
れ
は
民
法
の
大
原
別
で
あ
る
完
全
賠
償
の
原
則
に
反
す
る
も
の
だ
と

し
て
学
説
に
よ
り
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
マ
レ
イ
ン
は
、

「
年
金

保
障
は
過
去
に
な
さ
れ
た
労
働
に
関
連
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
給
付
水
準
は
過
去
の
労
働
に
よ
っ
て
勤
労
者
が
得
て
い
た
賃
金
に
対
応
し

て
い
る
。
:
:
:
〔
し
か
し
〕
損
害
賠
償
は
こ
れ
と
異
な
る
原
理
に
基
づ
き
こ

れ
と
異
な
る
目
的
お
よ
び
起
源
を
持
つ
。
損
害
賠
償
の
場
合
は
、
も
し
事
故

が
な
か
っ
た
な
ら
被
害
者
が
得
る
こ
と
の
で
き
た
で
あ
ろ
う
賃
金
が
賠
償
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
払
額
は
、
過
去
で
は
な
く
将
来
の
期
間
に
対
し

て
決
定
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
被
害
者
の
過
去
の
賃
金
で
は
な
く
、
現
在
の
、

(
3〉

そ
し
て
将
来
の
賃
金
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
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ハ
4
u

同
様
の
こ
と
は
他
の
学
者
も
言
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
損
害
発
生
前
一
一
一
箇
月
間
の
う
ち
に
被
害
者
の
技
能
等
級

が
変
っ
た
よ
う
な
場
合
に
マ
レ
イ
ン
の
よ
う
な
考
え
方
と
現
行
法
の
や
り
方

で
賠
償
額
に
差
が
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
。
マ
レ
イ
ン
の
挙
げ
る
例
を
使
つ

て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
あ
る
被
害
者
が
損
害
発
生
前
一
一
一
筒
月
の
う
ち
一
一

箇
月
間
は
月
八

O
ル
l
ブ
リ
で
働
い
て
い
た
が
、
新
た
な
資
格
を
取
得
し
た

た
め
事
故
の
ひ
と
月
前
か
ら
工
場
長
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
日
か
ら
月
二

O
O

ル
ー
プ
リ
を
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
現
行
法
に
従

え
ば
、
平
均
賃
金
額
は

2
8・
x
ロ
+
M
0
8・
X
H
)
+
H
M
H宮
司
・
と
い
う
こ

と
で
月
九

O
ル
l
ブ
リ
に
な
る
が
、
こ
の
ケ
l
ス
で
被
害
者
が
将
来
に
お
い

て
失
う
賃
金
は
工
場
長
と
し
て
の
月
二

O
Oル
l
ブ
リ
の
賃
金
の
は
ず
で
あ

る
。
以
前
の
月
八

O
ル
l
ブ
リ
の
賃
金
の
喪
失
と
事
故
と
の
聞
に
は
因
果
関

係
は
な
く
、
現
行
法
の
平
均
賃
金
算
定
方
法
は
完
全
賠
償
の
原
則
に
反
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
マ
レ
イ
ン
は
、
現
行
法
の
よ
う
に
損
害
発
生

前
一
二
箇
月
間
の
平
均
賃
金
を
賠
償
額
算
定
の
基
準
と
す
る
の
は
、
そ
の
期

問
中
に
被
害
者
の
賃
金
が
変
ら
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
べ
き
だ
と
し
て
い

(
5
U
 

る
。
現
行
法
で
も
、
損
害
発
生
時
に
は
専
門
家
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
見

習
い
と
し
て
働
い
て
い
た
期
間
が
過
去
一
二
箇
月
間
に
含
ま
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
期
間
を
計
算
か
ら
除
外
し
、
専
門
家
と
し
て
の
賃
金
だ
け
が
考
慮

さ
れ
る
(
六
三
年
決
定
一
一
条
三
マ
レ
イ
γ
の
提
案
は
、
こ
の
や
り
方
を
一

般
的
に
全
て
の
被
害
者
に
対
し
て
認
め
よ
と
言
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ

る
。
完
全
賠
償
の
原
則
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
や
り
方
の
方
が
筋
が
通
っ
て
い

る
。
他
の
学
者
も
こ
の
条
文
を
挙
げ
て
マ
レ
イ
ン
の
提
案
を
支
持
し
て
い

(
6
)
 

る。
ま
た
、
平
均
賃
金
算
定
方
法
に
関
連
し
て
、
事
故
後
の
賃
金
上
昇
を
考
慮

す
べ
き
だ
と
い
う
説
も
強
い
。
現
行
法
で
は
、
六
七
年
決
定
一
四
条
に
よ

り
、
賃
金
上
昇
を
理
由
と
し
た
賠
償
額
の
増
額
請
求
は
認
め
ら
れ
て
い
な

ぃ
。
し
か
し
、
年
率
に
し
て
二

l
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
賃
金
上
昇
が
絶
え
ず
行

わ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
賠
償
期
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
事
故
が
な

け
れ
ば
あ
る
時
点
で
被
害
者
が
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
賃
金
と
賠
償
額
と
の
差

が
大
き
く
な
る
。
実
際
に
も
、
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
被
害
者
が
賠
償
の
増
額

(
7
)
 

を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
請
求
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
学
者
の
見
解
は
分
か
れ
て
い
る

が
、
完
全
賠
償
の
原
則
か
ら
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
学
者
は
少
な
く

(
8〉

な
し
。

一
方
、
年
金
の
場
合
に
は
補
償
さ
れ
る
賃
金
は
過
去
の
賃
金
で
あ
る

こ
と
が
当
然
と
さ
れ
、
賃
金
水
準
の
上
昇
が
必
ず
し
も
年
金
額
の
増
加
と
は

結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

以
上
の
二
つ
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
年
金
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
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る
逸
失
賃
金
の
範
囲
と
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
逸
失
賃
金
の
範

囲
と
は
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
傾
向
が
学
説
に
あ
る
こ
と
を

(
9
)
 

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
行
法
で
は
、
社
会
保
障
制
度
と
不
法
行
為
法
に

よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
逸
失
賃
金
の
性
質
・
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

将
来
は
そ
の
内
容
が
変
り
、
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
し
か
填
補
で
き
な
い
逸

失
賃
金
が
出
て
来
る
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、

不
法
行
為
法
が
人
身
損
害
補
償
制
度
全
体
の
中
で
果
す
役
割
は
、
現
在
よ
り

更
に
大
き
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
場
合
、
そ
の
平
均
賃
金
は
損
害
を
受
け
た
年
の
前
年
の

ア速における人身事故被害者の所得保障

会
計
年
度
の
収
入
を
一
二
分
し
て
算
出
す
る
ハ
ム
ハ
コ
一
年
決
定
一
三
条
四
項
ー

そ
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
収
入
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
共
同
経
営
か
ら
の
収
入
だ
け
で

あ
り
、
共
同
経
営
と
は
関
係
の
な
い
収
入
、
例
え
ば
個
人
副
業
経
営
か
ら
の

収
入
は
賠
償
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
(
同
五
項
〉
。
こ
の
よ
う
に
コ
ル
ホ
ー
ズ

員
の
場
合
は
、
考
慮
さ
れ
る
賃
金
の
種
類
は
年
金
法
の
場
合
と
同
じ
だ
が
、

算
定
の
基
準
と
な
る
時
期
は
年
金
法
と
異
な
り
、
損
害
発
生
時
に
ず
っ
と
近

(
叩
)

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
労
働
者
・
職
員
の
場
合
と

違
っ
て
、
現
行
法
に
お
い
て
す
で
に
年
金
法
と
不
法
行
為
法
の
カ
バ
ー
す
る

逸
失
賃
金
の
内
容
は
異
な
っ
て
お
り
、
不
法
行
為
法
の
原
状
回
復
機
能
が
よ

り
強
調
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
つ
い
て
も
、

損
害
発
生
時
に
お
い
て
そ
の
会
計
年
度
の
収
入
が
事
実
上
わ
か
っ
て
い
る
よ

う
な
場
合
に
は
そ
れ
を
賠
償
額
算
定
の
基
準
と
す
べ
き
で
あ
り
、
前
年
度
の

収
入
か
ら
不
法
行
為
法
に
よ
る
賠
償
の
基
準
と
な
る
平
均
賃
金
を
算
定
す
る

の
は
、
損
害
発
生
前
一
二
箇
月
間
の
収
入
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
な
い
場
合
に

(
U
)
 

限
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
な
る
べ
く
現
在
に
近
い

時
点
で
の
所
得
を
不
法
行
為
法
に
よ
る
賠
償
の
基
準
に
し
よ
う
と
す
る
考
え

で
あ
り
、
先
ほ
ど
労
働
者
・
職
員
に
つ
い
て
紹
介
し
た
学
説
の
動
き
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
・
職
員
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
を
問

わ
ず
、
年
金
法
と
は
異
な
る
基
準
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
損
害
を
不
法
行
為

法
は
填
補
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
ソ
連
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る。
さ
て
、
前
述
の
手
続
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
平
均
賃
金
額
が
常
に
そ
の
ま

ま
賠
償
額
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
残
さ
れ
た
労
働
能
力
に
応
じ
て

減
額
す
る
必
要
が
あ
る
。
年
金
法
で
は
、
労
働
能
力
喪
失
度
を
大
き
く
三
つ

に
分
け
、
こ
れ
に
応
じ
て
補
償
額
に
も
三
つ
の
区
分
し
か
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
不
法
行
為
法
で
は
、
労
働
能
力
喪
失
度
は
パ
ー
セ
ン
ト
で
表
現
さ
れ

(
規
則
七
条
一
項
、
六
三
年
決
定
八
条
四
項
)
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
れ
、
失

わ
れ
た
労
働
能
力
に
対
応
し
た
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
る
(
規
則
一
一
条
、
六

三
年
決
定
九
条
)
。
従
っ
て
、
第
三
級
に
至
ら
な
い
ほ
ど
の
軽
度
の
障
害
が
残
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っ
た
場
合
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
一
般
の
傷
病
に
よ
っ
て
第
三
級
障
害
者
と
な

っ
た
場
合
の
よ
う
に
社
会
保
障
制
度
か
ら
何
ら
逸
失
賃
金
の
補
償
が
な
さ
れ

な
い
場
合
で
も
、
不
法
行
為
法
に
基
づ
く
賠
償
は
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
に

は
、
被
害
者
は
不
法
行
為
法
に
よ
る
賠
償
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
こ
に
、
不
法
行
為
法
の
果
し
て
い
る
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
労
災
以
外
の
原
因
に
よ
っ
て
一
時
的
労
働
不
能
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
手
当
金
で
は
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
逸
失
賃
金
が
生
じ
る
。
こ
の
場
合

は
、
労
働
能
力
喪
失
度
と
は
無
関
係
に
不
法
行
為
法
に
よ
る
損
害
賠
償
が
行

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
被
害
者
は
労
働
能
力
を
全
て
失
っ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
、
事
故
以
前
二
箇
月
間
の
賃
金
か
ら
算
出
さ
れ
た
賠
償
額
が
被
害
者
に
支

払
わ
れ
る
ハ
六
三
年
決
定
一
一
一
条
)
。
こ
の
よ
う
に
、
平
均
賃
金
算
出
法
お
よ

び
労
働
能
力
喪
失
度
の
考
慮
と
い
う
点
で
、
一
時
的
労
働
不
能
の
場
合
と
長

期
的
・
恒
久
的
労
働
不
能
の
場
合
の
不
法
行
為
法
に
よ
る
賠
償
手
続
は
異
な

っ
て
い
る
。

第
三
番
目
の
手
続
と
し
て
、
被
害
者
に
残
さ
れ
た
労
働
能
力
に
応
じ
て
減

額
さ
れ
た
平
均
賃
金
か
ら
、
事
故
後
に
被
害
者
が
実
際
に
受
領
し
た
手
当

金
・
年
金
が
控
除
さ
れ
る
(
基
礎
九
一
条
、
九
二
条
、
民
法
四
六

O
条
、
四

六
一
条
)
。
訴
訟
が
す
で
に
提
起
さ
れ
て
い
る
時
点
で
手
当
金
や
年
金
の
査
定

に
関
す
る
問
題
が
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
場
合
は
、
訴
訟
手
続
を
停
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
(
六
三
年
決
定
二
八
条
、
規
則
二

O
条
〉
。
逸
失
賃
金
の
算

定
に
つ
き
年
金
を
算
入
す
る
手
続
の
詳
細
は
、
六
一
年
規
則
の
一
六
条
お
よ

び
六
三
年
決
定
の
二
一
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
然
な

が
ら
、
事
故
後
に
査
定
さ
れ
支
払
わ
れ
た
年
金
は
全
額
が
賠
償
金
に
算
入
さ

れ
る
が
一
、
事
故
前
に
査
定
さ
れ
支
払
わ
れ
て
い
た
年
金
は
算
入
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
傷
病
前
に
す
で
に
障
害
年
金
を
得
て
い
た
場
合
、
当
該
傷
病
に
関
連

し
て
増
額
さ
れ
た
年
金
額
は
賠
償
額
に
算
入
さ
れ
る
が
、
当
該
傷
病
に
関
係

の
な
い
増
額
分
は
算
入
さ
れ
な
い
。

最
後
に
、
人
身
損
害
を
被
っ
て
も
、
被
害
者
が
労
働
能
力
を
完
全
に
失
つ

て
い
な
い
場
合
に
は
、
残
さ
れ
た
労
働
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
し
て
被
害
者

は
何
ら
か
の
賃
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
被
害
者
の
事
故
後
の

賃
金
と
賠
償
金
と
年
金
を
合
わ
せ
る
と
損
害
発
生
前
の
賃
金
を
超
え
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
被
害
者
が
残
っ
て
い
た
労
働
能
力
に
対
応
す
る
仕

事
以
上
の
仕
事
を
し
、
本
来
受
け
る
べ
き
賃
金
以
上
の
賃
金
を
得
て
い
る
場

合
に
右
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
う
る
。
し
か
し
、
現
行
の
ソ
連
不
法
行
為
法

の
下
で
は
右
の
よ
う
な
事
態
は
生
じ
な
い
。
賠
償
額
と
年
金
と
事
故
後
の
賃

金
の
合
計
額
が
損
害
発
生
以
前
の
被
害
者
の
賃
金
を
超
え
な
い
範
囲
で
の
み

不
法
行
為
法
上
の
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
規
則
二
九
条
、
六

三
年
決
定
二
二
条
)
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現
行
実
務
は
多
く
の
学
者
に
よ
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っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ミ
ノ
l
パ
は
、
受
傷
後
に
被
害
者
が

得
て
い
る
賃
金
を
右
の
よ
う
に
一
般
的
に
賠
償
額
に
算
入
す
る
と
い
う
方
法

は
受
傷
後
の
被
害
者
の
努
力
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
身
損
害
を
被
っ

た
者
が
社
会
的
に
有
益
な
仕
事
へ
参
加
す
る
た
め
の
刺
激
を
失
わ
せ
る
も
の

ハロ〉

で
あ
る
と
い
う
言
い
方
で
反
対
論
を
要
約
し
て
い
る
。
い
く
ら
今
ま
で
よ
り

一
生
懸
命
働
い
て
も
、
は
い
っ
て
来
る
所
得
に
初
め
か
ら
枠
が
は
め
ら
れ
、

あ
る
限
度
以
上
の
賃
金
は
も
ら
え
な
い
と
い
う
状
況
下
で
は
、
働
こ
う
と
い

う
気
持
ち
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
六
五
年
の
経
済
改
革

以
来
、
物
質
的
刺
激
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が
重
視
さ
れ
て
い
る
ソ
連
の
状

況
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
賃
金
算
入
規
則
に
何
ら
か
の
変
更
が
加
え
ら

ソ連における人身事故被害者の所得保障

れ
る
可
能
性
は
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
う
。
学
説
で
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て

(
刊
日
)

は
盛
ん
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
深
く
立

ち
入
る
こ
と
は
ぜ
ず
、
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
の
は
、
被
害
者
が
生
存
し
て
い
る
場
合
に
不
法
行

為
法
に
よ
っ
て
賠
償
さ
れ
る
逸
失
賃
金
の
範
囲
で
あ
る
。
被
害
者
が
死
亡
し

た
場
合
に
そ
の
遺
族
が
請
求
で
き
る
賠
償
の
範
囲
も
基
本
的
に
は
こ
れ
と
同

じ
だ
が
、
い
く
つ
か
特
別
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま

ず
、
賠
償
請
求
権
を
持
つ
の
は
、
死
亡
し
た
本
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
家
族

員
で
労
働
能
力
の
な
い
者
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
に
扶
養
さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
が
扶
養
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
者
で
労
働
能
力
の
な
い
者
も
請

求
権
者
に
含
ま
れ
る
(
民
法
四
六

O
条
一

480
こ
の
点
で
、
遺
族
年
金
の
受

(μ) 

給
権
者
の
範
囲
と
は
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
右
に
挙
げ
た
者
の
ほ
か
に

死
亡
後
生
ま
れ
た
本
人
の
子
、
お
よ
び
、
年
齢
や
労
働
能
力
に
関
係
な
く
、

本
人
の
八
歳
未
満
の
子
、
孫
、
弟
、
妹
の
世
話
を
す
る
本
人
の
配
偶
者
ま
た

は
両
親
の
一
方
が
請
求
権
者
に
含
ま
れ
る
(
同
条
一
項
、
二
項
〉
。
こ
れ
ら
の

遺
族
が
不
法
行
為
法
に
よ
る
損
害
賠
償
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

付

未
成
年
者
は
二
ハ
歳
(
学
生
な
ら
一
八
歳
〉
に
達
す
る
ま
で
。

五
五
歳
以
上
の
女
性
、
六

O
歳
以
上
の
男
性
は
終
身
。

。同

身
体
障
害
者
は
身
体
障
害
の
期
間
中
。

本
人
の
八
歳
未
満
の
子
、
孫
、
弟
、
妹
の
世
話
を
す
る
本
人
の
配
偶
者

伺
ま
た
は
両
親
の
一
方
は
、
世
話
を
さ
れ
る
者
が
八
歳
に
達
す
る
ま
で
。

こ
の
よ
う
に
、
支
給
期
間
に
つ
い
て
は
遺
族
年
金
の
場
合
と
変
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
遺
族
に
対
す
る
民
事
賠
償
の
額
の
算
定
方
法
は
年
金
の
場

合
と
か
な
り
異
な
る
。
年
金
で
は
遺
族
の
数
に
応
じ
て
補
償
額
に
は
三
つ
の

区
分
し
か
な
か
っ
た
が
、
不
法
行
為
法
で
は
、
本
人
の
賃
金
の
う
ち
実
際
に

遺
族
の
扶
養
に
用
い
ら
れ
て
い
た
部
分
ま
た
は
扶
養
に
用
い
ら
れ
る
権
利
の

あ
っ
た
部
分
が
賠
償
さ
れ
る
(
民
法
四
六

O
条
二
項
)
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
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本
人
の
平
均
賃
金
か
ら
、
本
人
自
身
お
よ
び
本
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
労
働

能
力
者
(
扶
養
者
死
亡
に
よ
る
賠
償
請
求
権
を
持
た
な
い
)
の
た
め
に
用
い

ら
れ
て
い
た
部
分
を
控
除
し
、
そ
の
残
額
を
賠
償
誇
求
権
の
あ
る
遺
族
数
で

割
っ
て
賠
償
額
が
算
出
さ
れ
る
(
規
則
一
九
条
、
六
三
年
決
定
九
条
)
。
こ
こ

で
も
、
障
害
の
場
合
と
同
様
、
生
活
手
段
を
失
っ
た
者
の
損
害
が
不
法
行
為

法
で
は
年
金
の
と
き
よ
り
も
き
め
細
か
く
具
体
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
な

ぉ
、
現
行
法
で
は
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
も
扶
養
者
の
収
入
の
う
ち
、
賃
金

し
か
賠
償
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
賃
金
と
並
ん
で
本
人
の
年
金
が

遺
族
の
扶
養
に
使
わ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
年
金
分
も
賠
償
の
対
象
と

(
日
)

し
な
け
れ
ば
完
全
賠
償
の
原
則
に
反
す
る
と
主
張
す
る
学
説
も
あ
る
。
こ
こ

に
も
、
不
法
行
為
法
に
よ
る
補
償
範
囲
の
拡
大
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
以
上
の
手
続
に
よ
っ
て
、
被
害
者
ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
社
会
保
障

給
付
で
填
補
さ
れ
な
い
逸
失
賃
金
が
不
法
行
為
法
か
ら
の
給
付
に
よ
っ
て
賠

償
さ
れ
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
は
被
害
者
が
事
故
に
よ
っ

て
そ
れ
ま
で
得
て
い
た
賃
金
を
一
部
も
し
く
は
全
部
失
っ
た
場
合
に
適
用
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
年
少
者
や
専
業
主
婦
な
ど
の
よ
う
に
事
故
発
生
時
に
お

い
て
賠
償
さ
れ
る
べ
き
逸
失
賃
金
を
有
し
て
い
な
い
被
害
者
に
対
し
て
は
以

上
の
手
続
と
は
若
干
異
な
る
方
法
で
民
事
賠
償
が
な
さ
れ
る
。

被
害
者
が
一
五
歳
未
満
の
場
合
に
は
原
則
と
し
て
所
得
補
償
は
な
さ
れ
な

L 、
ヵ:

一
五
歳
に
達
し
た
以
降
の
期
間
に
対
し
て
は
当
該
地
方
の
未
熟
練
労

働
者
の
平
均
賃
金
を
基
準
と
し
た
賠
償
が
な
さ
れ
る
(
民
法
四
六
五
条
一

項
、
二
項
)
。
但
し
、

一
五
歳
未
満
で
も
賃
金
を
得
て
い
れ
ば
、
一
般
原
則
に

従
っ
て
所
得
補
償
が
な
さ
れ
る
(
同
三
項
)
。
ま
た
、
損
害
発
生
前
二
年
間
に

収
入
の
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
当
該
地
方
の
最
低
賃
金
に
基
づ
い
て
損

害
賠
償
が
な
さ
れ
る
(
六
三
年
決
定
一
一
条
三
項
)
。
被
害
者
が
主
婦
の
場
合

(
日
山
)

に
は
、
家
政
婦
の
賃
金
を
基
準
に
賠
償
額
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

年
金
を
受
け
て
い
な
い
被
害
者
に
対
し
て
は
、
決
し
て
十
分
な
額
で
は
な
い

と
は
言
え
、
不
法
行
為
法
に
よ
る
所
得
保
障
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
被
害

者
に
与
え
ら
れ
る
補
償
全
体
の
中
で
は
不
法
行
為
法
に
よ
る
補
償
の
範
囲
が

圧
倒
的
に
広
く
、
社
会
保
障
制
度
の
機
能
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
行
制
度
の
下
に
お
い
て
も
す
で
に
、
傷
害
の
場
合
も
死

亡
の
場
合
も
、
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
損
害
の
範
囲
は
年
金

や
手
当
金
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
と
同
じ
く
ら
い
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
広

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不
法
行
為
法
は
被
害
者
の
必
要
に
よ
り
即
応
し
た

補
償
機
能
を
果
し
て
い
る
。
更
に
学
説
に
お
い
て
は
、
不
法
行
為
法
に
よ
る

補
償
の
範
囲
を
ま
す
ま
す
大
き
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
次
節
以
下
で
よ
り
具
体
的
に
論
じ
て
み
よ
う
。
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ソ連における人身事故被害者の所得保障

ハ
1
)
受
傷
前
二
年
間
の
う
ち
‘
完
全
に
働
い
た
月
が
合
計
-
二
箇
月
未
満

の
と
き
、
お
よ
び
被
害
者
が
働
い
て
い
た
期
間
が
一
年
未
満
の
と
き
は

完
全
に
働
い
た
月
の
全
て
の
期
間
に
得
た
賃
金
を
そ
の
月
数
で
割
っ
て

平
均
月
収
を
出
す
。
働
い
て
い
た
期
聞
が
一
箇
月
未
満
の
場
合
は
、
働

い
た
全
期
間
に
得
た
賃
金
を
働
い
た
日
数
で
割
り
、
年
平
均
の
月
当
り

労
働
日
数
を
こ
れ
に
掛
け
て
月
収
を
出
す
(
規
則
一
二
条
三
項
、
四

項〉。
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9

)

但
し
、
現
行
法
を
擁
護
す
る
有
力
な
見
解
も
あ
る
。
例
え
ば
、

s
o
e
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叶
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国
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回
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・
円
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E
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第
二
節

労
災
の
場
合
の
民
事
賠
償

ソ
連
労
災
賠
償
法
の
第
一
の
、
そ
し
て
資
本
主
義
国
と
比
べ
て
最
も
際
立

っ
た
特
徴
は
、
こ
れ
が
企
業
等
の
無
過
失
責
任
を
認
め
な
い
と
い
う
点
に
あ

北法32(4・129)915

る
。
ソ
連
の
民
法
に
は
包
括
的
一
般
的
な
無
過
失
責
任
の
規
定
(
民
事
立
法

の
基
礎
九

O
条
、
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
典
四
五
四
条
)
が
あ
る
ハ
後
述
一
四
六

頁
参
照
)
の
だ
が
、
労
災
の
加
害
者
が
被
害
者
の
付
さ
れ
る
社
会
保
険
の
保
険
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料
払
込
義
務
者
で
あ
る
場
合
は
明
文
で
無
過
失
責
任
の
適
用
が
排
除
さ
れ
、

加
害
企
業
は
損
害
発
生
に
つ
き
過
失
が
あ
る
場
合
に
の
み
賠
償
責
任
を
負
う

〈
基
礎
九
一
条
一
項
、
民
法
四
六

O
条
一
項
、
規
則
一
条
二
項
、
六
コ
一
年
決

定
六
条
二
項
)
。
ソ
連
で
は
、
危
険
な
機
械
設
備
の
使
用
に
際
し
て
労
働
者
が

業
務
上
の
負
傷
を
受
け
た
場
合
で
も
、
有
害
な
労
働
条
件
の
下
で
職
業
病
に

か
か
っ
た
場
合
で
も
企
業
に
過
失
が
な
け
れ
ば
被
災
労
働
者
は
企
業
に
対
し

て
何
の
賠
償
も
請
求
で
き
な
い
。
こ
の
点
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
い
て
、
企
業

の
民
事
責
任
発
生
の
た
め
の
具
体
的
要
件
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
い
こ
う
。

企
業
の
賠
償
責
任
の
発
生
要
件

労
災
で
企
業
の
民
事
責
任
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
不
法
行
為
責
任
成
立
の

た
め
の
一
般
要
件
が
満
た
さ
れ
た
上
で
、

い
く
つ
か
の
特
別
要
件
も
満
た
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
労
災
の
場
合
の
賠
償
責
任
の
特
別
要
件
を
定
め
る
民
事

立
法
の
基
礎
の
条
文
の
文
言
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
九
一
条
加
害
者
が
被
害
者
に
つ
い
て
保
険
料
支
払
義
務
を
負
う
場
合

に
、
被
害
者
た
る
市
民
の
健
康
侵
害
お
よ
び
死
亡
に
対
し
て
加

害
者
が
負
う
責
任

被
害
者
の
た
め
に
国
家
社
会
保
険
の
保
険
料
を
支
払
う
義
務
を
負
う
団

体
ぎ
た
は
市
民
の
故
意
過
失
に
よ
り
、
被
害
者
が
そ
の
職
務
遂
行
に
関
連

し
て
負
傷
し
、
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
健
康
侵
害
を
被
っ
た
場
合
、
そ
の
団

体
主
た
は
市
民
は
、
被
害
者
が
受
け
た
手
当
金
、
ま
た
は
健
康
侵
害
の
後

に
被
害
者
に
査
定
さ
れ
被
害
者
が
実
際
に
受
け
た
年
金
の
額
を
超
え
る
部

分
の
損
害
を
被
害
者
に
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
則
の
例
外

は
ソ
連
邦
の
立
法
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

労
災
に
よ
る
企
業
の
民
事
責
任
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
加
害
企

業
と
被
害
者
の
聞
に
労
働
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者
の
聞
で
労
働

契
約
が
結
ぼ
れ
て
い
れ
ば
労
働
関
係
の
存
在
は
確
認
さ
れ
る
。
だ
が
、
労
働

契
約
が
結
ぼ
れ
て
い
な
く
て
も
事
実
上
仕
事
に
つ
い
て
い
れ
ば
、
採
用
手
続

の
適
合
性
に
か
か
わ
ら
ず
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る

(
ロ
一
γ

ア
共
和
国
労
働
法
一
八
条
三
項
)
か
ら
、
こ
う
い
う
被
害
者
と
の
関

係
で
も
労
働
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

次

rr
、
事
故
が
職
務
の
遂
行
に
関
連
し
て
発
生
し
た
こ
と
(
業
務
遂
行

性
)
が
必
要
で
あ
る
。
規
則
一
条
に
よ
れ
ば
、
付

損
害
が
企
業
・
施
設

団
体
の
事
業
場
内
で
発
生
し
た
場
合
、
。

損
害
が
企
業
等
の
事
業
場
外
で

の
職
務
遂
行
中
に
発
生
し
た
場
合
、
同

損
害
が
企
業
等
の
有
す
る
輸
送
機

関
で
の
通
勤
途
上
で
発
生
し
た
場
合
の
三
つ
の
場
合
に
業
務
遂
行
性
を
推
定

し
て
企
業
の
責
任
を
認
め
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
推
定
は
反
証
に
よ
っ
て
覆
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さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
例
え
ば
、
事
業
場
内
で
発
生
し
た
損
害
で
も
、
保
険
料

払
込
義
務
者
以
外
の
機
関
が
加
害
者
と
な
っ
た
と
き
や
、
個
人
的
な
動
機
で

無
頼
行
為
に
よ
り
他
の
従
業
員
か
ら
損
害
を
加
え
ら
れ
た
と
き
(
仕
事
中
の

ケ
ン
カ
な
ど
)
に
は
、
そ
の
損
害
は
職
務
の
遂
行
と
は
無
関
係
な
損
害
と
さ

れ
、
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
企
業
は
責
任
を
負
わ
な
い
。
こ
れ
を
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
ソ
連
の
労
災
補
償
法
で
は
、
社
会
保
障
法
と
民
法
で
、
業
務

上
の
負
傷
と
さ
れ
る
も
の
の
内
容
が
異
な
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
不
法
行
為
法

と
の
関
係
で
は
、
労
災
と
さ
れ
れ
ば
高
度
危
険
源
に
よ
る
損
害
で
も
加
害
者

の
責
任
を
問
う
た
め
に
は
そ
の
過
失
が
要
求
さ
れ
、
被
災
労
働
者
の
民
事
賠

償
請
求
権
は
一
般
の
場
合
よ
り
制
限
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
被
害
者
に
と
っ
て

ソ連における人身事故被害者の所得保障

は
、
加
害
企
業
の
占
有
す
る
高
度
危
険
源
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
が
民
法

の
レ
ベ
ル
で
は
労
災
と
見
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
が
最
も
法
の
保
護
が
厚
く

な
る
。
例
え
ば
、
徒
歩
で
通
勤
す
る
途
中
で
、
自
分
の
勤
め
て
い
る
都
市
交

通
局
の
パ
ス
に
ひ
か
れ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
死
亡
し
た
り
し
た
場
合
な
ど
が
そ

う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
通
勤
途
上
の
事
故
だ
か
ら
社
会
保
険
法
の
立
場

か
ら
は
労
災
と
認
め
ら
れ
る
が
、
民
法
の
立
場
か
ら
は
基
礎
九
一
条
の
適
用

さ
れ
る
事
故
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
被
害
者
ま
た
は
そ
の
遺

族
は
社
会
保
険
か
ら
優
遇
さ
れ
た
条
件
で
手
当
金
や
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
し
か
も
被
害
者
の
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
加
害
企
業
か
ら
基
礎
九

O
条
の
高
度
危
険
源
責
任
に
従
っ
て
、
加
害
企
業
の
過
失
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
社
会
保
険
で
填
補
さ
れ
な
い
損
害
の
完
全
な
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
労
災
被
害
者
の
保
護
の
た
め
に
こ
う
い
っ
た
状
況
を
作
り
出
そ
う

と
し
て
、
学
者
た
ち
は
基
礎
九
一
条
の
文
言
を
狭
く
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
(
後
述
)
。

職
業
病
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
の
場
合
と
要
件
が
向
日
で
被
害
者
の
か

か
っ
た
疾
病
が
職
業
病
表
に
載
っ
て
お
り
、
か
っ
、
そ
の
疾
病
と
被
害
者
の

行
っ
て
い
た
作
業
の
有
害
性
と
の
聞
に
因
果
関
係
が
あ
れ
ば
そ
れ
が
職
業
病

(

4

)

 

と
認
定
さ
れ
、
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
加
害
企
業
が
賠
償
責
任
を
負
う
。

し
か
し
、
以
上
の
二
つ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
損
害
が

加
害
企
業
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
な
い
限
り
企
業
が
責
任
を
負
わ

な
い
こ
と
は
先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
企
業
の
過
失
と
言
っ
て
も
、
企

業
は
法
人
で
あ
り
、
法
人
そ
れ
自
身
が
過
失
を
犯
す
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。
具
体
的
に
過
失
を
犯
す
の
は
そ
の
従
業
員
で
あ
る
。
過
失
の
内
容
は

法
律
で
明
確
に
定
義
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
規
則
の
五
条
に
よ
れ
ば
、
こ
こ

で
言
う
過
失
と
は
企
業
等
の
管
理
部
が
安
全
な
労
働
条
件
を
保
障
し
な
い
こ

と
に
あ
る
。
こ
の
過
失
の
認
定
に
当
つ
て
は
、
個
々
の
ケ
l
ス
の
具
体
的
事

情
や
現
存
す
る
証
拠
が
考
慮
さ
れ
る
(
規
則
二
条
)
。
よ
り
具
体
的
に
言
え

ば
、
管
理
部
が
従
業
員
に
対
し
必
要
な
訓
令
を
与
え
る
、
仕
事
の
実
行
を
十
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分
に
監
督
す
る
、
酔
っ
払
っ
た
従
業
員
に
は
仕
事
を
さ
せ
な
い
、
従
業
員
に

必
要
な
作
業
服
や
防
護
メ
ガ
ネ
を
与
え
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
定
め
る
安
全

(
5〉

技
術
規
則
に
違
反
し
た
場
合
に
企
業
の
過
失
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

う
い
っ
た
法
令
違
反
の
場
合
に
過
失
あ
り
と
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
逆

円
安
全
技
術
規
則
を
遵
守
し
て
さ
え
い
れ
ば
安
全
な
労
働
条
件
を
保
障
し

て
い
る
と
み
な
し
、
事
故
が
起
き
て
も
企
業
に
過
失
は
な
い
と
考
え
る
な
ら

ば
、
余
り
に
も
過
失
の
概
念
が
狭
く
な
り
企
業
が
免
責
さ
れ
る
場
合
が
多
く

な
り
す
ぎ
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
い
っ
た
考
え
を
反
映
し
て
で
あ
ろ
う
が
ソ
連

の
実
務
で
は
過
失
の
内
容
が
よ
り
広
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
企
業
が
す
で
に
定
め
ら
れ
て
い
る
労
働
安
全
規
則
に
違
反
し
た
場
合
だ

け
で
な
く
、
現
行
規
則
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
災
害
防
止
の
た
め
に
企

業
が
取
り
得
た
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
取
る
義
務
の
あ
っ
た
安
全
措
置
を
取
ら

〈

6
)

な
か
っ
た
場
合
に
も
企
業
に
対
し
損
害
賠
償
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
ソ

連
民
法
に
お
け
る
「
過
失
」
概
念
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く
検
討
す
る
余
裕

(
7
)
 

は
な
い
が
、
こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
企
業
の
過
失
は
管
理
部
に
よ
る
一
定
の
注

意
義
務
違
反
に
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
注
意
義
務
の
レ
ベ
ル
を
高
く

す
れ
ば
実
質
的
に
は
無
過
失
責
任
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
を
得
ら
れ
る
可
能
性

は
あ
る
。
実
際
、
労
災
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
訴
訟
以
前
の
段
階
で
審
理
す

る
管
理
部
お
よ
び
労
働
組
合
委
員
会
の
実
務
で
は
、
企
業
等
の
過
失
は
無
過

失
責
任
の
場
合
と
の
区
別
が
な
い
ほ
ど
広
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
学
者

(

O
内

)

も
い
る
。
ま
た
、
企
業
は
管
理
部
の
過
失
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
負
う
わ
け

で
は
な
い
。
企
業
は
そ
の
従
業
員
が
職
務
遂
行
中
に
過
失
に
よ
り
生
ぜ
し
め

た
損
害
に
対
し
て
責
任
を
負
う
(
基
礎
八
八
条
三
項
、
民
法
四
四
五
条
)
。
こ

の
従
業
員
に
は
管
理
部
の
メ
ン
バ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
従

業
員
が
職
務
遂
行
中
に
過
失
に
よ
っ
て
向
僚
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
も
そ

(
9
)
 

の
企
業
は
責
任
を
負
う
。
こ
の
場
合
の
加
害
従
業
員
の
過
失
も
注
意
義
務
違

反
と
し
て
と
ら
え
、
管
理
部
の
と
き
と
同
様
実
質
的
に
無
過
失
責
任
化
し
う

る
余
地
は
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
企
業
の
過
失
が
必
要
だ
と
言
っ
て
も
ソ
連

の
民
法
で
は
過
失
の
立
証
責
任
が
そ
も
そ
も
転
換
さ
れ
て
お
り
、
加
害
者
の

側
で
自
己
の
無
過
失
を
証
明
し
な
い
限
り
加
害
者
は
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
(
基
礎
八
八
条
二
項
、
民
法
四
四
四
条
二
項
〉
。
こ
の
過
失
推

定
は
加
害
者
が
被
害
者
の
保
険
料
払
込
義
務
者
の
場
合
に
も
及
び
、
従
っ
て

訴
訟
で
は
被
災
従
業
員
は
加
害
の
事
実
だ
け
を
証
明
す
れ
ば
よ
く
、
企
業
の

ハ辺

過
失
を
証
明
す
る
必
要
は
な
L

こ
の
よ
う
に
立
証
責
任
を
加
害
企
業
に
負

わ
せ
る
こ
と
は
、
通
常
の
意
味
で
の
過
失
責
任
を
大
き
く
無
過
失
責
任
に
近

づ
け
る
結
果
に
つ
な
が
る
。
こ
う
い
っ
た
中
問
責
任
の
形
を
取
る
過
失
責
任

で
し
か
も
注
意
義
務
の
レ
ベ
ル
を
か
な
り
高
く
設
定
す
れ
ば
、
そ
れ
が
無
過

失
責
任
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
く
な
る
と
い
う
の
も
十
分
理
解
で
き
る
。
そ
の
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意
味
で
、
ソ
連
の
実
務
で
は
確
か
に
両
者
の
区
別
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
無
過
失
責
任
を
規
定
し
て
い
る
基
礎
の
九

O
条
を
適
用
す
れ
ば

加
害
企
業
に
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
そ
の
適
用
が
労

災
で
は
排
除
さ
れ
て
い
る
た
め
被
害
者
を
救
済
で
き
な
い
と
い
う
場
合
、
つ

ま
り
無
過
失
責
任
が
適
用
さ
れ
た
場
合
と
同
じ
結
果
を
得
ら
れ
な
い
場
合
が

現
在
の
ソ
連
法
の
下
で
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
、
被
害
者
の
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
企
業
に
対
し
無
過
失
責
任
を
適
用

し
な
い
と
す
る
基
礎
九
一
条
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
ソ
連
の
学
者
が
激
し
い
議

論
を
交
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ソ連における人身事故被害者の所得保障

こ
の
、
過
失
と
い
う
要
件
の
た
め
に
、
労
災
の
被
害
者
は
そ
れ
以
外
の
場

合
の
被
害
者
よ
り
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
社
会
保
障
制
度
に
よ
る

給
付
で
は
労
災
の
場
合
の
方
が
そ
れ
以
外
の
場
合
よ
り
被
害
者
が
有
利
な
立

場
に
置
か
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
た
と
え
高
度
危
険
源
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
害
で
あ
っ
て
も
加
害
者
た
る
保
険
料
払
込
義
務
者
に
過
失
が
な

け
れ
ば
被
害
者
は
民
法
に
よ
る
賠
償
を
得
ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
、
他
の
者

が
こ
の
被
害
者
と
同
じ
事
故
に
会
っ
て
も
、
加
害
者
が
被
害
者
の
保
険
料
払

込
義
務
者
で
は
な
い
場
合
、
ま
た
は
業
務
遂
行
中
で
は
な
い
場
合
は
、
そ
の

被
害
者
は
完
全
な
賠
償
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
旅
行
会
社

所
有
の
パ
ス
で
観
光
旅
行
中
に
、
会
社
管
理
部
、
運
転
手
の
い
ず
れ
の
過
失

に
も
よ
ら
ず
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
会
社
は
パ
ス
の
占
有
者
と
し
て

乗
客
に
対
し
て
無
過
失
責
任
を
負
い
、
乗
客
は
社
会
保
障
で
填
補
さ
れ
な
か

っ
た
損
害
を
全
て
観
光
旅
行
会
社
に
賠
償
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
場
合
、
会
社
に
は
過
失
が
な
い
の
で
、
会
社
が
保
険
料
払
込
義
務

を
負
う
添
乗
員
や
観
光
ガ
イ
ド
に
対
し
て
は
会
社
は
何
の
賠
償
義
務
も
負
わ

(
日
)

ず
、
彼
ら
は
社
会
保
険
給
付
し
か
得
ら
れ
な
い
。
労
働
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

る
と
き
に
人
身
損
害
を
受
け
た
被
害
者
の
方
が
、
労
働
と
無
関
係
に
同
じ
損

害
を
受
け
た
被
害
者
よ
り
不
利
な
救
済
し
か
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
は

資
本
主
義
国
日
本
に
お
い
て
さ
え
存
在
し
な
い
。
い
わ
ん
や
社
会
主
義
国
ソ

速
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
不
思
議
で
あ

り
、
こ
れ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
態
の
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ

う
な
考
え
方
を
背
景
に
し
て
で
あ
ろ
う
が
、
労
災
被
害
者
の
方
が
よ
り
不
利

な
状
態
を
何
と
か
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
ソ
連
の
市
民

や
学
者
は
多
く
お
り
、
具
体
的
に
は
そ
れ
が
基
礎
九
一
条
を
め
ぐ
る
大
き
な

議
論
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
企
業
の
無
過
失
責
任
を
排

除
す
る
こ
の
規
定
に
対
し
て
ソ
連
の
学
者
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い

て
、
ど
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
こ
う
。
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以
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、
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、
団
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。
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日
〉
但
し
、
第
三
者
の
過
失
に
よ
っ
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
こ
の

第
三
者
に
対
し
て
賠
償
を
請
求
で
き
る
。
し
か
し
、
第
三
者
に
賠
償
資

力
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

北法32(4・134)920

基
礎
九
一
条
を
め
ぐ
る
議
論

付

社
会
保
険
と
の
関
連

基
礎
九
一
条
の
正
当
化
理
由
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
一
つ
は
社

会
保
険
と
関
連
さ
せ
た
根
拠
付
け
で
あ
る
。
そ
れ
も
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら

れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
労
災
の
被
害
者
は
そ
れ
以
外
の
原
因
に
よ
る
人
身
事
故

の
被
害
者
に
比
べ
て
手
当
金
や
年
金
の
保
障
が
厚
い
と
い
う
理
由
で
あ
り
、

も
う
ひ
と
つ
は
、
企
業
が
そ
の
過
失
に
関
わ
り
な
く
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
れ
ば
何
の
た
め
に
企
業
が
社
会
保
険
の
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
の
か
分

(
2〕

か
ら
な
く
な
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
前
章
で
見
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
労
災
と
そ
れ
以
外
の
場
合
で
社
会
保
障
に
よ
る
給
付
は
そ
れ
ほ
ど



違
わ
な
い
。
と
り
わ
け
、
逸
失
賃
金
の
全
額
を
補
償
す
る
と
い
う
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
ほ
ぼ
必
ず
民
事
賠
償
に
よ
っ
て
補
う
必
要
が
あ
る
年
金
保
障

に
関
し
て
は
両
方
の
場
合
の
給
付
の
差
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
年
金
制
度
と
し

て
見
た
場
合
は
ま
さ
に
こ
の
給
付
水
準
の
平
等
性
と
い
う
点
が
ソ
連
年
金
法

の
す
ぐ
れ
た
所
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
労
災
以
外
の
人
身
損

害
の
場
合
は
年
金
支
給
の
要
件
と
し
て
一
定
の
労
働
期
間
が
必
要
と
さ
れ
る

が
、
こ
れ
と
て
両
者
の
保
障
に
決
定
的
な
差
異
を
生
む
ほ
ど
の
も
の
で
は
な

い
。
も
し
、
職
務
遂
行
中
に
高
度
危
険
源
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
者
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
額
が
、
労
働
時
間
外
に
同
じ
原
因
で
損
害
を
受
け
た

場
合
の
補
償
額
(
年
金
プ
ラ
ス
民
事
賠
償
)
よ
り
大
き
け
れ
ば
こ
の
根
拠
は

ツ連における人身事故被害者の所得保障

説
得
力
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
年
金
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
特

恵
条
件
は
な
く
、
現
実
に
は
企
業
に
過
失
が
な
け
れ
ば
労
災
被
害
者
は
年
金

し
か
受
け
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
被
害
者
は
高
度
危
険
源
に
よ

る
損
害
に
つ
い
て
は
企
業
の
過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
年
金
と
合
わ
せ
て

完
全
な
賠
償
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
被
害
者
が
障
害
等
級
に
認
定

さ
れ
な
い
軽
度
の
障
害
を
受
け
た
と
き
で
も
、
労
災
以
外
の
場
合
な
ら
危
険

源
占
有
者
か
ら
損
害
賠
償
と
い
う
形
で
補
償
を
受
け
ら
れ
る
の
に
、
労
災
の

場
合
に
は
企
業
に
過
失
が
な
け
れ
ば
加
害
企
業
か
ら
は
何
の
補
償
も
受
け
ら

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
年
金
保
障
の
畳
一
定
を
無
過
失
責
任
不
適
用

の
理
由
と
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
社
会
保
障
給
付
の
差
異
が
基
礎
九
一
条
の
正
当
化
の
根
拠
に
な

ら
な
い
こ
と
を
示
す
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
点
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
し

て
は
基
礎
九
一
条
の
よ
う
な
責
任
制
限
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
基
礎

九
一
条
の
文
言
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
れ
は
国
家
社
会
保
険
の
保
険
料
払

込
義
務
者
の
責
任
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
適
用
さ
れ
る

社
会
保
険
は
国
家
社
会
保
険
で
は
な
い
か
ら
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
労
災
で
人

身
損
害
を
受
け
た
場
合
は
基
礎
九
一
条
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
コ
ル

ホ
I
ズ
員
に
対
し
て
高
度
危
険
源
に
よ
る
無
過
失
責
任
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

は
六
三
年
決
定
二
二
条
一
項
に
明
文
の
定
め
が
あ
る
。
従
っ
て
、
コ
ル
ホ

l

ズ
員
が
職
務
遂
行
中
に
高
度
危
険
源
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
そ

の
占
有
者
た
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
社
会
保
障
制
度

で
填
補
さ
れ
な
か
っ
た
損
害
を
全
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
賠
償
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
が
、
労
働
者
・
職
員
の
賠
償
制
度
と
決
定
的
に
違
う
点
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
労
災
の
場
合
、
労
働
者
・
職
員
と

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
で
社
会
保
障
に
よ
る
填
補
の
範
囲
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

る
。
従
っ
て
、
社
会
保
障
給
付
が
労
災
の
場
合
に
高
い
こ
と
を
理
由
と
し
て

保
険
料
払
込
義
務
者
の
責
任
制
限
を
認
め
る
な
ら
、
そ
れ
は
労
働
者
・
職
員

に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
に
適
用
さ
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研究ノート

れ
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
民
事
立
法
の
基
礎
の
制
定
前
に
そ
う
い

(
3
)
 

う
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
コ
ル
ホ
ー
ズ

員
の
権
利
を
以
前
よ
り
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
個
人
の
権
利
保
護

を
弱
め
る
変
化
は
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
考
え
る
立
法
当
局
に

よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
ド
社
会
保
障
に
よ
る
給
付
が
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

一
方
の
場
合
に
は
無
過
失
責
任
を
課
し
、
も
う
一
方
の
場
合
に
は
こ

れ
を
排
除
す
る
と
い
う
現
行
法
の
下
で
は
、
社
会
保
障
給
付
の
差
を
理
由
と

す
る
保
険
料
払
込
義
務
者
の
責
任
制
限
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

社
会
保
険
に
関
連
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
根
拠
は
、
企
業
は
保
険
料
を
払
つ

て
い
る
の
だ
か
ら
過
失
が
な
い
場
合
に
免
責
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ

れ
を
認
め
な
け
れ
ば
社
会
保
険
制
度
の
存
在
理
由
が
な
く
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
マ
レ
イ
ン
に
よ
れ
ば
「
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
企
業

は
法
律
に
従
っ
て
社
会
保
険
フ
ォ
ン
ド
に
保
険
料
を
払
込
み
、
ま
さ
に
そ
れ

に
よ
っ
て
、
偶
然
に
よ
る
損
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
社
会
保
険
機
関
に
移
転

円

5
〉

す
る
」
と
さ
れ
、
こ
こ
で
は
社
会
保
険
は
明
ら
か
に
一
種
の
責
任
保
険
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
社
会
保
険
を
民
事
責
任
保
険
の
一
種
と
解
釈

す
る
こ
と
は
、
ソ
連
に
お
い
て
も
、
社
会
保
険
の
経
済
的
・
法
律
的
本
質
に
反

し
て
い
る
~
保
険
料
払
込
義
務
者
が
民
事
上
の
責
任
を
負
わ
な
い
人
身
事
故

に
つ
い
て
も
社
会
保
険
に
よ
る
給
付
は
な
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
責
任

保
険
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
企
業
が
保
険
料
を
払

う
の
は
、
従
業
員
に
損
害
を
与
え
た
と
き
に
自
己
を
免
責
す
る
た
め
で
は
な

ぃ
。
労
災
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
外
の
原
因
に
よ
っ
て
従
業
員
が
労
働
能
力
を

失
っ
た
と
き
に
も
従
業
員
に
財
産
的
な
保
障
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会

保
険
機
関
を
通
じ
て
資
金
を
蓄
積
す
る
た
め
保
険
料
を
払
い
込
ん
で
い
る
の

ハ
8〉

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
社
会
保
険
は
、
潜
在
的
被
害
者
が
損
害
を
分
散
さ
せ
る

た
め
に
フ
ォ
ン
ド
を
作
る
と
い
う
通
常
の
保
険
(
国
営
保
険
〉
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
る
。
社
会
保
険
に
お
い
て
は
、
保
険
料
と
保
険
フ
ォ
ン
ド
と
の
関

係
は
通
常
の
保
険
と
は
異
な
る
独
自
な
も
の
で
、
保
険
料
を
払
う
こ
と
に
よ

っ
て
企
業
が
危
険
を
保
険
機
関
に
移
転
す
る
と
い
う
よ
う
な
法
律
関
係
は
存

(
9
U
 

在
し
な
い
。
従
っ
て
、
責
任
保
険
と
も
社
会
保
険
は
無
関
係
で
あ
り
、
社
会

保
険
を
責
任
保
険
の
一
種
と
見
て
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
企
業
の
責
任
制

限
を
根
拠
付
け
る
こ
と
は
、
ソ
連
の
保
険
制
度
を
考
え
れ
ば
間
違
っ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
に
掲
げ
た
二
つ
の
点
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
社
会
保
険
と
の
関
連
で

基
礎
九
一
条
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
現
行
の
社
会
保
険
法
、
不
法
行
為
法

お
よ
び
保
険
法
の
下
で
は
論
理
的
な
根
拠
を
欠
い
て
お
り
、
実
際
に
も
こ
の

根
拠
は
ソ
連
の
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
基
礎

九
一
“
粂
を
支
持
す
る
学
者
た
ち
は
別
の
根
拠
を
持
ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な

北法32(4・136)922



る
の
で
あ
る
。

口

従
業
員
の
特
別
の
地
位
と
の
関
連

基
礎
九
一
条
の
支
持
者
が
挙
げ
る
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
根
拠
は
、
職
務

に
よ
っ
て
高
度
危
険
源
を
操
作
す
る
者
は

一
般
の
者
と
は
そ
の
危
険
源
に

関
し
て
全
く
異
な
る
立
場
に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
基
礎
九
一
条
の
支
持

者
で
あ
る
ク
ラ
サ
フ
チ
コ
フ
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
は
機
械
設
備
の
操
作
を
許

さ
れ
る
前
に
必
要
な
技
能
教
育
を
受
け
て
お
り
、
機
械
の
技
術
的
性
質
や
安

ソ連における人身事故被害者の所得保障

全
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
機
械
の

安
全
な
使
用
に
つ
い
て
十
分
熟
練
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
が
不
十
分

な
者
に
は
機
械
の
操
作
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働

災
害
を
予
防
す
る
た
め
に
定
期
的
な
機
械
の
予
防
修
理
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
安
全
設
備
や
防
護
服
な
ど
に
よ
っ
て
も
従
業
員
は
保
護
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
点
で
、
職
務
に
よ
り
高
度
危
険
源
を
操
作
す
る
者
は
、

(
日
)

一
般
人
と
は
異
な
っ
た
「
優
越
し
た
」
立
場
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
同
じ
く
基

礎
九
一
条
支
持
者
で
あ
る
ヤ
イ
チ
コ
フ
は
、
同
じ
よ
う
な
理
由
を
挙
げ
て

工
作
機
械
な
ど
は
職
務
で
こ
れ
を
操
作
す
る
従
業
員
に
と
っ
て
は
高
度
危
険

〈

ロ

)

源
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
く
ら
工
作
機
械
類
の
操
作
に
関
し
て
十
分
な
知
識
や
熟
練
し

た
技
能
を
持
っ
て
い
て
も
、
ま
た
、
機
械
を
可
能
な
限
り
整
備
点
検
し
て
い

て
も
、
そ
の
機
械
が
危
険
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
基
礎
九
一

条
反
対
説
の
言
う
よ
う
に
、
技
術
教
育
等
は
確
か
に
事
故
の
危
険
性
を
少
な

く
は
す
る
が
、
被
害
者
加
害
者
双
方
の
過
失
に
よ
ら
な
い
偶
然
の
事
故
の
発

(日〉

生
を
完
全
に
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
日
本
で
も
ソ
連
で
も
そ
の

他
の
国
で
も
同
じ
で
あ
る
。
基
礎
九
一
条
反
対
説
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
が
高

度
危
険
源
の
使
用
に
つ
い
て
十
分
な
安
全
技
術
や
熟
練
技
能
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
過
失
相
殺
に
関
連
し
て
被
害
者
の
過
失
を
問
題
と
す
る
時

に
は
意
味
が
あ
る
が
、
危
険
源
に
よ
っ
て
誰
の
過
失
も
な
し
に
発
生
し
た
損

害
に
対
す
る
加
害
企
業
の
責
任
が
問
題
と
な
る
時
に
は
意
味
を
持
た
ず
、
こ

〔
凶
)

れ
を
理
由
と
す
る
基
礎
九
一
条
の
正
当
化
は
説
得
力
を
持
た
な
い
。
第
一
、

自
己
に
課
さ
れ
た
高
い
要
求
を
良
心
的
に
実
行
し
て
い
た
従
業
員
が
、
単
に

特
別
な
知
識
や
熟
練
技
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
偶
然
の
損
害

に
対
す
る
賠
償
を
受
け
ら
れ
ず
、
そ
の
一
方
で
、
企
業
外
の
人
間
で
あ
れ
ば

被
害
者
に
過
失
が
あ
っ
て
も
全
額
の
賠
償
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
は
公

ハ日
υ

平
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
特
別
な
技
術
教
育
や
安
全
措
置
を

根
拠
に
基
礎
九
一
条
を
支
持
す
る
見
解
も
ソ
速
で
は
正
当
な
批
判
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。

そ
れ
に
、
こ
の
根
拠
で
も
や
は
り
な
ぜ
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
し
て
も
無
過
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失
責
任
が
排
除
さ
れ
な
い
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
し
て
も
安
全
技
術
規
則
は
適
用
さ
れ
、
そ
の
労
働
保
護

が
は
か
ら
れ
て
い
る
(
コ
ル
ホ
ー
ズ
模
範
定
款
三
二
条
〉
。
だ
か
ら
、
十
分
な

安
全
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
企

業
の
高
度
危
険
源
責
任
を
免
除
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
も
同

様
の
責
任
制
限
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
理
論
的
に
均
衡
を
失
す
る
は
ず
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
ソ
連
の
立
法
当
局
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
対
し
て
そ
の
よ
う

な
責
任
制
限
を
課
し
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
点
で
も
、
こ
の
根
拠
に

よ
っ
て
基
礎
九
一
条
を
正
当
化
す
る
理
論
的
妥
当
性
が
な
い
こ
と
が
わ
か

る。

歴
史
的
経
済
的
説
明

以
上
の
よ
う
に
、
労
災
に
お
い
て
企
業
の
・
無
過
失
責
任
を
排
除
す
る
基
礎

同
九
一
条
を
理
論
的
に
矛
盾
な
く
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
少
な
く
と
も
、

基
礎
九
一
条
に
反
対
の
立
場
の
学
者
は
こ
の
条
文
に
理
論
的
な
根
拠
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
加
害
者
が
被
害
者
の
保
険
料
払
込
義
務

者
た
る
企
業
で
あ
る
か
否
か
に
よ
る
責
任
条
件
の
区
別
は
、
ソ
ビ
エ
ト
不
法

行
為
法
お
よ
び
社
会
保
障
制
度
の
作
ら
れ
た
時
期
の
社
会
的
経
済
的
条
件
に

よ
っ
て
の
み
説
明
で
き
る
と
い
う
。
ソ
ビ
エ
ト
国
家
形
成
初
期
の
弱
く
不
安

定
な
経
済
状
態
は
人
身
損
害
賠
償
義
務
の
法
的
規
制
に
影
響
を
与
え
ざ
る
を

得
ず
、
と
り
わ
け
、
保
険
料
払
込
義
務
者
の
損
害
賠
償
責
任
は
特
別
な
過
失

(
日
山
)

(
犯
罪
的
な
作
為
不
作
為
〉
が
あ
る
と
き
に
限
定
さ
れ
た
(
ロ
シ
ア
共
和
国

旧
民
法
四
二
二
条
)
。
こ
の
「
犯
罪
的
な
作
為
不
作
為
」
と
い
う
極
め
て
狭
い

要
件
は
、
旧
民
法
典
施
行
後
間
も
な
く
判
例
に
よ
っ
て
、
通
常
の
「
過
失
」

(
げ
〉

と
い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
こ
れ
が
現
行
の
民
事
立
法
の
基
礎

に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
企
業
の
責
任
範
囲
は
旧
民
法
典
制
定

時
よ
り
は
広
く
な
っ
て
い
る
が
、
未
だ
に
一
般
の
加
害
者
と
は
異
な
っ
た
規

制
を
受
け
て
い
る
。
確
か
に
、
ネ
ッ
プ
期
か
ら
第
一
次
五
か
年
計
画
に
わ
た

る
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
工
業
化
の
時
代
に
は
、
企
業
の
賠
償
責
任
を
一
定
限
度

に
倒
押
え
て
計
画
的
に
企
業
の
収
益
を
増
大
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
初
期
資
本
主
義
に
お
い
て
、
企
業
の
採
算
を
可
能
に
し
自
由

競
争
を
裏
面
か
ら
保
障
す
る
た
め
に
過
失
責
任
の
原
則
が
大
き
な
役
割
を
果

し
た
の
と
一
脈
通
じ
る
所
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
や
ソ
連
も
世
界
有
数
の
経

済
大
一
回
と
な
り
、
現
在
の
ソ
連
経
済
に
は
、
労
災
被
害
者
の
利
益
を
犠
牲
に
し

て
ま
で
企
業
の
収
益
を
上
げ
る
必
要
性
は
も
は
や
な
い
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
基
礎
九
一
条
を
支
え
る
経
済
的
糠
拠
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
企
業
に
対

し
て
も
無
過
失
責
任
を
適
用
せ
よ
と
提
案
す
る
ソ
連
の
学
者
た
ち
も
、
同
じ

(日〉

よ
う
な
理
由
を
挙
げ
て
基
礎
九
一
条
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
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現
行
法
の
下
で
の
経
済
的
負
担
が
無
過
失
責
任
の
適
用
に
よ
っ
て
大
き
く
変

る
心
配
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
発
生
す
る
労
災
の
う
ち
、
企
業
の
過

失
も
被
災
労
働
者
の
重
過
失
も
な
く
、
つ
ま
り
偶
然
に
よ
り
生
じ
て
い
る
も

〈
ゆ
)

の
の
比
率
は
極
め
て
低
い
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
労
組
委
員
会
や
管
理
部
自

身
さ
え
も
企
業
の
過
失
を
広
く
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
高
度
危

倹
源
責
任
を
労
災
の
場
合
に
適
用
し
て
も
企
業
の
支
払
う
賠
償
金
が
著
し
く

〔
仙
却
〉

増
え
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

伺

労
災
の
場
合
も
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
加
害
企
業
に
無
過
失
責
任

を
適
用
ぜ
よ
と
い
う
提
案

ソ連における人身事故被害者の所得保障

労
災
の
場
合
に
企
業
の
無
過
失
責
任
を
排
除
す
る
基
礎
九
一
条
に
は
根
拠

が
な
い
、
あ
る
い
は
根
拠
が
弱
い
と
い
う
こ
と
は
以
上
に
述
べ
た
通
り
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
く
同
一
の
原
因
に
よ
っ
て
災
害
に
会
っ
た

場
合
に
、
加
害
企
業
の
従
業
員
か
ど
う
か
で
異
な
っ
た
救
済
、
し
か
も
従
業

員
の
方
に
不
利
な
救
済
が
な
さ
れ
る
現
行
制
度
の
矛
盾
を
な
く
そ
う
と
い
う

大
き
な
学
説
の
流
れ
が
生
じ
て
い
る
。

多
く
の
学
者
は
基
礎
九
一
条
そ
の
も
の
の
削
除
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ

う
い
っ
た
主
張
に
は
反
対
し
つ
つ
企
業
の
責
任
制
限
を
現
行
実
務
よ
り
緩
和

し
よ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
マ
レ
イ
ン
の
立
場
が
そ
う

で
あ
る
。
彼
は
原
則
と
し
て
基
礎
九
一
条
を
支
持
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
二

の
理
論
的
根
拠
、
つ
ま
り
、
高
度
危
険
源
を
操
作
す
る
従
業
員
は
一
般
の
人

聞
と
比
べ
て
高
度
危
険
源
に
関
し
「
優
越
し
た
」
立
場
に
あ
る
と
い
う
根
拠

か
ら
、
逆
に
、
加
害
企
業
の
従
業
員
で
あ
っ
て
も
、
当
該
危
険
源
に
つ
き
特

別
の
技
能
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
当
該
危
険
源
の
操
作
が
被
害
者
の
直
接

の
職
務
範
囲
に
は
い
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
基
礎
九
一
条
は
適
用
す
べ

き
で
は
な
い
と
す
初
目
九
一
条
の
支
持
理
由
と
し
て
こ
の
根
拠
を
挙
げ
る
な

ら
マ
レ
イ
ン
の
よ
う
な
解
釈
に
な
る
の
は
論
理
的
に
当
然
で
あ
ろ
う
。
彼
は

そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
通
勤
途
上
災
害
を
挙
げ
て
い
る
。
現
行
規
則
に
よ

れ
ば
、
被
害
者
の
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
企
業
の
輸
送
機
関
で
通
勤
中
の

事
故
に
つ
い
て
は
業
務
関
連
性
が
認
め
ら
れ
、
高
度
危
険
源
責
任
は
適
用
さ

れ
な
い
。
従
っ
て
、
例
え
ば
朝
の
通
勤
時
に
企
業
の
パ
ス
に
乗
っ
て
い
て
、

企
業
の
管
理
部
や
パ
ス
の
運
転
手
の
過
失
な
し
に
起
き
た
交
通
事
故
で
被
害

を
受
け
て
も
、
一
般
の
市
民
な
ら
企
業
に
対
し
完
全
な
損
害
賠
償
を
請
求
で

き
る
の
に
、
た
ま
た
ま
そ
の
企
業
の
従
業
員
で
あ
っ
た
被
害
者
は
企
業
に
何

の
賠
償
も
請
求
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
マ
レ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
う

い
っ
た
輸
送
機
関
の
操
作
は
被
災
労
働
者
の
職
務
範
聞
に
は
い
っ
て
お
ら

ず
、
彼
は
安
全
運
転
に
つ
き
責
任
を
負
う
わ
け
で
も
な
く
そ
の
操
作
に
つ
き

特
別
の
技
能
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
に
基
礎
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九
一
条
を
適
用
す
る
理
由
は
な
J
q
u

こ
の
点
は
九
一
条
の
反
対
者
た
ち
も
指

摘
し
て
い
る
所
で
お
従
業
員
の
優
越
し
た
地
位
と
い
う
も
の
を
理
由
と

す
る
限
り
こ
う
い
う
解
釈
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
基

礎
九
一
条
を
支
持
す
る
他
の
学
者
は
、
こ
の
批
判
に
は
っ
き
り
答
え
る
こ
と

門
川
崎
)

な
く
こ
う
い
っ
た
解
釈
に
反
対
し
て
い
る
。

ま
た
、

マ
レ
イ
ン
は
こ
の
根
拠
の
解
釈
を
さ
ら
に
進
め
て
、
被
害
者
が
そ

の
直
接
の
職
務
範
囲
に
は
い
っ
て
い
る
機
械
設
備
に
よ
っ
て
傷
害
を
被
っ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
害
者
が
突
然
意
識
を
失
っ
た
た
め
に
損
害
が
発
生
し

た
よ
う
な
と
き
に
は
、
被
害
者
は
作
業
支
配
の
過
程
か
ら
偶
然
に
排
除
さ
れ

た
の
だ
か
ら
、
そ
の
専
門
や
安
全
知
識
・
経
験
な
ど
の
要
素
を
考
慮
す
る
こ

(お
u

と
は
で
き
ず
基
礎
九
一
条
を
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
、
基

礎
九
一
条
の
「
職
務
遂
行
に
関
連
し
て
」
と
い
う
文
言
を
非
常
に
狭
〈
解
釈

す
る
も
の
で
あ
り
、
マ
イ
。
タ
ニ
ク
、
セ
ル
ゲ
l
ヴ
ァ
の
言
う
よ
う
に
、
こ
う

い
う
解
釈
か
ら
無
過
失
責
任
の
無
条
件
の
適
用
ま
で
は
ほ
ん
の
一
歩
の
遠
い

し
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
偶
然
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
る
場
合
、
被
害
者
は

常
に
状
況
の
突
然
の
変
化
の
犠
牲
者
な
の
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
は
適

(
お
)

切
に
意
識
を
働
か
せ
て
事
故
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

マ
レ
イ
ン
の
と
る
立
場
は
、
現
行
の
法
律
の
枠
内
で
条
文
の
解
釈
を
通
じ

て
被
災
労
働
者
の
救
済
範
囲
を
広
げ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
も
依
然
と
し
て
無
過
失
責
任
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
に
救
済
さ
れ
な
い

被
害
者
は
残
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
論
の
範
囲
を
越
え
、
立
法
論

と
し
て
企
業
に
無
過
失
責
任
を
適
用
す
る
た
め
に
基
礎
九
一
条
を
廃
止
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
起
こ
っ
て
来
る
。
こ
の
動
き
は
、
旧
民
法
典
制
定
後
間
も

な
い
三

0
年
代
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
ス
ト
ヮ
l
チ
カ
は
、
一
九
三

一
年
に
出
版
し
た
民
法
教
程
の
第
一
一
一
巻
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
ー
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
労
働
者
が
、
な
ぜ
、
犯
罪
行
為

に
よ
ら
ず
に
同
じ
損
害
を
受
け
た
彼
の
同
僚
よ
り
も
多
く
の
も
の
を
受
け
る

の
か
と
い
う
問
題
が
当
然
な
が
ら
生
じ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
、
こ
の

問
題
に
関
連
し
て
法
律
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な
場
合

〔
高
度
危
険
源
に
よ
る
労
災
の
場
合
〕
に
も
厳
格
な
責
任
を
維
持
し
、
民
法

四
二
二
条
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
差
額
の
支
払
い
を
、
社
会
保
険
給
付
が
な

さ
れ
る
全
て
の
場
合
に
な
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
傍
点
ス
ト
ク

〈
幻
)

1
チ
カ
)
。
」
こ
れ
は
旧
法
に
対
す
る
見
解
だ
が
、
新
法
に
対
し
て
も
全
く
同

様
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
加
害
企
業
が
負
う
高
度
危
険

源
責
任
一
を
い
か
な
る
被
害
者
に
対
し
て
も
平
等
に
適
用
せ
よ
と
い
う
趣
旨
で

あ
る
一

ν

自
己
の
従
業
員
に
対
す
る
企
業
の
責
任
制
限
に
反
対
す
る
見
解
は
ス

ト
ゥ

l
チ
カ
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
綿
々
と
し
て
続
い
て
存
在
し
て
い
る
。

反
対
者
た
ち
の
根
底
に
あ
る
思
想
は
、
全
く
同
一
の
原
因
に
よ
り
事
故
に
あ
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っ
た
被
害
者
に
対
す
る
法
の
保
護
の
厚
さ
が
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
事
態

は
社
会
的
公
平
に
反
し
、
ソ
連
市
民
の
法
意
識
に
も
合
致
し
な
い
と
い
う
考

(mu 

え
で
あ
る
。
同
じ
高
度
危
険
源
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
も
労
災
と
さ
れ
る

か
否
か
で
法
の
保
護
が
異
な
り
、
同
じ
く
労
災
と
さ
れ
る
事
故
で
被
害
を
受

け
て
も
労
働
者
・
職
員
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
で
法
の
保
護
が
異
な
る
と
い
う

の
が
ソ
連
の
現
状
で
あ
る
。
前
半
に
つ
い
て
は
、
労
災
の
場
合
の
方
が
救
済

が
厚
い
と
い
う
な
ら
ま
だ
話
が
わ
か
る
が
、
実
際
は
そ
の
逆
で
、
労
働
者
と

し
て
損
害
を
受
け
た
場
合
の
方
が
法
の
保
護
は
薄
い
の
で
あ
る
。
後
半
に
つ

い
て
は
、
全
て
の
階
級
お
よ
び
社
会
階
層
が
接
近
し
発
達
し
た
社
会
主
義
社

会
と
な
っ
た
全
人
民
国
家
ソ
連
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
あ
っ
て
は
な
ら

ソ速における人身事故被害者の所得保障

な
い
差
異
の
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
社
会
主
義
国
ソ
連
の
と
る
社
会
観

国
家
観
か
ら
だ
け
で
も
直
ち
に
基
礎
九
一
条
の
反
社
会
主
義
的
な
性
質
が
導

き
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
さ
え
思
え
る
。

労
災
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
が
よ
り
一
般
的
な
人
身
損
害
賠
償
制
度
の
ひ

と
つ
の
構
成
部
分
で
あ
り
、
将
来
は
現
行
の
二
元
的
な
賠
償
制
度
を
統
合
す

(
泊
)

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
ソ
連
の
社
会
に
お
い
て
全
く
も
っ
と
も
な

意
見
と
し
て
通
用
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
基
礎
九
一
条
を
支
持
す
る
積
極

的
見
解
は
最
近
の
文
献
で
は
余
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
支
持

す
る
者
も
は
っ
き
り
し
た
根
拠
は
挙
げ
ず
、
単
に
現
行
法
だ
か
ら
と
い
う
理

(
叩
却

V

由
く
ら
い
し
か
示
し
て
い
な
い
。
ま
た

一
応
九
一
条
は
支
持
し
て
い
る

が
、
社
会
や
経
済
的
条
件
の
変
化
に
従
っ
て
九
一
条
が
再
検
討
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
い
わ
ば
中
間
的
な
立
場
も
あ
札
。
し
か

し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ソ
連
の
学
説
の
大
勢
が
基
礎
九
一
条
削
除
の
方
向

へ
傾
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
ソ
連
の
立
法
当
局
も
無
過
失
責
任
の
拡
大
へ
の
一
定
の
動
き
を
見

ぜ
て
い
る
。
そ
れ
は
国
営
航
空
機
の
事
故
の
場
合
で
あ
り
、
乗
務
員
の
職
務

遂
行
中
の
事
故
に
つ
い
て
、
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
航
空
会
社
は
自
己
の

過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
従
業
員
ま
た
は
そ
の
遺
族
に
対
し
て
事
故
前
の

〈
叩

M
〉

賃
金
と
年
金
と
の
差
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
場
合

は
、
ま
さ
に
、
被
害
者
が
加
害
企
業
の
従
業
員
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
事
故
が
労
災
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
被
害
者
に
完
全
賠

償
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
。
九
一
条
の
反
対
者
が
提
案
し
て
い
る
の
は
、
こ

う
い
っ
た
法
令
を
特
別
法
に
と
ど
め
ず
一
般
法
に
ま
で
拡
大
せ
よ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
七
三
年
の
幹
部
会
令
は
不
可
抗
力
の
抗
弁
を
認
め

ず
、
被
害
者
に
重
過
失
が
あ
っ
て
も
過
失
相
殺
を
認
め
な
い
ほ
ぼ
絶
対
的
な

責
任
を
企
業
に
課
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
直
ち
に
そ
の
ま
ま
一
般
の

労
災
に
拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

二
刀
で
航
空
機
事

故
に
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
被
災
労
働
者
の
保
護
に
厚
い
無
過
失
責
任
を
定
め
、

北法32(4・141)927



研究ノート

他
方
で
通
常
の
労
災
に
依
然
と
し
て
企
業
の
過
失
を
要
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
通
常
の
労
災
被
害
者
を
さ
ら
に
差
別
す
る
も
の
だ
と
言
う
こ
と
も
で

き
、
七
三
年
幹
部
会
令
に
よ
っ
て
基
礎
九
一
条
の
不
合
理
さ
が
さ
ら
に
明
ら

か
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

」
の
よ
う
に
立
法
者
自
身
に
も
無
過
失
責
任
拡
大
の
動
き
が
出
て
い
る
の

に
、
実
務
で
は
依
然
と
し
て
労
災
の
場
合
の
企
業
の
高
度
危
険
源
責
任
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
現
行
法
が
法
的
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と
批
判
さ

(
お
)

れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
学
説
の
動
き
と
同
様
に
、
下
級
審
で
も
品
目
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
労
災
の
加
害
企
業
に
高
度
危
険
源
責
任
の
適
用
を
認
め
る

動
き
が
見
ら
れ
る
が
、
最
高
裁
は
頑
と
し
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
背
を
向
け

(

M
品
〉

て
い
る
。
基
礎
九
一
条
反
対
者
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
務
で
企
業
の

過
失
が
か
な
り
広
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
加
害
企
業
の
過
失

が
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
に
は
多
く
の
労
災
被
害
者
に
民
事
賠
償

が
与
え
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
も
、
現
行
法
改
正
の
必
要
性
を
少
な
く
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
実
務
で
さ
え
、
過
失
の
操
作
だ

け
で
は
被
害
者
を
救
え
ず
民
法
四
六

O
条
(
基
礎
九
一
条
)
と
高
度
危
険
源

責
任
を
定
め
る
民
法
四
五
四
条
(
基
礎
九

O
条
)
を
同
時
に
適
用
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
、

つ
ま
り
労
災
に
高
度
危
険
源
責
任
を
適
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
が
時
に
は
あ
る
の
で
あ
る
。
過
失
を
広
く
解
釈
し
て
企
業
に
責
任
を
負

わ
せ
る
と
い
う
方
法
に
も
限
界
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
ソ
連
で
労

災
に
つ
い
て
、
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る
企
業
の
高
度
危
険
源
責
任
を
立
法

で
認
め
る
必
要
性
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し

て
そ
の
よ
う
な
立
法
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
労
災
被
害
者
は
労
災
以
外
の
事

故
の
被
害
者
よ
り
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
、
時
に
は
加
害
者
か
ら
何
の
賠
償

も
与
え
ら
れ
ず
に
放
置
さ
れ
続
け
る
の
で
あ
る
。

(
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損
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さ
し
当
り
の
ま
と
め
伺

労
災
の
場
合
、
労
働
者
・
職
員
た
る
被
害
者
は
保
険
料
払
込
義
務
者
た
る

加
害
企
業
に
過
失
が
な
い
限
り
、
た
と
え
高
度
危
険
源
に
よ
っ
て
損
害
を
被

っ
た
場
合
で
も
加
害
者
か
ら
民
事
上
の
賠
償
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
点
で
、
労
災
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
労
働
者
・
職
員
は
、

員
や
一
般
の
場
合
の
人
身
事
故
被
害
者
よ
り
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い

る
。
企
業
の
過
失
を
広
く
解
す
る
実
務
に
よ
っ
て
も
、
同
}
の
事
故
に
よ
る

コ
ル
ホ
ー
ズ

被
害
者
を
全
て
平
等
に
取
り
扱
う
と
い
う
状
態
に
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な

ぃ
。
こ
う
い
っ
た
処
理
方
法
を
定
め
る
基
礎
九
一
条
に
理
論
的
根
拠
は
な

く
、
こ
れ
は
歴
史
的
経
済
的
な
理
由
だ
け
か
ら
生
じ
た
も
の
で
現
在
で
は
そ

の
理
由
も
失
わ
れ
た
と
し
て
、
学
説
の
多
く
は
基
礎
九
一
条
の
削
除
を
提
案

し
て
い
る
。
立
法
に
も
無
過
失
責
任
拡
大
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。
最
高

裁
は
労
災
に
対
す
る
高
度
危
険
源
責
任
の
適
用
を
認
め
て
い
な
い
が
、
下
級

審
の
中
に
は
こ
れ
を
認
め
る
も
の
が
時
々
あ
る
。
従
っ
て
、
大
き
な
流
れ
と

し
て
は
労
災
の
場
合
に
も
高
度
危
険
源
責
任
を
適
用
し
よ
う
と
い
う
方
向
へ

ソ
連
全
体
が
動
い
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
人
身
損
害

補
償
制
度
に
占
め
る
不
法
行
為
法
の
役
割
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

交
通
事
故
の
場
合
の
民
事
賠
償

労
災
以
外
の
人
身
事
故
の
ケ
l
ス
と
し
て
は
交
通
事
故
を
取
り
上
げ
る
。

労
働
災
害
と
並
ん
で
現
代
社
会
で
大
き
な
比
率
を
占
め
る
人
身
事
故
は
交
通

事
故
で
あ
り
、
そ
の
点
で
ソ
連
も
日
本
な
ど
の
資
本
主
義
国
と
本
質
的
に
は

変
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
ソ
連
に
お
い
て
一
般
市
民
が
自
家
用
車
を

ハ
I
)

所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
交
通
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(
2
)
 

事
故
被
害
者
の
救
済
が
問
題
に
な
っ
て
来
た
の
も
そ
れ
ほ
ど
背
の
こ
と
で
は

な
く
、
今
現
在
ま
さ
に
そ
の
法
的
規
制
に
つ
い
て
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。
現
在
、
交
通
事
故
に
関
し
て
最
も
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
責
任
保
険
の

導
入
の
是
非
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
加
害
者
の
民
事
責
任
を
確
定

で
き
た
と
し
て
も
、
加
害
者
の
無
資
力
の
た
め
に
現
実
に
は
賠
償
を
得
ら
れ

な
い
と
す
れ
ば
被
害
者
の
救
済
制
度
と
し
て
は
は
な
は
だ
不
十
分
な
も
の
と

な
る
。
そ
こ
で
資
本
主
義
国
で
は
交
通
事
故
の
た
め
の
強
制
責
任
保
険
の
導

入
が
い
わ
ば
常
識
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
現
在
の
ソ
速
に
お
い
て
は
自
動

車
占
有
者
の
民
事
責
任
保
険
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
こ
れ
に
関

し
て
も
ソ
速
の
学
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て

ソ連における人身事故被害者の所得保障

は
、
ま
ず
交
通
事
故
の
場
合
の
損
害
賠
償
責
任
発
生
の
要
件
に
つ
い
て
簡
単

に
触
れ
、
次
に
賠
償
の
現
実
の
履
行
を
担
保
す
る
制
度
と
し
て
の
責
任
保
険

を
め
ぐ
る
論
争
を
取
り
上
げ
よ
う
。

(

1

)

市
民
が
個
人
的
に
使
用
す
る
輸
送
手
段
の
数
は
、
一
九
七
一
年
に
は

八
九

O
万
台
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
九
年
に
は
一
九

O
O万
台
に
増
加

し
て
い
る
(
コ
』
巾
E
R
O回
〉
・
コ
・
〉
回
4
0
4
一M
同国門口。ョ，
ZO巾
2-MemO回・

自
民
巾
回
の
の
の
℃
・
玄

-WAVE白
z
n
z
w
s
s・
-
ー
以
下
コ
H
E
R
O国

d
o
と
略

l
円・

8
・u
。
ま
た
、
個
人
が
占
有
す
る
乗
用
車
に
よ
る
旅
客

運
送
の
対
象
と
な
っ
た
人
数
が
一
九
四

C
年
に
は
一
ニ

O
O万
人
に
す
ぎ

ず
、
一
九
六
五
年
に
八
億
一
四

O
O万
人
、
一
九
七

O
年
に
一
四
億
三

六

O
O万
人
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
七
九
年
に
は
九
六
億
五
六

O
O万

人
に
急
増
し
て
い
る
ハ
エ
国
吉
国
向
。
巾
同
。
ω
国間門叶回

Own-EM・
〉
。
こ
れ

か
ら
も
、
市
民
が
占
有
・
所
有
す
る
車
両
の
数
が
最
近
に
な
っ
て
埼
加

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(

2

)

ソ
連
で
は
、
交
通
事
故
に
関
す
る
公
式
統
計
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
交
通
事
故
件
数
、
そ
れ
に
よ
る
死
傷
者
数
な
ど
に
つ
い
て
は
っ

き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
時
々
、
新
聞
な
ど
で
断
片
的
な
情
報

が
知
ら
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ベ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
州
で
は
、

一
九
七
九
年
に
七
四
四
人
が
車
に
ひ
か
れ
て
死
亡
し
た
〔
コ
宮
田

h
p
同
唱

団。・∞
-
H
M
・
)
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一

O
万
人
当
り
の
死
亡
率
は
一
六
・

六
人
と
な
り
、
日
本
よ
り
か
な
り
高
い
死
亡
率
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ち
な
み
に
、
お
も
な
国
の
人
口
一

O
万
人
当
た
り
の
道
路
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
率
を
挙
げ
る
と
、
日
本
一

0
・
二
人
、
イ
ギ
リ
ス
一

一
・
七
人
、
西
ド
イ
ツ
二
一
・
六
人
、
フ
ラ
ン
ス
二
二
・
八
人
、
ア
メ

リ
カ
一
一
一
一
了
二
人
と
な
る
(
い
ず
れ
も
一
九
七
九
年
の
数
値
。
昭
和
五

六
年
度
版
交
通
安
全
白
書
四
三
頁
〉
。

損
害
賠
償
責
任
の
発
生

交
通
事
故
の
場
合
の
損
害
は
高
度
危
険
源
に
よ
る
損
害
と
さ
れ
、
こ
れ
に

対
し
て
加
害
者
は
無
過
失
責
任
を
負
う
。
こ
の
責
任
を
定
め
る
条
文
は
基
礎
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九
O
条
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
民
法
四
五
四
条

も
全
く
同
じ
)
。

第
九

O
条
高
度
危
険
源
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
損
害
に
対
す
る
責

任

自
己
の
行
為
が
周
囲
に
対
す
る
高
度
な
危
険
と
関
連
す
る
団
体
お
よ
び

市
民
(
輸
送
機
関
、
生
産
企
業
、
建
設
場
、
自
動
車
占
有
者
な
ど
)
は
、

高
度
危
険
源
に
よ
り
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
。

但
し
、
損
害
が
不
可
抗
力
ま
た
は
被
害
者
の
故
意
の
結
果
発
生
し
た
こ
と

を
証
明
し
た
場
合
を
除
く
。

高
度
危
険
源
と
さ
れ
る
物
の
範
囲
に
つ
い
て
は
学
説
で
活
発
に
議
論
が
な

(
l
v
 

さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
と
の
関
連
で
は
重
要
で
は
な
い
の
で
省
略
す
る
。
自

動
車
が
高
度
危
険
源
に
合
ま
れ
る
こ
と
は
明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
問

題
な
い
。
従
っ
て
交
通
事
故
に
よ
っ
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
加
害
者
に

過
失
が
な
く
と
も
基
礎
九

O
条
、
民
法
四
五
四
条
に
従
っ
て
被
害
者
は
損
害

の
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
自
動
車
問
士
の
衝
突
の
場
合
の

占
有
者
聞
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
過
失
責
任
か
無
過
失
責
任
か
で
争
い
が
あ

ヲ

Q

。問
題
は
誰
が
賠
償
義
務
者
と
な
る
か
で
あ
る
。
法
律
の
文
言
に
従
え
ば
白

動
車
占
有
者
が
そ
の
義
務
を
負
う
わ
け
だ
が
、
そ
の
占
有
者
の
内
容
に
つ
い

て
は
法
律
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
高
度
危
険
源
占
有
者
の
概
念
は
裁
判
所

の
決
定
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
度
危
険
源
占
有

者
と
は
、
所
有
権
、
運
用
管
理
権
、
そ
の
他
の
権
原
ハ
例
え
ば
、
賃
貸
借
契

約
、
委
任
お
よ
び
高
度
危
険
源
の
一
時
的
な
利
用
の
た
め
の
権
限
あ
る
機
関

の
移
転
命
令
〉
に
基
づ
い
て
高
度
危
険
源
を
使
用
す
る
団
体
ま
た
は
市
民
で

あ
る
(
六
三
年
決
定
五
条
二
項
)
。
労
働
契
約
に
基
づ
い
て
高
度
危
険
源
を
使

用
す
る
者
(
運
転
手
な
ど
)
は
占
有
者
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
被
害
者
に
対
し

て
責
任
を
負
わ
な
い
(
同
三
項
)
。
個
人
が
所
有
す
る
自
動
車
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
国
家
や
社
会
団
体
が
所
有
す
る
自
動
車
の
方
が
ず
っ
と
多
か
っ
た
時
代

(
3
)
 

で
は
こ
れ
だ
け
で
被
害
者
の
保
護
は
十
分
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
交
通
事

故
に
る
っ
て
も
、
賠
償
義
務
者
は
運
転
者
で
は
な
く
、
国
家
機
関
や
社
会
団

体
が
そ
の
義
務
を
負
う
の
だ
か
ら
、
加
害
者
が
無
資
力
と
い
う
心
配
も
な
く

被
害
者
は
確
実
に
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
状
況
下
で
も
、
例
え
ば
泥
棒
運
転
の
場
合
に
は
も
は

や
正
当
な
権
限
を
持
つ
団
体
、
が
自
動
車
を
使
用
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
場
合
に
は
そ
の
団
体
は
原
則
と
し
て
免
責
さ
れ
、
泥
棒
運
転
を
し
て
い

た
者
が
占
有
者
と
し
て
被
害
者
に
対
し
て
無
過
失
責
任
を
負
う
ハ
六
三
年
決

定
五
条
四
項
、
五
項
〉
。
泥
棒
を
す
る
く
ら
い
の
人
間
な
ら
、
賠
償
義
務
者
と
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な
っ
て
も
現
実
に
は
賠
償
吉
行
う
だ
け
の
資
力
が
な
い
場
合
が
多
い
だ
ろ

う
。
こ
う
い
う
場
合
は
、
た
と
え
本
来
の
占
有
者
が
資
力
の
あ
る
企
業
な
ど

で
も
被
害
者
は
満
足
で
き
る
賠
償
を
受
け
ら
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
少

な
い
社
会
保
障
給
付
で
細
々
し
ι
暮
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
も
っ
と
も
泥
棒
運
転
の
場
合
で
も
、
第
三
者
た
る
泥
棒
に
占
有
を
奪

わ
れ
た
こ
と
に
つ
き
自
己
に
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と
を
団
体
が
証
明
し
な
い

(
4
)
 

限
り
そ
の
責
任
が
推
定
さ
れ
団
体
が
賠
償
義
務
を
負
っ
て
い
た
ハ
同
決
定
五

条
四
項
〉
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
団
体
が
免
責
さ
れ
る
ケ
l
ス
は
多
く
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
場
合
に
は
団
体
に
無
過
失
責
任
が
適

用
さ
れ
な
い
と
い
う
点
に
変
り
は
な
い
。

ソ連における人身事故被害者の所得保障

団
体
の
従
業
員
に
よ
る
無
断
運
転
(
私
用
運
転
〉
の
場
合
も
、
本
来
の
占

有
者
た
る
団
体
は
も
は
や
占
有
者
で
は
な
く
基
礎
九

O
条
に
よ
る
無
過
失
責

任
は
負
わ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
泥
棒
運
転
の
場
合
と
同
様
に
そ
の

団
体
が
過
失
責
任
を
負
う
余
地
が
あ
る
。
そ
し
て
、
私
用
運
転
の
場
合
は
、

私
用
運
転
が
な
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
対
し
て
労
働
規
律
の
欠
如
ま
た
は
そ

の
水
準
の
低
さ
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
団
体
の
免
責
は
事
実
上
認
め
ら
れ
て

(
5
)
 

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
私
用
運
転
の
際
に
交
通
事
故
が
生
じ
た
場
合

は
、
多
く
の
被
害
者
は
賠
償
を
現
実
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

泥
棒
運
転
や
私
用
運
転
は
本
来
の
占
有
者
の
意
図
に
反
し
て
自
動
車
が
運

転
さ
れ
る
場
合
だ
が
、
こ
れ
と
異
な
り
占
有
者
の
意
図
に
従
っ
て
占
有
が
移

転
さ
れ
た
場
合
で
も
、
法
的
手
続
を
経
て
い
な
い
事
実
上
の
引
渡
に
過
ぎ
な

い
と
き
に
は
本
来
の
占
有
者
は
免
責
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
委
任
状
を
交
付
す

る
こ
と
な
く
自
動
車
を
引
き
渡
し
た
場
合
は
法
律
上
の
占
有
者
は
変
更
さ
れ

(
6
)
 

ず
、
引
渡
を
な
し
た
占
有
者
が
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
と

は
逆
に
、
法
律
上
は
自
動
車
の
引
渡
が
行
わ
れ
た
が
事
実
上
の
引
渡
が
行
わ

れ
て
い
な
い
と
き
(
例
え
ば
車
の
運
転
に
関
す
る
委
任
状
を
所
有
者
が
あ
る

人
に
交
付
し
た
が
車
は
依
然
と
し
て
所
有
者
の
も
と
に
あ
り
、
所
有
者
が
こ

の
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
)
は
占
有
権
は
移
転
し
て
お
ら
ず
、
所
有
者
が

(
7〉

無
過
失
責
任
を
負
う
。

」
の
よ
う
に
、
占
有
の
移
転
が
本
来
の
占
有
者
の
意
思
に
基
づ
く
場
合
も

基
づ
か
な
い
場
合
も
本
来
の
占
有
者
が
責
任
を
負
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
だ

か
ら
本
来
の
占
有
者
、
か
企
業
等
の
資
力
あ
る
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
多
く
の
被
害
者
は
不
法
行
為
法
に
よ
る
損
害
賠
償

を
現
実
に
十
分
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ソ
連
市
民
の
消
費
生
活
の
水
準
が
上
が
っ
て
来
る
に
つ
れ
て
、

ソ
連
に
お
い
て
も
自
動
車
を
個
人
的
に
所
有
す
る
ケ
l
ス
が
次
第
に
増
え
て

来
た
。
ま
た
、
個
人
的
に
所
有
す
る
と
い
う
所
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
レ

ン
タ
カ
ー
を
使
用
す
る
と
い
う
場
合
も
多
く
な
っ
て
来
た
。
個
人
的
所
有
の
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場
合
、
占
有
者
は
も
ち
ろ
ん
市
民
個
人
で
あ
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用
す
る

場
合
も
占
有
者
は
自
動
車
を
借
り
た
市
民
個
人
で
あ
っ
た
。
レ
ン
タ
カ
ー
に

よ
る
事
故
の
場
合
に
レ
ン
タ
カ
ー
施
設
が
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
は
原
則
と

(
8〉

し
て
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
近
年
に
な
っ
て
増
え
て
来
た
こ
の
種
の
占
有
者

が
加
害
者
と
な
る
交
通
事
故
で
は
、
た
と
え
賠
償
責
任
が
容
易
に
認
め
ら
れ

て
も
現
実
に
は
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部
し

か
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
が
か
な
り
多
く
な
る
。
そ
う
な
る
要
因
は
い

く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
交
通
事
故
の
場
合
は
加
害
者
自
身
も
負
傷
し
、
あ
る
い
は
死
亡
す

る
と
い
う
ケ
l
ス
が
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
と
き
は
、
加
害
者
の
賠
償
義

務
が
判
決
で
確
定
さ
れ
て
も
実
際
に
は
賠
償
が
部
分
的
に
し
か
な
さ
れ
ず
、

あ
る
い
は
全
く
な
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
う
る
。
加
害
者
が
刑
事
責

任
を
問
わ
れ
て
長
期
間
服
役
し
た
場
合
も
同
様
の
事
態
に
な
り
う
る
。
ま

た
、
ソ
連
で
は
人
身
損
害
に
よ
る
賠
償
金
の
支
払
は
月
払
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
(
民
法
四
六
八
条
)
か
ら
、
最
初
の
う
ち
は
右
の
よ
う
な
事
情
が

な
く
損
害
賠
償
を
加
害
者
か
ら
完
全
に
取
り
立
て
て
い
る
場
合
で
も
、
長
い

年
月
の
聞
に
加
害
者
の
財
産
状
況
が
変
り
、
後
に
な
っ
て
取
り
立
て
が
で
き

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
被
害
者
が
十
分
な
賠
償

を
受
け
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
全
く
賠
償
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
事
態

に
な
る
可
能
性
は
、
資
本
主
義
国
と
社
会
主
義
国
と
を
関
わ
ず
ど
こ
で
で
も

生
じ
う
る
。
ソ
連
の
多
く
の
学
者
も
右
の
よ
う
な
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

〈

9
〉

る。
そ
の
ほ
か
に
、
ソ
連
に
独
特
の
法
制
度
の
た
め
に
被
害
者
が
全
額
の
賠
償

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
基
礎
九
三
条
二
項
(
民
法
四
五

八
条
二
項
)
が
適
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
文
に
よ
れ
ば
、
市

民
が
加
害
者
で
あ
る
場
合
、
裁
判
所
は
加
害
者
の
財
産
状
態
に
応
じ
て
損
害

賠
償
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
加
害
者
に
賠
償
金
を
支
払
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
加
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
生
活
水
準
が
著
し
く
低
く

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
被
害
者
に
少
し
我
慢
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
条
文
は
旧
民
法
下
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ

た
も
の
だ
が
、
今
日
に
お
い
て
も
時
々
裁
判
所
に
よ
っ
て
援
用
さ
れ
て
い

(
凶
)

る
。
こ
の
場
合
、
旧
法
と
違
っ
て
、
裁
判
所
は
必
ず
加
害
者
の
財
産
状
態
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
賠
償
額
を
減
ら
す
義
務
を
負

う
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、
い
か
に
加
害
者
の
財
産
状
態
が
悪
く
て
も
こ
れ

を
完
全
に
免
責
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ハ
六
三
年
決
定
一
八
条
)
。
さ
ら
に
、

民
法
の
大
原
則
た
る
完
全
賠
償
の
原
則
か
ら
言
っ
て
こ
れ
は
例
外
で
あ
り
、

特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
無
条
件
に
完
全
賠
償
の
原
則
に
拠
る
べ
き
こ
と
が

(
H
V
 

強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
文
が
現
実
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

北法32(4・148)934
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知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
一
般
予
防
の
役
割
も
果
す
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
思
想
は
、
過
失
責
任
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
無
過
失
責
任
に
対
し

て
も
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
以
前
に
は
無
過
失
責
任

(
3
)
 

の
重
要
な
役
割
と
し
て
、
こ
の
予
防
的
ハ
刺
激
的
・
教
育
的
)
な
機
能
が
強

(
4〉

調
さ
れ
て
い
た
。
高
度
危
険
源
を
使
用
す
る
企
業
に
無
過
失
責
任
を
課
す
こ

と
に
よ
り
、
安
全
規
則
が
一
層
よ
く
守
ら
れ
安
全
技
術
の
発
展
が
刺
激
さ
れ

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
無
過
失
責
任
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
に
刺
激
的
な

役
割
を
重
視
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
加
害
者

が
予
め
免
責
さ
れ
る
よ
う
な
責
任
保
険
は
民
事
責
任
の
本
質
に
反
す
る
も
の

と
し
て
排
斥
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
。
か
つ
て
は
こ
の
よ
う
な
見
解
を
は

ソ連における人身事故被害者の所得保障

っ
き
り
表
明
す
る
者
も
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
ソ
ビ
エ
ト
法
の
教
育
的
役
割

が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
現
代
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
資
本
主
義
社
会

で
極
め
て
広
く
普
及
し
て
い
る
責
任
保
険
制
度
は
社
会
主
義
社
会
お
よ
び
社

(
5
)
 

会
主
義
法
に
は
絶
対
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
現
実
に
多
く
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
実
際
に
は
賠
償
を
得
ら

れ
な
い
被
害
者
を
救
済
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
い
つ
ま
で
も
そ

ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
責
任
保
険
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

民
事
責
任
の
予
防
的
機
能
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
と
、
責
任
保
険

に
よ
っ
て
多
く
の
被
害
者
が
救
済
さ
れ
る
と
い
う
プ
ラ
ス
を
比
較
衡
量
す
れ

ば
、
や
は
り
後
者
の
方
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、

責
任
保
険
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
声
が
高
く
な
る
わ
け
だ
が
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
こ
れ
ま
で
強
調
さ
れ
て
き
た
民
事
責
任
の
予
防
的
機
能
と
い
う
点
を

こ
れ
か
ら
は
無
視
す
る
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
責
任
保

険
を
導
入
し
た
の
ち
も
、
こ
の
予
防
的
機
能
を
い
か
に
維
持
し
、
事
故
数
を

増
大
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
問
題
に
議
論
が
集
中
す
る
こ
と
に
な

(
6
)
 

る。
こ
の
問
題
に
対
す
る
答
え
の
ひ
と
つ
は
、
責
任
保
険
導
入
に
よ
っ
て
事
故

予
防
の
効
果
が
増
大
す
る
措
置
を
と
り
う
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
地
下
歩
道
や
安
全
地
帯
、
歩
行
者
用
信
号
機
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
道
路

な
ど
を
整
備
す
る
た
め
の
費
用
や
、
運
転
者
に
対
す
る
安
全
運
転
教
育
の
費

(
7〉

用
を
自
動
車
責
任
保
険
の
保
険
料
の
一
部
で
ま
か
な
う
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ま

で
以
上
に
交
通
安
全
措
置
を
拡
充
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
交
通
事
故
の
数
を

(
8
)
 

さ
ら
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
責
任

保
険
は
確
か
に
事
故
の
予
防
に
寄
与
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
で

も
国
の
予
算
に
よ
っ
て
交
通
安
全
の
た
め
の
措
置
は
と
ら
れ
て
い
る
は
ず
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
そ
の
た
め
の
資
金
源
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
が
、
責
任
保
険
導
入
の
た
め
の
積
駆
的
根
拠
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る

(
9〉

の
は
お
も
し
ろ
い
。
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」
の
問
題
に
対
す
る
答
え
の
ふ
た
つ
め
は
、
保
険
料
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
責
任
保
険
も
刺
激
的
機
能
を
持
ち

(m〉

う
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
保
険
料
の
割
引
が
、
安
全
運
転
や
事
故
防
止
の

(
H〉

た
め
に
重
要
な
刺
激
と
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
者
も
い
る
が
、
責
任
保
険
が

な
い
場
合
の
賠
償
負
担
の
恐
れ
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
刺
激
の
度
合
い
は
は
る

か
に
小
さ
い
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

」
の
問
題
に
対
す
る
第
三
の
、
そ
し
て
理
論
的
に
は
も
っ
と
も
説
得
力
の

あ
る
答
え
は
、
保
険
者
が
加
害
者
に
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

加
害
者
の
民
事
責
任
を
問
う
方
法
を
残
し
て
お
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
責

任
保
険
を
か
け
て
も
、
結
局
は
損
害
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
責
任
保
険
が
な
い
時
と
同
様
、
運
転
者
が
車
の
運
転
に
注

意
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
か
く
し
て
民
事
責
任
の
予
防
的
機
能
は
無
傷
で

存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
交
通
事
故
の
場
合
は
、
長
年
(
時
に
は
数
十
年
)
に
わ
た
っ

て
、
自
己
に
過
失
が
な
い
場
合
で
も
、
賃
金
か
ら
多
額
の
賠
償
金
を
控
除
さ

ハロ〉

れ
る
加
害
者
も
実
質
的
に
は
交
通
事
故
の
被
害
者
で
あ
る
。
し
か
も
、
交
通

事
故
で
は
加
害
者
自
身
が
損
害
を
被
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
加
害

者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
被
害
も
何
ら
か
の
形
で
救
済
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

ぃ
。
と
り
わ
け
加
害
者
無
過
失
の
場
合
は
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
加
害
者
が

無
過
失
の
場
合
に
そ
も
そ
も
民
事
責
任
の
刺
激
的
機
能
が
働
く
の
か
、
と
い

う
こ
と
も
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
事
の
構
造
上
の
欠
陥
や
道

路
の
寂
庇
に
よ
り
事
故
に
な
る
場
合
や
、
そ
れ
ま
で
全
く
健
康
だ
っ
た
人
が

突
然
意
識
を
失
っ
て
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
に
は
、
も
は
や
車
両
占
有

者
の
負
う
損
害
賠
償
義
務
に
刺
激
的
機
能
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

(日〉

は
な
い
か
と
い
う
主
張
、
が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
加
害
者

が
無
過
失
の
場
合
の
損
害
賠
償
義
務
は
通
常
の
民
事
責
任
と
は
異
な
り
、
危

(
川
叶
)

険
原
理
に
基
づ
く
特
別
の
賠
償
義
務
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
刺
激
的
機
能
を
加

(お
X
M
)

害
者
と
の
関
連
で
論
ず
る
意
味
は
な
い
と
い
う
説
さ
え
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
論
的
立
場
に
立
て
ば
、
加
害
者
が
無
過
失
の
場
合
に
は
求

償
権
を
行
使
す
る
意
味
は
な
い
。
責
任
保
険
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
文
献

に
お
い
て
も
、
加
害
者
無
過
失
の
場
合
に
も
求
償
権
を
行
使
せ
よ
と
い
う
説

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

加
害
者
無
過
失
の
場
合
は
別
に
し
て
、
求
償
権
の
行
使
を
い
か
な
る
場
合

に
認
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
大
別
し
て
三
つ
の
説
が
あ
る
。

第
一
の
説
は
、
加
害
者
に
対
す
る
刺
激
的
機
能
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
維

持
し
て
お
く
た
め
に
、
加
害
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
程
度
を
問
わ
ず

(口〉

常
に
こ
れ
に
求
償
権
を
行
使
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て

は
、
求
償
権
行
伎
の
範
囲
を
狭
く
す
る
と
、
潜
在
的
加
害
者
に
対
す
る
予
防
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的
効
果
が
不
十
分
に
な
り
、
交
通
事
故
の
数
が
著
し
く
増
大
す
る
恐
れ
が
あ

ハ
凶
)

る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ソ
連
で
も
交
通
事
故
の
多

(ゆ〉

く
は
加
害
者
の
過
失
に
よ
っ
て
起
き
て
お
り
、
し
か
も
過
失
に
つ
い
て
の
挙

証
責
任
は
加
害
者
に
あ
る
の
で
、
こ
の
立
場
を
と
る
と
、
加
害
者
の
救
済
さ

れ
る
範
囲
は
き
わ
め
て
狭
く
な
り
、
圧
倒
的
多
数
の
加
害
者
は
責
任
保
険
を

ハ
ぬ
)

か
け
て
も
賠
償
義
務
を
の
が
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
責
任
保

険
と
一
一
回
っ
て
も
名
ば
か
り
で
、
加
害
者
は
ほ
と
ん
ど
救
済
さ
れ
な
い
。
交
通

事
故
の
場
合
に
は
加
害
者
自
身
も
保
護
す
る
必
要
が
あ
り
責
任
保
険
は
そ
の

(
幻
)

点
で
も
有
用
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
ソ
連
で
も
強
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
立
場
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
立
場
の
よ
う
に
、
過
失

ソ連における人身事故被害者の所得保障

あ
る
全
て
の
加
害
者
に
対
し
て
求
償
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
難

し
く
は
な
い
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。

求
償
権
行
使
範
囲
に
関
す
る
第
二
の
説
は
、
加
害
者
に
故
意
が
あ
る
時
そ

の
他
特
定
の
場
合
〈
酔
っ
払
い
運
転
、
無
免
許
運
転
、
盗
難
車
に
よ
る
事

故
、
加
害
者
が
失
践
し
た
場
合
〉
に
限
り
求
償
権
を
行
使
す
る
と
い
う
も
の

(幻〉

で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
も
し
軽
過
失
の
加
害
者
で
も
求
償
さ
れ
る
と

す
れ
ば
一
体
何
の
た
め
に
加
害
者
が
そ
れ
ま
で
保
険
料
を
払
っ
て
い
た
の
か

わ
か
ら
な
く
な
り
、
そ
の
よ
う
な
求
償
権
の
行
使
は
責
任
保
険
の
本
質
に
反

(
お
)

す
る
と
さ
れ
る
。
責
任
保
険
に
よ
る
加
害
者
保
護
の
必
要
性
と
い
う
観
点
か

ら
見
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
立
場
の
方
が
望
ま
し
い
。

第
三
の
説
は
今
ま
で
述
べ
た
二
つ
の
立
場
の
い
わ
ば
中
間
に
位
置
し
、
故

意
・
酒
酔
い
・
無
免
許
の
場
合
に
加
え
、
加
害
者
に
重
過
失
の
あ
る
と
き
一

(
M
H
)
 

般
に
も
求
償
権
の
行
伎
を
認
め
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
重
過
失
の
具
体
的

内
容
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
少
な
く
と
も
第
一
の
場
合

よ
り
は
求
償
の
範
囲
が
狭
ま
る
。
重
過
失
の
な
い
こ
と
の
挙
証
責
任
が
こ
の

場
合
も
加
害
者
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
求
償
の
要
件
を
軽
過
失
に
ま
で

広
げ
な
く
て
も
加
害
者
に
対
す
る
予
防
的
効
果
は
十
分
あ
る
と
い
う
こ
と
な

ハ
お
)

の
か
も
し
れ
な
い
。

右
に
挙
げ
た
三
つ
の
立
場
の
う
ち
、
実
際
に
責
任
保
険
が
導
入
さ
れ
た
場

合
に
ど
れ
が
採
用
さ
れ
る
か
は
今
の
所
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に

せ
よ
求
償
権
の
規
定
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
民
事
責
任
の
予
防
的
機
能
と
責

任
保
険
と
は
理
論
的
に
は
勧
縫
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
加
害
者
に
全
く
過
失
が
な
い
場
合
に
加
害
者
は
賠
償
義
務
を

負
わ
な
い
(
求
償
権
を
行
使
さ
れ
な
い
)
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く

ど
の
論
者
に
も
異
論
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
加
害
者
は
比
較
的
少
額
の
保
険

〈
叩
山
)

料
の
払
込
み
に
よ
っ
て
多
額
の
賠
償
支
払
義
務
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
高
度
危
険
源
の
占
有
者
と
し
て
負
う
べ
き
責
任
の
内
容
が

明
ら
か
に
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
無
過
失
責
任
が
過
失
賓
任
、
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重
過
失
責
任
な
ど
に
軽
減
さ
れ
る
の
で
ん
M
V

一
方
、
ソ
連
で
導
入
が
議
論

さ
れ
て
い
る
の
は
主
と
し
て
個
人
的
な
自
動
車
占
有
者
の
責
任
保
険
で
あ

る
。
国
家
機
関
や
社
会
団
体
を
被
保
険
者
と
す
る
責
任
保
険
の
導
入
に
つ
い

(
お
)

て
は
一
部
の
者
が
否
定
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
国
家
機
関
や

社
会
団
体
が
占
有
者
の
と
き
に
は
賠
償
資
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
し
、
賠
償
義
務
が
著
し
い
負
担
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
結
局
、
加
害
者

被
害
者
双
方
を
特
別
に
救
済
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
加
害
者
が
個
人
か
法
人
か
で
そ
の
責
任
条
件
が
変

る
こ
と
に
な
る
。
損
害
の
分
散
と
い
う
見
地
か
ら
見
れ
ば
こ
の
よ
う
な
区
別

を
し
て
も
さ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
が
、
民
事
責
任
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の

ソ
連
の
通
説
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
は
か
な
り
の
変
革
を
意
味
す
る
。

社
会
保
険
を
通
じ
て
損
害
を
社
会
に
分
散
す
る
、
あ
る
い
は
国
営
保
険
を

通
じ
て
損
害
を
潜
在
的
被
害
者
グ
ル
ー
プ
内
で
分
散
す
る
と
い
う
考
え
方
は

以
前
か
ら
ソ
連
に
も
存
在
し
て
い
た
し
、
現
実
に
も
そ
う
い
っ
た
損
害
分
散

は
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
損
害
発
生
に
民
事
責
任
が
か
ら
ん
で
く
る
と

事
情
は
一
変
し
、
民
事
責
任
の
予
防
的
、
刺
激
的
機
能
の
維
持
と
い
う
こ
と

が
前
面
に
出
て
き
て
、
損
害
の
分
散
は
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で

も
、
事
故
件
数
が
少
な
く
、
事
故
に
よ
る
損
害
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
時
代

ゃ
、
そ
う
で
な
く
な
っ
た
時
代
で
も
加
害
者
が
資
力
あ
る
企
業
の
場
合
は
、

被
害
者
も
相
当
の
賠
償
を
得
ら
れ
た
か
ら
、
そ
の
問
題
点
は
あ
ま
り
表
面
化

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
個
人
の
所
有
す
る
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
増

え
て
く
る
と
状
況
は
変
っ
て
く
る
。
事
故
に
よ
る
損
害
も
大
き
く
な
り
、
加

害
者
無
資
力
に
よ
り
被
害
者
が
救
済
さ
れ
な
い
ケ
l
ス
も
増
え
て
く
る
。
つ

ま
り
、
そ
れ
ま
で
は
さ
ほ
ど
強
調
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
実
際
に
は
う

ま
く
働
い
て
い
た
不
法
行
為
法
(
特
に
無
過
失
責
任
)
の
補
償
的
機
能
が
う

ま
く
機
能
し
な
い
ケ

l
ス
が
は
っ
き
り
自
に
つ
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
不
法
行
為
法
(
特
に
無
過
失
責
任
)
の
補
償
的
機
能
を
重
視
し

必
要
が
あ
れ
ば
損
害
を
保
険
で
分
散
し
て
資
力
の
裏
付
け
を
は
か
る
と
い
う

考
え
方
が
や
っ
と
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
企
業
が
加
害
者
の
と
き

は
こ
れ
ま
で
通
り
こ
れ
に
無
過
失
責
任
を
課
す
こ
と
で
不
法
行
為
法
の
予
防

的
機
能
、
補
償
的
機
能
を
と
も
に
働
か
せ
、
他
方
、
個
人
が
加
害
者
の
と
き

は
、
補
償
機
能
を
不
法
行
為
法
か
ら
損
害
分
散
手
段
た
る
保
険
制
度
に
移

し
、
個
人
に
対
し
て
は
無
過
失
責
任
の
刺
激
的
機
能
は
働
か
な
い
こ
と
が
多

い
か
ら
、
も
つ
ば
ら
過
失
あ
る
い
は
重
過
失
に
つ
い
て
だ
け
不
法
行
為
法
の

予
防
的
機
能
を
働
か
せ
る
、
と
い
う
区
別
が
許
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
現
在
、
ソ
連
で
、
自
動
車
責
任
保
険
導
入
を
め
ぐ
っ
て
民
事
責
任
の
理

解
に
つ
き
変
化
が
生
じ
て
き
た
背
景
に
は
以
上
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
民
事
責
任
、
特
に
無
過
失
責
任
の
補
償
的
機
能
を
重
視
し
、

こ
れ
を
損
害
の
社
会
的
な
分
散
と
の
関
連
で
と
ら
え
、
そ
の
た
め
に
民
事
責

任
(
無
過
失
責
任
)
を
責
任
保
険
に
よ
っ
て
裏
付
け
す
る
と
い
っ
た
や
り
方

は
資
本
主
義
国
で
は
か
な
り
以
前
か
ら
常
識
的
な
事
柄
に
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
今
や
損
害
の
分
散
と
被
害
者
の
救
済
を
よ
り
十
分
に
す
る
た
め
に
、
責

任
保
険
を
超
え
て
、
人
身
損
害
補
償
制
度
を
災
害
保
険
化
、
あ
る
い
は
社
会

保
障
化
す
る
こ
と
が
、
先
進
資
本
主
義
国
の
流
れ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
交
通
事
故
に
関
す
る
ソ
連
の
人
身
損
害
補
償
シ
ス

テ
ム
は
か
な
り
遅
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
て
い
る
理
由
と

し
て
は
、
か
つ
て
は
社
会
保
障
給
付
の
水
準
が
相
対
的
に
高
か
っ
た
こ
と
、

ソ連における人身事故被害者の所得保障

こ
れ
ま
で
は
特
別
の
制
度
を
作
ら
な
く
と
も
被
害
者
は
多
く
の
場
合
、
現
実

に
加
害
者
か
ら
賠
償
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
い
く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う
が
、

民
事
責
任
に
対
す
る
考
え
方
が
他
の
国
と
違
っ
て
い
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
民
事
責
任
に
対
す
る
右
の
よ
う
な
理
論
状

況
を
反
映
し
て
、
現
在
の
ソ
連
で
は
、
自
動
車
占
有
者
の
責
任
保
険
を
導
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
論
的
障
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
お
り
、
極
め

て
多
く
の
学
者
・
実
務
家
が
自
動
車
責
任
保
険
を
導
入
す
る
よ
う
に
提
案
し

(扮〕

て
い
る
。

以
上
が
い
わ
ば
自
動
車
責
任
保
険
の
背
景
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
責
任
保
険
を
導
入
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
余
り
細
か
い
所
ま
で
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
強
制
保
険

(
幻
〉

に
す
る
と
い
う
点
で
は
多
く
の
者
の
提
案
が
一
致
し
て
い
る
。
自
動
車
責
任

保
険
の
補
償
的
機
能
、
予
防
的
機
能
は
と
も
に
こ
れ
を
強
制
保
険
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
十
分
に
達
成
で
き
、
保
険
料
も
強
制
に
し
た
方
が
安

く
な
る
こ
と
、
社
会
主
義
国
を
含
む
他
の
閏
で
の
自
動
車
責
任
保
険
が
圧
倒

的
に
強
制
保
険
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
責
任
保
険
が
適
用
さ
れ
る
車
両
の
範
囲
は
、
国
家
自
動
車
監
督
局
(
ガ

(認〉

イ
)
に
登
録
さ
れ
る
車
両
の
範
囲
と
一
致
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
る
。
保
険

金
の
額
は
、
被
害
者
保
護
と
い
う
見
地
か
ら
言
え
ば
無
制
限
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
ソ
連
で
な
さ
れ
て
い
る
提
案
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
も
限
度
額

(
M
M
〉

を
設
定
し
な
い
こ
と
が
明
確
に
主
張
さ
れ
、
あ
る
い
は
当
然
の
こ
と
と
し
て

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
だ
け
責
任
保
険
に
よ
る
填
補
額
を

一
定
限
度
(
一
一
一

O
O
Oル
l
ブ
リ
)
ま
で
に
限
定
せ
よ
と
い
う
主
張
が
あ
っ

(弘〉た
一
。
自
動
車
責
任
保
険
導
入
が
今
の
ソ
連
で
な
ぜ
議
論
さ
れ
て
い
る
か
を
考
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え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
ソ
連
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
支
持
さ
れ
な
い
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
心

実
際
に
交
通
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
保
険
金
の
額
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は
、
最
終
的
に
は
加
害
者
と
被
害
者
の
間
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
判
決
に

(

町

四

)

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
導
入
が
提
案
さ
れ

て
い
る
の
は
責
任
保
険
で
あ
る
か
ら
加
害
者
が
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
場
合

は
保
険
者
の
保
険
金
支
払
義
務
も
生
じ
な
い
。
基
礎
九

O
条
(
民
法
四
五
回

条
)
に
よ
れ
ば
、
損
害
が
不
可
抗
力
ま
た
は
被
害
者
の
故
意
の
結
果
発
生
し

た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
加
害
者
は
免
責
さ
れ
る
。
被
害
者
が
故
意
の
場

合
に
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
不
可
抗
力
に
よ
る
交
通
事
故

の
場
合
に
、
何
の
過
失
も
犯
し
て
い
な
い
被
害
者
に
損
害
を
負
担
さ
せ
る
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
。
し
か
し
責
任
保
険
を
導
入
す
る
限
り
不
可
抗
力
に
よ

る
損
害
を
保
険
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ソ
連

(
幻
〉

の
学
者
自
身
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
き
逃
げ
の
場
合
を
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
の
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
政
府
や
党
の
監
視

が
社
会
の
す
み
ず
み
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
は
ず
の
ソ
速
で
は
そ
の
よ
う
な

事
態
は
決
し
て
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い

か
に
ソ
速
で
も
ひ
き
逃
げ
が
全
く
発
生
し
な
い
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
得
な

い
だ
ろ
う
。
責
任
保
険
が
加
害
者
の
民
事
責
任
を
前
提
と
し
て
い
る
以
上
、

そ
の
責
任
を
確
定
で
き
な
い
ひ
き
逃
げ
に
つ
い
て
は
保
険
金
は
支
払
わ
れ
な

い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
事
態
を
な
く
す
た
め
に
は
、
責
任
保
険
で
は

な
く
被
害
者
の
た
め
の
災
害
保
険
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
ソ

速
で
は
そ
の
よ
う
な
提
案
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
無
保
険
率
が
存

在
し
う
る
よ
う
な
責
任
保
険
制
度
を
導
入
し
た
場
合
の
無
保
検
事
に
よ
る
交

〈
叩
品
)

通
事
故
の
被
害
者
に
つ
い
て
も
右
と
同
様
の
問
題
が
生
じ
る
。

と
こ
ろ
で
ソ
速
で
は
以
上
の
よ
う
に
自
動
車
責
任
保
険
が
未
だ
に
導
入
さ

れ
て
い
な
い
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
国
で
こ
れ
を
実
施
し
て
い
な
い

の
は
ソ
連
だ
け
で
あ
り
、
東
欧
社
会
主
義
国
で
は
全
て
強
制
自
動
車
責
任
保

険
が
実
施
さ
れ
て
い
認
。
責
任
保
険
導
入
支
持
者
は
こ
の
点
も
支
持
理
由
の

ひ
と
つ
に
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
支
持
者
が
提
案
す
る
責
任
保
険
制

度
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
東
欧
社
会
主
義
諸
国
の
現
行
制
度
が
か
な

り
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

〔

ω)

ポ
1
ラ
γ
ド
の
自
動
車
保
険
が
比
較
的
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

次
に
、
社
会
主
義
国
の
現
行
の
自
動
車
保
険
の
例
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
白

動
車
保
険
制
度
を
ご
く
簡
単
に
取
り
上
げ
、
ソ
連
で
提
案
さ
れ
て
い
る
自
動

(
幻
〉

車
保
険
一
と
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。

(
位
)

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
強
制
自
動
車
保
険
は
一
九
六
一
年
一
一
一
月
一
日
付
の
政
令

に
よ
り
、
翌
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
後
に
全
面
的
に
改
正

さ
れ
、
現
行
法
は
一
九
七
四
年
一
一
月
二
八
日
付
の
「
交
通
機
関
の
強
制
保

(
日
制
)

険
に
関
す
る
」
政
令
で
あ
る
。
こ
の
保
険
は
、
人
身
事
故
に
つ
い
て
は
二
つ

の
異
な
る
保
険
を
含
ん
で
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
人
身
に
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生
じ
た
損
害
に
対
す
る
災
害
保
険
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
車
両
の
占
有

者
お
よ
び
運
転
者
の
民
事
責
任
保
険
で
あ
る
〈
一
条
一
項
)
。
こ
れ
ら
の
保
険

の
対
象
と
な
る
車
両
は
、
車
両
登
録
規
則
に
よ
り
登
録
で
き
る
車
両
そ
の
他

法
定
の
車
両
で
あ
る
(
二
条
U

。
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
で
は
、
強
制
保
険
に
つ
い
て

〔

H
H
)

は
契
約
を
結
ぶ
必
要
は
な
く
、
そ
の
保
険
関
係
は
法
律
上
当
然
に
生
じ
る
。

従
っ
て
、
車
両
登
録
規
則
に
よ
り
登
録
で
き
る
車
両
そ
の
他
法
定
の
車
両
で

あ
れ
ば
実
際
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
災
害
保
険
お
よ

(
日
目
〉

び
責
任
保
険
の
対
象
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
判
断
す
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は

無
保
険
車
が
生
じ
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

責
任
保
険
に
つ
い
て
は
、
車
両
の
運
行
に
よ
り
財
産
や
人
身
に
対
し
て
損

ソ連における人身事故被害者の所得保障

害
を
与
え
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
車
両
の
占
有
者
・
運
転
者
の
民
事
責
任
が
こ

(
日
叩
)

れ
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
三
六
条
一
項
)
。
盗
難
車
を
運
転
す
る
泥
棒
の

民
事
責
任
も
こ
れ
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
、
加
害
車
両
や
そ
の
占
有
者
・
運

転
者
が
不
明
の
場
合
で
も
、
そ
の
運
転
者
・
占
有
者
の
民
事
責
任
が
明
ら
か

な
事
情
の
下
で
事
故
が
生
じ
た
の
で
あ
れ
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
園
内
に
お
い
て
外

(
付
則
〉

貨
内
閣
人
が
被
っ
た
肉
体
的
損
害
に
つ
い
て
は
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
(
一

六
条
二
項
U
o

保
険
者
の
責
任
は
加
害
者
の
負
う
責
任
と
等
し
く
(
一
七

条
)
、
積
極
的
損
害
と
逸
失
利
益
を
含
め
た
被
害
者
の
全
損
害
を
カ
バ
ー
す

(
錦
)

る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
判
断
す
る
だ
け
で
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
動
車
責

任
保
険
が
極
め
て
被
害
者
の
保
護
に
厚
い
こ
と
が
わ
か
る
。

責
任
保
険
の
給
付
と
加
害
者
の
責
任
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
一
九
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
保
険
者
が
加
害
運
転
者
に
求
償
権
を
行
使

す
る
の
は
、
運
転
者
が
故
意
、
酒
酔
い
、
無
免
許
で
事
故
を
起
こ
し
た
場

合
、
ま
た
は
、
犯
罪
に
よ
り
占
有
を
取
得
し
た
車
や
未
登
録
の
車
で
事
故
を

(

品

目

)

(

叩

)

起
こ
し
た
場
合
、
お
よ
び
車
の
従
属
占
有
者
が
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
に
限

ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
加
害
者
の
民
事
責
任
は
事
実
上
か
な
り
緩
め
ら
れ
て

お
り
、
自
動
車
事
故
加
害
者
の
無
過
失
責
任
は
い
わ
ば
重
過
失
責
任
に
転
換

し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
求
償
権
の
行
使
範
聞
を

狭
く
し
た
ま
ま
で
い
ら
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
も
交
通
事
故
を

予
防
す
る
機
能
を
一
定
限
度
は
果
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ソ
連
に
お
い

て
責
任
保
険
導
入
反
対
の
理
由
と
し
て
予
防
機
能
の
図
書
が
挙
げ
ら
れ
、
導

入
支
持
者
の
中
に
も
求
償
権
の
範
囲
を
広
げ
て
予
防
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

を
強
調
す
る
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ソ
連
で

は
こ
の
間
題
に
対
す
る
見
解
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
少
な
く
と
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
予
防
機
能
の
阻
害
を
理
由

(
日
)

に
被
害
者
の
保
護
を
拡
大
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
図
式
は
、
存
在
し
な
い
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
全
く
当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、
責
任
保
険
を
未
だ
に
導
入
し
て
い
な
い
ソ
連
の
立
法
当
局
に
は
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当
然
の
こ
と
と
は
見
え
な
い
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
ソ
連

に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
特
有
の
見
方
で
あ
り
決
し
て
社
会
主
義
法
に
固
有

の
見
方
で
な
い
こ
と
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
実
を
見
て
も
分
る
で
あ
ろ
う
。
同

じ
社
会
主
義
法
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
法
の
中
に
も
こ
の
よ
う

な
大
き
な
違
い
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

求
償
権
の
問
題
を
含
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
行
自
動
車
責
任
保
険
制
度
と

ソ
連
で
な
さ
れ
て
い
る
提
案
と
の
聞
の
類
似
点
を
探
し
出
す
の
は
極
め
て
容

易
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
ま
た
、
現
在
の
資
本
主
義
国
で
実
施
さ
れ

て
い
る
自
動
車
責
任
保
険
と
本
質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
違
っ
た
も
の
で
は
な

ぃ
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
の
社
会
主
義
国
の
現
行
制
度
に
一
示
唆
を
受
け
た
提
案
が

軒
を
並
べ
て
い
る
ソ
連
に
お
い
て
、
将
来
自
動
車
責
任
保
険
が
導
入
さ
れ
た

な
ら
〈
客
観
的
に
見
て
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
恩
わ
れ
る
)
、
現
行
の
社
会

主
義
国
の
制
度
に
類
似
し
た
制
度
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿

で
は
社
会
主
義
国
の
例
と
し
て
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
国
し
か
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
制
度
か
ら
予
想
す
る
限
り
、

将
来
の
ソ
速
に
お
け
る
自
動
車
責
任
保
険
と
現
在
の
資
本
主
義
国
に
お
け
る

自
動
車
責
任
保
険
と
は
似
た
よ
う
な
も
の
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し

て
、
交
通
事
故
の
被
害
者
の
救
済
方
法
と
し
て
、
そ
の
責
任
保
険
の
果
す
役

割
が
大
き
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
行
責

任
保
険
制
度
の
よ
う
に
、
責
任
限
度
額
が
な
く
、
無
保
険
事
が
発
生
せ
ず
、

ひ
き
逃
げ
の
被
害
者
に
対
し
て
も
保
険
金
の
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る

と
い
っ
た
優
れ
た
責
任
保
険
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
交
通
事
故
の
被
害
者
は

現
在
に
比
べ
て
飛
躍
的
に
厚
く
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
現
行
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
自
動
車
保
険
の
さ
ら
に
優
れ
て
い
る
点

は
、
責
任
保
険
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
な
い
損
害
を
カ
バ
ー
す
る
災
害
保
険
を

そ
の
中
に
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
す
ぐ
れ
た
責

任
保
険
を
も
っ
て
し
で
も
、
不
可
抗
力
に
よ
り
加
害
者
が
免
責
さ
れ
る
場
合

や
一
般
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
ひ
き
逃
げ
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
被
害
者
に
対

し
て
保
険
金
を
給
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
そ

う
い
う
場
合
で
も
、
被
害
者
に
対
し
て
災
害
保
険
か
ら
一
定
の
給
付
が
確
実

に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
災
害
保
険
に
よ
る
給
付
は
一
時
金
で
あ
る
。
事
故

の
日
か
ら
二
年
以
内
に
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
被
害
者
が
七
才
を
超
え

て
い
れ
ば
二
万
ズ
ウ
ォ
テ
ィ
が
、
七
才
以
下
で
あ
れ
ば
一
万
ズ
ウ
ォ
テ
ィ
が

そ
の
家
族
に
支
払
わ
れ
る
(
一
一
条
一
項
〉
。
同
じ
く
、
事
故
後
二
年
以
内
に

被
害
者
が
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
身
体
障
害

に
対
し
て
四
万
ズ
ウ
ォ
テ
ィ
が
支
払
わ
れ
、
そ
れ
よ
り
軽
度
の
障
害
に
対
し

て
は
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
右
の
額
を
減
額
し
て
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る

ハ
一
二
条
一
項
)
。
こ
れ
ら
の
給
付
は
一
時
金
で
あ
り
、
そ
の
金
額
も
大
き
く

北法32(4・158)944



(
凹
岨
)

は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
交
通
事
故
の
被
害
者
に
対
し
て
は
十
分

な
補
償
だ
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
給
付
が
加
害

者
の
民
事
責
任
と
は
無
関
係
に
被
害
者
保
護
の
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
の
補
償
制
度
と
し
て
よ
り
進
歩
し
た
形
を

目
ざ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ソ
速
で
な
さ
れ
て
い
る
提
案
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
災
害
保
険
を
導
入

し
よ
う
と
い
う
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
加
害
者
の
責
任
と
は
無
関
係
に

被
害
者
を
保
護
す
る
制
度
と
し
て
は
通
常
の
社
会
保
険
が
あ
る
か
ら
と
り
立

て
て
交
通
事
故
の
被
害
者
に
つ
い
て
特
別
の
災
害
保
険
を
実
施
す
る
必
要
は

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ソ
連
の
学
者
に
と
っ
て
は
社

ソ連における人身事故被害者の所得保障

会
保
険
ま
た
は
社
会
保
障
で
填
補
さ
れ
な
い
損
害
は
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て

カ
バ
ー
す
る
、
逆
に
言
え
ば
不
法
行
為
責
任
の
生
じ
な
い
所
で
は
社
会
保
障

制
度
の
み
が
機
能
す
る
と
い
う
考
え
が
動
か
し
が
た
い
前
提
と
な
っ
て
い
る

ょ
う
で
あ
る
。
社
会
保
障
と
民
事
責
任
と
は
、
お
互
い
補
い
合
い
な
が
ら
決

し
て
相
手
の
領
分
を
犯
さ
な
い
。
被
害
者
救
済
の
た
め
民
事
責
任
の
実
現
を

担
保
す
る
責
任
保
険
の
導
入
は
提
案
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
民
事
責

(
町
田
)

任
の
領
分
に
と
ど
ま
り
、
民
事
責
任
の
及
ば
な
い
不
可
抗
力
や
ひ
き
逃
げ
の

場
合
は
社
会
保
障
制
度
の
管
轄
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重
の
図
式
が
か
な

り
学
者
の
考
え
を
拘
束
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
交
通
事
故

の
被
害
者
を
救
済
し
た
い
と
い
う
動
機
が
あ
っ
て
責
任
保
険
の
導
入
を
強
く

提
案
し
て
も
、
そ
れ
は
同
じ
よ
う
な
フ
ォ
ン
ド
に
よ
る
交
通
事
故
被
害
者
の

た
め
の
災
害
保
険
の
導
入
と
い
う
考
え
と
は
結
び
つ
か
な
い
。
そ
れ
は
不
法

(
N
M
)
 

行
為
法
の
関
知
す
る
所
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ソ
速
に
お
い
て
も
災
害
保
険
と
い
う
概
念
は
あ
り
、
実
際
に
そ

(
応
〉

う
い
う
保
険
も
発
売
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
定
の
公
共
輸
送
機
関
の
乗
客

〈
白
川
)

の
た
め
の
強
制
旅
客
保
険
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
旅
客
保
険
は
明
ら
か

に
責
任
保
険
の
概
念
を
超
え
て
お
り
、
交
通
事
故
被
害
者
の
た
め
の
災
害
保

険
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
保
険
で
応
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
災
害
保
険
や
強

制
旅
客
保
険
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
損
害
の
範
囲
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で

(
貯
)

は
な
い
。
現
行
制
度
の
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
保
険
に
よ
る
補
償
は
あ
く
ま
で

も
補
足
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
補
償
の
中
心
を
な
す
の
は
あ
く
ま

で
も
社
会
保
障
制
度
と
不
法
行
為
責
任
で
あ
る
。
災
害
保
険
的
な
立
場
を
押

し
進
め
る
と
す
れ
ば
、
社
会
保
障
の
給
付
水
準
を
上
げ
る
の
が
一
番
の
近
道

で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
う
な
る
と
、
事
は
交
通
事
故
の
問
題
だ
け
に
は
と
ど
ま

ら
な
い
。
老
齢
年
金
を
含
め
、
社
会
保
障
制
度
全
体
に
わ
た
る
改
正
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
大
仕
事
を
な
す
た
め
に
は
極
め
て
多
く
の
困
難
な
問

題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
交
通
事
故
被
害
者
の

た
め
の
責
任
保
険
導
入
の
難
し
さ
の
比
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
中
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ソ連における人身事故被害者の所得保障
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品
。
・
彼
ら
は
、
無
過
失
責
任
の
刺
激
的
機
能
を
二
応
は
認
め
な
が
ら

も
、
そ
れ
が
限
定
的
に
の
み
働
く
こ
と
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
企
業

に
対
し
て
は
、
安
全
技
術
の
発
展
を
刺
激
す
る
と
い
う
点
で
無
過
失
責

任
は
刺
激
的
機
能
を
果
し
う
る
が
、
自
分
の
力
で
安
全
技
術
を
発
展
さ

せ
て
事
故
を
減
ら
す
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
自
動

車
占
有
者
に
対
し
て
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で
の
刺
激
的
機
能
は
働
か
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
無
過
失
責
任
の
刺
激
的
機
能
を
右
の
よ
う
な
意

味
で
と
ら
え
る
限
り
で
は
、
こ
の
主
張
は
正
し
い
と
い
え
よ
う
。
刺
激

的
機
能
の
意
味
を
よ
り
広
く
と
ら
え
て
も
、
高
度
危
険
源
を
扱
う
企
業

と
個
人
と
で
は
、
無
過
失
責
任
の
刺
激
的
機
能
の
働
く
度
合
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
(
の
冨
・
司
白
岡
沼
E
b
o田
E
4
J
0
・円

-E・)。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
西
側
で
も
同
じ
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
。
吋
己
目
に
よ
れ
ば
、
商
品
を
生
産
す
る
企
業
や
、
危
険
を
自
ら
作

り
出
し
て
い
る
個
人
(
家
屋
所
有
者
な
ど
)
と
い
っ
た
、
事
故
の
発
生

条
件
を
変
え
る
力
を
持
つ
者
に
対
し
て
は
無
過
失
責
任
は
強
力
な
阻
止

機
能
を
持
つ
が
、
そ
れ
以
外
の
個
人
に
対
し
て
は
お
そ
ら
く
そ
う
い
う

効
果
を
持
た
な
い
と
さ
れ
る
。
但
し
、
企
業
等
が
、
危
険
の
排
除
よ
り

そ
の
負
担
の
方
が
安
価
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
企
業
に
つ
い
て

も
回
止
機
能
は
働
か
な
い
と
し
て
、
こ
の
機
能
に
留
保
を
付
し
て
い
る

(
〉
・
、
H，ロロ
P
H
E
Rロ
丘
町
ロ
曲
目
開
ロ
ロ
uB-o胃
L

E

C

向。
c百
四
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円
三
宮
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S
2・
]
M

・
S
・〉。

と
こ
ろ
が
、
玄
O
A
T
A
T
巾
は
、
個
人
に
対
し
て
も
安
全
技
術
促
進
と
い

う
意
味
で
の
刺
激
的
機
能
を
無
過
失
責
任
は
有
す
る
と
す
る
。
彼
は
、

新
技
術
に
対
応
し
た
安
全
技
術
が
完
成
す
る
に
は
ま
ず
実
際
に
そ
の
新

技
術
を
使
っ
て
み
な
け
れ
ば
ど
こ
が
危
険
か
は
っ
き
り
わ
か
ら
ず
安
全

技
術
を
発
展
さ
せ
よ
う
が
な
い
か
ら
、
そ
の
使
用
過
程
で
消
費
者
も
登

場
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
こ
で
消
費
者
に
損
害
賠
償
責

任
が
負
わ
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
そ
の
新
技
術
に
対
す
る
需
要
が
減
る

か
ら
、
間
接
的
に
生
産
者
に
対
し
て
も
安
全
技
術
促
進
機
能
が
働
く
こ

と
、
を
理
由
に
、
技
術
製
造
者
で
な
く
個
人
た
る
消
費
者
に
無
過
失
責
任

を
課
し
て
も
刺
激
的
機
能
は
働
く
と
主
張
す
る
よ
う
で
あ
る

(xoee巾

」印
u

内

-Hg・
〉
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
個
人
に
無
過
失
責
任

を
課
す
こ
と
は
説
得
力
を
欠
く
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

(
H
)
穴
宮
内
白
田
』
国
民

o
p
n
-
E
M
U
℃
白
同
富
田
』

O
E
4
d
o・円
-EU
沼
田
旬
巾
富
山

イ
ゲ
円
・

8
山口
H
Z
F由
民
国

O
田

P
口・

2
・
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
加
害
者
が
無
過

失
の
場
合
の
損
害
賠
償
義
務
は
、
伝
統
的
な
過
失
責
任
と
は
全
く
異
な

る
も
の
で
、
被
害
者
の
財
産
状
況
を
回
復
す
る
た
め
の
特
別
の
法
制
度

で
あ
り
、
過
失
が
な
い
場
合
に
は
「
責
任
」
は
生
じ
な
い
と
さ
れ
る
。

(
穴
℃
白

g回
』

5
8回
二

-EH一
三
白
旬
巾
国

Z
J
y
n
-
B咽
臼
ど
ロ
宮
冨
回
目
。
国

mr

n
・
8
・
)
無
過
失
の
高
度
危
険
源
占
有
者
の
負
う
損
害
賠
償
義
務
は
、

社
会
主
義
的
所
有
権
の
救
済
か
ら
生
じ
る
損
害
賠
償
義
務
〈
基
礎
九
五

条
)
や
社
会
保
険
機
関
・
国
営
保
険
局
の
保
険
金
支
払
義
務
な
ど
と
同

様
、
「
責
任
」
と
は
異
な
っ
た
性
質
を
持
つ
義
務
な
の
で
あ
る
(
云
自

g出

J
r
n
-
s
a・
)
。
無
過
失
責
任
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
そ
の

機
能
も
救
済
債
務
や
保
険
債
務
と
同
じ
よ
う
に
補
償
機
能
を
第
一
と
す

北法32(4・161)947
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る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
(
な
お
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
「
無
過

失
責
任
」
と
い
う
こ
と
ば
は
形
容
矛
盾
と
な
り
、
こ
れ
を
無
過
失
損
害

賠
償
義
務
と
で
も
言
い
変
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
日
本
で
の
慣
用
に
従

い
、
加
害
者
が
無
過
失
の
場
合
の
損
害
賠
償
義
務
を
以
下
で
も
「
無
過

失
責
任
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

0
1

(
日
)
(
守
白
勺
同
民
自
民
国
富
・
}
ハ
-
u

の
回
。
。
。
h
白田
O』
E
E
5
-
u
E
h
E
E向巾円目白岡田。司回巾・

月
日
g
z
o
n
H
r
-
-
-
i∞巾門叶
E
E
R
3。円
R
O国
民
O「
O
U記
5

4
円民叶
2
p

s
g姐
の
巾
吉
田
《
コ
勺
同
国
O
Y
Z
H
W
円・
5
u
玄
g
g
z
・3

・
n・
8
・こ

こ
で
は

3
2
2国
は
、
加
害
者
無
過
失
の
場
合
に
も
高
度
危
険
源
責

任
は
事
故
の
可
能
性
を
な
く
す
よ
う
に
安
全
技
術
の
発
展
を
刺
激
す
る

と
主
張
す
る
「
無
過
失
責
任
」
論
者
に
反
論
し
て
、
そ
の
よ
う
な
主
張

は
ま
さ
に
「
過
失
責
任
」
を
述
べ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
高
度
危
険
源
占
有
者
が
事
故
を
な
く
す
可
能
性
を
持
っ

て
い
た
の
に
実
際
は
そ
う
し
な
か
っ
た
な
ら
、
彼
は
過
失
に
基
づ
く
責

任
を
負
う
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ら

法
の
刺
激
的
機
能
な
ど
働
く
余
地
は
な
い
と
い
う
。

ハ
v
m
)

こ
の
説
の
支
持
者
は
、
危
険
原
理
と
過
失
原
理
の
区
別
と
い
う
点
を

さ
ら
に
押
し
進
め
、
危
険
原
理
に
基
づ
く
賠
償
の
場
合
に
は
実
際
の
損

害
を
賠
償
す
れ
ば
足
り
る
が
、
過
失
原
理
に
基
づ
い
て
加
害
者
の
「
責

任
」
を
問
う
場
合
に
は
、
実
損
害
の
補
償
に
加
え
て
、
一
定
額
を
罰
金

と
し
て
加
害
者
に
支
払
わ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る

(コ
2a℃。回

E
・E
・
-
)
内
田
市
》
回
目
叶
巾
℃
田
宮
巾
占
何
百
，
E
門
司
白
出
向
泊
由
民
門
町
内
。
ロ
匂
同
国
O
E

回
O即

C
吋国内
4
2，国内
Z
Z
O円、
H，E
・1
l
|叱岡山町民
E
巾印白口出向リ
R
E
∞
Z
X甲山の
ω
・

回目出口
-M0・
三
-wH甲山
10u
円
・
印
甲
山
〉
A
g
g
z
Jゲ
円
・
ω印
h
E
E冨回目。国也、

円・

S
I
S
-
)
。

(
げ
)
℃
白
出
自
民
旬
。
田
宮
岡
山

dow
円・

5
山
富
田
旬
巾
E
d
H・
円
-
g
u
切

g
回目向。回白

J
N
w
n
-
M
O
u
z
o
ω
L
H℃回目
o
p
n・叶印

〈
叩
出
)
℃
白
一
円
玄
国
旬
。
国
民
占

J
0・
円
-

H

印・

(
叩
)
コ
』
巾
巨
開
。
回

d
0・円-∞∞・

(
却
)
ロ
』
2
回目。回

d
c噂
円
-
H
O
ω
5
ι
・

(
幻
)
〉
℃
吋
mv由『巾回
H
コ
O己
O回国民凶由民
F
n
-
ω
u
p
A
g
m国
E
W
E
-
円・

8
u
コ』巾目

日
目
。
回
〉
・
口
-w
。叶
ahv向同
O回白司民角川「
hue同
h
白白内町内向)位。叶回巾叶門叶国内印刷出向。門叶国

室
内
阿
国
国
民
ωEhuo回由民
Z
E
H
門司
m
h門叶国

4-u同国内ロ
ohu吋回
-
-
-
-
e
E出
血
国
内
宮

の
の
の
同
J
5
2・
Z
品切円
-
a
u
E
5
5
8
2
J
0・
2
丘
三
S
E
E
-

円
-M印
印
回
日
町
一
〉
旬
角
川
目
的
円
巾
巾
p
n・印也山由〈
u
ζ
5
8
p
n・
5
0
u
Z
S
G向、
HAw-

E
R
o
p
円・印
ωU
〉
E
司巾巾
p
n
-
A
H
0・

(
詑
)
三
O口
LhHAWF
円
-M印
白
山
}
〈
山
〉
副
民
間
向
。
タ
円
-HO印
1
H
o
m
U
2
5
0肉、吋何回目
o
p

内
-
E
u
コ
』
巾
巨
同
向
。
回

d
p
円
-HON-

(幻

)
Z
S
G向、同巾
5
8
p
n
-
E
-
3
0吋
広
』
巾
国
お
よ
び
穴
uミ
H
5
8回
は
加
害

者
救
済
の
必
要
性
を
強
調
し
て
、
上
記
列
挙
事
由
以
外
の
ケ

1
ス
は
、

加
害
者
に
重
過
失
が
あ
っ
て
も
求
償
権
の
行
使
は
認
め
る
べ
き
で
な
い

と
す
る
(
三
c
目
S
E
w
n
-
M
M印
山
田
〈
で
阿
国
民
o
p
n
-
H
B
I
H
S
-

(

川

此

)

切

o
b
o巨
S
F
円

-AH・

(
お
〉
こ
の
ほ
か
に
、
求
償
額
を
五

O
Oル
l
ブ
リ
に
制
限
す
る
と
い
う
案

が
保
険
局
の
専
門
家
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
コ
』
巾
四
回
目
。
国
は
、

加
害
者
の
財
産
事
情
は
裁
判
所
の
方
で
考
慮
す
る
か
ら
、
求
償
額
を
制
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《品目で曲目出ロ司帥局内
O

帥同凶作
D
5
0
2
r
o
E紅
白
再
三
司
巾
巾
ロ

H
M
D
F
間口巾

E

hvc~ghMmd
ミ
ミ
さ
も
ミ
d
h
p
z
c
ω
¥品
(
日
目

¥
ω
M
Y
H
G寸
町
咽

U
3
1
2
u

〉・

ωN司戸口問
F

F
・-ロハ凶冊目ロ町田昨日
0
ロ
仏
2
三
n
t
B
P
M
回
目
n
n
広巾
HMH
国内】巾

H
P
同O
E
Z

巾ロ
L
円。一円旬。一
C

口同一回よ見。ぜ
Nhhw
凡
芯
芯

3
N
R
H
H
E
ミ
お
な
丸
町
、
wdhH

S
ミ
町
、
俗
、
郎
、
日
∞
・
〉
ロ
ロ
b
p
H
叩寸白・

m
H

寸H
・
お
よ
び
、
前
註
の
論
文
か
ら

l
f
こ。

4
4
'
4
i
 

ハ担

)
O
N
C・・
3
2・
2
円
-a-
ロ
ON
臼戸

(川崎〉

U
N
C
-
-
5
2・
2
円
・
品
目
・
宮
N
-
M
2・
こ
れ
は
さ
ら
に
、
一
九
七
五

年
八
月
二
二
日
付
政
令

(
U
N
-
C
E
W
5
3・
Z
円・

8
・廿
CN-
回
目
。
・
)
お
よ

び
一
九
七
八
年
一
月
二

O
日
付
政
令

(
O
N
C
L由

a・
2
円
グ

-VON-H
・)

に
よ
っ
て
一
部
改
正
さ
れ
た
。

(
川
叫
)
一
九
五
八
年
一
一
一
月
二
日
法
三
条
二
項

(
U
N
d
-
E
a
-
Z司E
寸M
-

M
U
O
N
-

日目、円〉。

(
日
制
)
〉
・
巧
』
百
円

2-nN句
。
、
・
門
戸
、
匂
∞
叩
・

(

M

叩
)
ソ
述
で
の
拠
案
と
兵
な
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
行
法
で
は
、
資
力
に

問
題
の
な
い
国
家
、
国
営
企
業
、
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
て
も
等
し
く

強
制
自
動
車
保
険
が
適
用
さ
れ
る
(
円
h
ω
N宮

S
F
冬・円九円二
-v
・
g-)。

(
円
引
)
外
貨
内
国
人
会
円
と
D
主
巾
口

P
1
8唱
己
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
ド
ル
な

ど
の
外
貨
で
収
入
を
ね
て
い
る
内
国
人
を
い
う
。
外
国
人
と
結
婚
し
白

ら
は
収
入
を
得
て
い
な
い
妻
、
外
国
に
い
る
鋭
か
ら
の
仕
送
り
で
生
活

す
る
子
供
、
若
い
頃
外
国
で
働
い
て
外
国
で
の
年
金
受
給
権
を
得
て
、

現
在
そ
の
年
金
の
送
金
を
受
け
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
暮
ら
し
て
い
る
老
人

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

NV3守

(
川
叩
〉
〉
・
毛
色

2
山口
N
-

局、・円

~rq-念・

(
川
叩
)
従
属
占
有
者
(
宮
山
包
含
Q
S
-四
位
己
と
は
、
用
益
権
者
、
質
権
者
、

賃
併
入
、
ま
た
は
他
人
の
物
に
対
す
る
一
定
の
支
配
と
結
び
つ
い
た
そ

の
他
の
権
利
の
保
有
者
と
し
て
物
を
現
実
に
支
配
す
る
者
を
指
す
。
こ

れ
は
、
所
有
者
と
し
て
物
を
現
災
に
支
配
す
る
独
立
占
有
者
守

gua

念
n
N
8
5
0
U
5
5
と
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
(
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
法
典

ゴ
一
三
六
条
参
照
U
。

(
印
)
但
し
、
設
録
証
名
義
人
の
配
偶
者
や
、
名
義
人
の
扶
養
す
る
そ
の
他

の
近
税
者
が
従
属
占
有
者
の
場
合
は
、
求
償
権
は
行
使
さ
れ
な
い
(
一

九
条
一
項
四
号
後
文
)
。

(
日
)
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
高
度
危
険
涼
支
任
が
交
通
事
故
に
対
し

て
適
用
さ
れ
る
ハ
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
法
典
四
三
五
条
、
四
三
六
条
一
一
頃
)
。

そ
し
て
、
そ
の
第
一
の
機
能
は
、
交
通
機
関
唯
一
す
の
高
度
危
険
源
の
使
用

技
術
を
よ
り
完
全
に
す
る
た
め
の
刺
激
を
与
え
る
と
い
う
点
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
(
回
白
司
5
s
h
o
p
-
o
q
O叶回
2

2回巾
5
5
2
E

口。

「
官
民
h
白
z
n
E
Z
U
H
ロ
司
自
同
・
三
-
u

コ
吉
召
巾
円
円
切
巴
芯
u

円・

5
・
Y
こ
の

点
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
ソ
述
と
変
ら
な
い
。
し
か
し
、
危
険
責
任
の

こ
の
よ
う
な
基
礎
付
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
責
任
保

険
ば
損
害
賠
償
責
任
を
強
化
す
る
も
の
だ
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
る

2
2
出

F
円・

ω
5・
Y
こ
の
点
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ソ
速
の
現
行
制

度
と
明
ら
か
に
異
な
る
考
え
方
が
と
ら
れ
て
い
る
。

(
位
)
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
化
部
門
の
労
働
者
・
職
只
の
平
均
賃
金
は
一
九

七
九
年
で
ひ
と
月
当
た
り
五
一

O
Oズ
ウ
ォ
テ
ィ
で
あ
っ
た
ハ
の
ロ
マ
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ソ連における人身事故被害者の所得保障

叶国内

-H，

Ed巾円相内相自由巾
U

良巾『

OLHZER
円、司司由民

i」
b
m
図
。
回
。
。
田
市
、
吋
白

ω貝
OEO-

富
国
占
巾
円

RO耳
切

S
E
F
8ロ
o
z
o
E国・

5
8・
玄
-
w

の
叶
国
吋
民

2
5
S
L∞∞。岨

n
・
岳
町
・
〉
。

(
閉
山
)
ロ
』
巾
阿
国
国
内
O
固
に
よ
れ
ば
、
不
可
抗
力
の
場
合
は
民
事
責
任
が
発
生
し

な
い
か
ら
責
任
保
険
に
よ
る
損
害
填
補
は
な
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
損
害
は
他
の
国
営
保
険
で
カ
バ
ー
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
い
う

(
コ
認
出
回
目
。
回

d

0
・
円
・
由
0
・)。

(
M
〉
但
し
、
註
(
犯
)
参
照
。

(
回
)
匂
同
hmHMw-no
』
よ
寸
司
白
浜
』
白
2
2
8巾
ω
2
8
z
o
h白ヨ
ω旬「円、吋回
0
・
円
-
∞
∞
印
i

∞
お
・
こ
の
一
般
的
な
災
害
保
険
の
ほ
か
に
、
特
殊
な
災
害
保
険
(
他
人

の
た
め
の
災
害
保
険
)
と
し
て
、
企
業
・
施
設
・
団
体
の
負
担
に
よ
る

従
業
員
保
険
が
あ
る
(
の

Z
-
E
言
E
O回
白
戸
泊
-
w

。
吋
官
民
自
由
民
国
巾

渓
5
5
r
u
h
o吉
田
『
出
国
民
玄
可
員
巾
円
叶
回
目
弓
白
浜
』
由
民

-PA--5宮
、
同
-

hHE4・W
5
8・
円

-
a
i印
叶
・
)
。
ま
た

E
E
5
2
0
E
は
ス
ポ
ー
ツ
事
故
な

ど
の
た
め
の
災
害
保
険
の
導
入
も
提
案
し
て
い
る
(
の
玄
・

E
5
S
E
E

n-
斗
斗
l
l

∞。)。

(
回
)
叱
町
内
包
-
円

04・・「司白出向
LH由民円回向。巾
U

白目。出
o
h国史伊国「円、同国
0・円・∞
O
叶1

∞O
由・

(
閉
山
)
一
般
の
災
害
保
険
の
保
険
金
額
は
原
則
と
し
て
五

O
O
Oル
i
ブ
リ

以
下
で
あ
り
、
企
業
等
の
負
担
に
よ
る
従
業
員
保
険
で
は
四

O
O
I六

O
Oル
l
ブ
リ
程
度
の
保
険
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

お冨
-
E
E
E
g
p
n
-
H
2
l
H
a
-
Y
強
制
旅
客
保
険
の
保
険
金
額

は
三

O
Oル
l
ブ
り
で
あ
る
(
強
制
旅
客
保
険
規
則
四
条
)
。

さ
し
当
り
の
ま
と
め
帥

交
通
事
故
の
被
害
者
は
、
加
害
者
が
資
力
の
あ
る
団
体
で
あ
れ
ば
、
不
法

行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
現
実
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
保
障
給
付

と
合
わ
せ
て
逸
失
賃
金
の
完
全
な
賠
償
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

個
人
的
車
両
所
有
者
が
増
え
て
来
た
今
日
で
は
、
加
害
者
の
無
資
力
に
よ
り

現
実
に
は
不
法
行
為
法
に
よ
る
賠
償
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
l
ス
が
増
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
多
く
の
学
者
・
実
務
家
に
よ
っ
て
自
動
車
強
制
支
任
保
険
の

導
入
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
ソ
連
で
は
未
だ
に
こ
れ
は
導
入
さ
れ

て
い
な
い
。
導
入
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
は
、
今
ま
で
は
個
人
的
車
両
占
有

者
の
数
が
少
な
く
、
被
害
者
が
賠
償
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
i
ス
が
余
り
な
か

っ
た
こ
と
ハ
消
極
的
理
由
)
と
、
責
任
保
険
の
導
入
に
よ
り
民
事
責
任
の
予

防
的
機
能
が
損
な
わ
れ
て
事
故
が
増
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
ハ
積
極
的
理
由
〉
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
前
者
に
つ
い
て
は

今
や
事
情
が
変
っ
て
来
て
お
り
後
者
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
学

者
・
実
務
家
の
多
く
が
批
判
し
て
お
り
、
他
の
社
会
主
義
諸
国
の
現
状
か
ら

~t法32(4 ・ 165)951

見
て
も
、
自
動
車
責
任
保
険
が
導
入
さ
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
ソ
連
の
交
通
事
故
被
害
者
の
救
済
シ
ス
テ
ム
は

現
在
の
資
本
主
義
国
の
多
く
と
本
質
的
に
は
変
ら
な
い
も
の
に
な
る
は
ず
で
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あ
る
。
責
任
保
険
を
超
え
て
交
通
事
故
被
害
者
の
た
め
の
災
害
保
険
を
導
入

し
た
り
、
現
行
社
会
保
障
の
給
付
水
準
を
大
幅
に
上
げ
る
と
い
っ
た
提
案
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
実
に
も
そ
う
い
っ
た
方
法
を
実
現
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
責
任
保
険
の
導
入
に
よ
っ
て
、
ソ
連
の
交
通
事
故
に
よ
る

人
身
損
害
補
償
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
不
法
行
為
法
の
果
す
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。

結
び
に
代
え
て

」
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
現
在
、
不
法
行
為
法
が
人
身
損
害
補
償

制
度
に
お
い
て
果
す
役
割
は
、

ソ
連
に
お
い
て
も
十
分
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
将
来
的
に
も
そ
れ
が
今
よ
り
小
さ
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
ソ
連
に
お
い
て
本
来
あ
る
べ

き
姿
で
は
な
く
、
仮
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も
、
今
や
ソ
連
社
会
に
定
着
し
た
安
定
的
な
状
態
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
最
後
に
現
在
に
至
る
ま
で
の
ソ
速
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
と
不
法
行

〔

lυ

為
法
の
歴
史
を
ご
く
簡
単
に
振
り
返
っ
て
こ
の
質
問
に
対
す
る
何
ら
か
の
手

が
か
り
を
引
き
出
し
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

前
に
も
述
べ
た
が
、

レ
l
ニ
ン
の
労
働
者
保
険
綱
領
に
よ
れ
ば
、
彼
が
理

想
と
し
て
い
た
労
働
者
保
険
は
、
労
働
者
が
労
働
能
力
を
失
う
全
て
の
場
合

に
賃
金
の
全
額
が
補
償
さ
れ
る
国
営
労
働
者
保
険
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

保
険
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
被
害
者
が
労
働
者
の
場
合
は
、
人
身

事
故
に
よ
る
所
得
補
償
の
手
段
と
し
て
不
法
行
為
法
の
機
能
す
る
余
地
は
な

く
な
る
。
実
際
に
革
命
の
直
後
に
公
布
さ
れ
た
「
社
会
保
険
に
関
す
る
政
府

(
2
)
 

通
達
」
に
よ
っ
て
将
来
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
社
会
保
険
の
内
容
は
、

右
の
労
働
者
保
険
綱
領
と
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
補
償
の

範
囲
は
こ
れ
よ
り
拡
大
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
社
会
保
険
の
適
用
さ
れ
る
べ
き

人
の
中
に
は
賃
金
労
働
者
の
ほ
か
に
都
市
お
よ
び
農
村
の
貧
困
者
も
含
ま

れ
、
ぎ
た
、
補
償
さ
れ
る
額
は
少
な
く
と
も
稼
得
賃
金
の
全
額
と
さ
れ
、
賃

金
を
超
え
る
金
額
の
補
償
の
可
能
性
さ
え
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
ソ

連
社
会
は
こ
の
通
達
を
直
ち
に
そ
の
ま
ま
実
現
で
き
る
よ
う
な
状
況
に
は
な

か
っ
た
が
、
こ
の
通
達
の
理
念
に
従
っ
て
い
く
つ
か
の
社
会
保
険
関
係
の
法

令
、
か
採
択
さ
れ
た
。
さ
ら
に
戦
時
共
産
主
義
の
時
期
に
お
い
て
、
以
後
数
年

間
に
測
定
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
社
会
保
障
制
度
の
基
礎
と
な
っ
た
重
要
法
令
た

(
3〉

る
「
勤
労
者
社
会
保
障
規
程
」
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
生
存
の

源
泉
が
他
人
の
労
働
の
搾
取
で
な
く
、
自
分
自
身
の
労
働
だ
け
で
あ
る
全
て

の
者
」

(
二
条
一
一
規
)
に
対
し
て
、
発
生
の
原
因
を
問
わ
ず
、
労
働
不
能
に

よ
る
生
存
手
段
の
一
時
的
喪
失
ま
た
は
恒
久
的
喪
失
の
場
合
に
社
会
保
障
に
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よ
る
所
得
補
償
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
補
償
額
は

一
時
的
労
働
不
能
に
対
す

る
手
当
金
が
通
常
の
場
合
は
被
害
者
の
賃
金
全
額
(
一
四
条
)
、
完
全
な
恒

久
的
労
働
不
能
に
対
す
る
年
金
が
通
常
手
当
の
日
額
の
二
五
倍
で
あ
っ
た

ハ
一
八
条
〉
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
通
常
手
当
と
は
、
被
害
を
受

け
た
当
該
労
働
者
の
実
際
の
賃
金
で
は
な
く
被
害
者
の
住
む
地
方
で
社
会
保

障
に
付
さ
れ
る
べ
き
者
の
平
均
賃
金
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
(
九
条

項
)
。
つ
ま
り
こ
の
規
程
に
よ
れ
ば
、
年
金
に
よ
っ
て
填
補
さ
れ
る
賃
金
額

は
、
労
働
能
力
の
完
全
喪
失
の
場
合
で
も
必
ず
し
も
逸
失
賃
金
の
全
額
で
は

な
く
、
時
に
は
年
金
で
填
補
さ
れ
な
い
逸
失
賃
金
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す

で
に
革
命
後
一
年
に
し
て
、
レ

l
ニ
ン
の
賃
金
全
額
補
償
の
原
則
は
く
ず
れ

ソ連における人身事故被害者の所得保障

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
勤
労
者
社
会
保
障
規
程
に
は
遺
族
年
金
に
関
す
る
定
め
は
合

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
遺
族
年
金
は
一
九
一
九
年
八
月
二
八
日
の
布
告
に
よ

ハ
4
〉

っ
て
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
補
償
額
は
、
扶
養
者
の
死
亡
の
原
因
を
問

わ
ず
、
遺
族
が
一
人
の
と
き
は
当
該
地
方
の
最
低
賃
率
額
(
最
低
賃
金
)
の

六

O
パ
ー
セ
ン
ト
、

二
人
の
と
き
は
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
人
以
上
の
と
き

(
5
)
 

は一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
遺
族
年
金
の
場
合
、
ど
の
程
度
の
賃
金

比
率
な
ら
損
害
の
全
て
を
補
償
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
は
障
害
年
金
の
場
合

ほ
ど
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
扶
養
老
の
実
際
に
得
て
い
た
賃
金
で
は

な
く
、
当
該
地
方
の
最
低
賃
金
を
算
定
の
基
準
と
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
お

そ
ら
く
必
ず
し
も
損
害
の
全
額
は
補
償
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

も
ν
I
ニ
ン
の
原
則
は
修
正
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

当
時
の
不
法
行
為
法
の
状
況
が
ど
う
だ
つ
た
の
か
に
つ
い
て
正
確
な
情
報

は
得
て
い
な
い
が
、
レ

l
ニ
ン
は
、
私
的
な
権
利
侵
害
に
基
づ
く
訴
訟
を
市

民
に
許
す
こ
と
は
真
の
社
会
主
義
制
度
に
そ
む
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
不

ハ
6
)

法
行
為
法
の
存
在
も
認
め
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
こ
の
時
期
の
人
身
損
害
補
償
シ
ス
テ
ム
は
完
全
に
社
会
保
障
化
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
状
況
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

革
命
前
後
の
内
戦
と
干
渉
戦
の
時
代
を
過
ぎ
、
経
済
復
興
の
た
め
に
一
定
の

資
本
主
義
的
要
素
を
認
め
た
ネ
ッ
プ
の
時
代
に
は
い
る
と
、
他
の
実
定
法
と

並
ん
で
民
法
も
制
定
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
不
法
行
為
法
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
旧
民
法
の
中
で
、
人
身
損
害
に
関
し
て
は
す
で
に
現
行
法
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
労
災
の
場
合
の
保
険
料
払
込

義
務
者
た
る
加
害
企
業
の
責
任
を
除
き
、
加
害
者
は
社
会
保
険
に
よ
っ
て
填

補
さ
れ
な
か
っ
た
被
害
者
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
社
会
保
障
に
よ
る
賃
金
全
額
補
償
の
原
則
は
ど
う
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
限
り
民
法
に
よ
る
賠
償
は
不
必
要

な
は
ず
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
保
障
制
度
の
詳
細
を
こ
こ
で
述
べ
る
こ
と
は
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で
き
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
述
べ
た
文
献
に
よ
れ
ば
、
ネ

ッ
プ
期
に
お
い
て
も
賃
金
全
額
補
償
の
原
則
は
制
限
さ
れ
て
お
り
年
金
は
必

(
7
)
 

ず
し
も
逸
失
賃
金
の
全
額
を
補
償
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
年
金
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
所
得
水
準
は
必
ず
し
も
賃
金
の
全
額
で
は

な
く
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
当
該
発
展
段
階
で
形
成
さ
れ
た
市
民
の
欲
求
充
足

(
8
)
 

水
準
に
応
じ
た
も
の
に
す
る
と
い
う
原
則
が
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た
。
従
つ

て
、
年
金
で
填
補
さ
れ
な
い
損
害
を
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
填
補
す
る
必
要

が
こ
の
時
期
で
す
で
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
重
構
造
、

複
線
型
補
償
シ
ス
テ
ム
は
今
日
に
到
る
ま
で
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
態
は
、
一
見
す
る
と
、
社
会
保
障
に
よ
る
賃
金
全
額
補
償
の
原
則

を
掲
げ
た
レ
l
ニ
ン
の
教
え
に
反
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ソ
連
の

社
会
保
障
法
学
者
に
よ
れ
ば
、

レ
l
ニ
ン
の
こ
の
原
則
は
賃
金
の
額
が
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
欲
求
を
満
た
す
の
に
や
っ
と
足
り
る
だ
け
し
か
な
か
っ
た
当
時

の
経
済
条
件
の
下
で
定
式
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
で
は
賃
金
の
額

は
右
の
よ
う
な
水
準
を
超
え
て
お
り
、
賃
金
の
一
部
し
か
補
償
し
な
く
と
も

市
民
の
物
質
的
・
精
神
的
要
求
を
満
た
す
の
に
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
レ

I
ニ
ン
の
原
則
は
今
日
で
は
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
必

(
9
)
 

要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
行
制
度
で
も
所
得
の
少
な
い
者
に
対
し

て
は
賃
金
全
額
の
補
償
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
必
ず
し
も
全
て
の
場
合
に

賃
金
の
全
額
に
当
る
補
償
を
行
わ
な
く
て
も
レ
l
ニ
ン
の
原
則
に
そ
む
く
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
年
金
水
準
が
ソ
連
市
民

の
物
質
的
・
精
神
的
要
求
を
満
た
す
の
に
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
は
き
わ
め

て
疑
問
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
必
ず
し
も
逸
失
賃
金
の
全
額
を
填

補
す
る
わ
け
で
は
な
い
現
在
の
年
金
制
度
は
ネ
ッ
プ
期
以
来
正
当
な
も
の
と

さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
年
金
制
度
を
前
提
と
し
た
現
在
の
複
線
型
補
償

制
度
は
仮
の
制
度
な
ど
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
も
理
論
的
に
も
十
分
な
根
拠

を
持
っ
た
確
固
た
る
制
度
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
将
来
に
お
い
て
年
金
法
の
果
す
役
割
が
増
加
す

る
可
能
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
定
の
場
合

に
し
か
逸
失
賃
金
の
全
額
を
補
償
し
な
い
現
行
年
金
制
度
を
十
分
な
も
の
と

考
え
て
い
る
社
会
保
障
法
学
者
ア
ン
ド
レ
l
エ
フ
で
さ
え
、
賃
金
の
上
昇
に

伴
っ
て
将
来
に
お
い
て
年
金
と
賃
金
の
比
率
を
定
期
的
に
再
検
討
す
る
必
要

を
認
め
、
さ
ら
に
は
、
原
則
と
し
て
賃
金
金
額
を
補
償
す
る
制
度
に
段
階
的

(叩〉

に
移
行
さ
ぜ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る
。
ア
ン
ド
レ
l
エ
フ
が
こ
の

提
案
を
し
た
時
点
か
ら
す
で
に
一

O
年
経
ち
、
そ
の
問
、
労
働
者
・
職
員
の

平
均
賃
金
は
月
当
た
り
=
二
ル
l
プ
リ
か
ら
一
七

O
ル
l
プ
リ
以
上
に
上

昇
し
、
率
に
し
て
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
増
え
て
い
る
。
従
っ
て
彼
の
主

張
は
今
日
で
は
一
一
層
説
得
力
を
持
つ
わ
け
だ
が
、
年
金
と
賃
金
の
比
率
は
今
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(
日
)

日
に
至
る
ま
で
本
質
的
に
は
変
化
し
て
い
な
い
。
現
行
の
年
金
制
度
が
続
く

限
り
、
平
均
賃
金
の
上
昇
に
伴
っ
て
、
被
害
者
に
対
し
て
社
会
保
障
制
度
か

ら
な
さ
れ
る
補
償
の
割
合
は
全
体
的
に
見
れ
ば
ま
す
ま
す
小
さ
く
な
っ
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

実
際
に
も
、
現
在
の
ソ
連
経
済
の
ひ
ど
い
状
態
を
考
え
れ
ば
、
今
日
の
ソ

速
で
社
会
保
障
関
係
の
予
算
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
だ

ろ
う
。
企
業
や
コ
ル
ホ
ー
ズ
な
ど
か
ら
徴
収
す
る
保
険
料
の
増
額
に
つ
い
て

(ロ〉

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
財
源
に
制
限
が
あ
る
以
上
、
た
と
え

年
金
の
額
を
大
き
く
し
た
い
と
考
え
ら
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
現
実
に
実
現

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
現
在
の
ソ
連
で
は
労
働
力
が
非
常

ソ速における人身事故被害者の所得保障

に
不
足
し
て
お
り
、
年
金
受
給
権
者
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
者
に
対
し
て

は
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
働
く
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
老
齢
者
や
障

害
者
は
重
要
な
労
働
力
供
給
源
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
逸
失
賃
金
全
額
に
等

し
い
年
金
を
与
え
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
仕
事
を
続
け
よ
う
と
す
る
意
欲
が

現
在
よ
り
弱
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
は
ソ
連
経
済
に
と
っ
て
困

っ
た
事
態
に
な
る
。
だ
か
ら
、
労
働
力
確
保
の
政
策
の
一
環
と
し
て
、
年
金
額

を
一
定
限
度
に
抑
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
は
老
齢
者
や
労
働
能
力
が
部
分
的

な
が
ら
も
残
っ
て
い
る
障
害
者
に
は
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
労
働
能
力
を
完
全
に
失
っ
た
障
害
者
や
労
働
能
力
の
な
い
遺
族
に

は
当
て
は
ま
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
現
行
年
金
法
で
は
、
後
者
の

部
類
に
属
す
る
者
に
対
し
て
も
老
齢
年
金
と
同
じ
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

比
率
で
年
金
額
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
行
制
度
下
で
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
な
政
策
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
労
働
能
力
の
全
く
な
い
人
身
事

故
被
害
者
お
よ
び
そ
の
遺
族
に
対
し
て
も
、
年
金
額
を
増
や
そ
う
と
い
う
気

運
は
当
分
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。
結
局
、
財
源
そ
の
他
の
点
か
ら
見
て
、
人
身

事
故
の
被
害
者
や
そ
の
遺
族
に
対
す
る
年
金
の
額
が
決
定
的
に
大
き
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
そ
う
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
人
身
損
害
補
償
制

度
の
咋
で
不
法
行
為
法
の
占
め
る
役
割
は
、
ひ
と
つ
に
は
こ
う
い
っ
た
い
わ

ば
消
極
的
な
理
白
か
ら
、
現
在
と
同
様
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
も
の
で
あ
り
続

け
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
不
法
行
為
法
の
存
在
を
理
由
付
け
る
積
極
的
な
根
拠
も
あ
る
。

不
法
行
為
法
の
持
つ
刺
激
的
機
能
が
そ
れ
で
あ
る
。
祉
会
保
障
制
度
に
よ
っ

て
全
損
害
を
填
補
す
る
こ
と
は
、
被
害
者
の
損
害
補
償
と
い
う
面
か
ら
見
れ

ば
最
も
良
い
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
制
度
は
損
害
発
生
の
原
因

そ
の
も
の
に
対
し
て
は
何
の
影
響
も
与
え
な
い
。
発
生
し
た
損
害
を
完
全
に

補
償
す
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
損
害
の
発
生
自
体
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
そ

れ
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
加
害
者
に
財
産
上
の
負
担
を
課
す
こ
と
に
よ
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り
、
不
法
行
為
法
は
、
当
該
加
害
者
お
よ
び
社
会
の
中
の
潜
在
的
加
害
者
が

以
後
、
損
害
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
刺
激
を
与
え
る
。

こ
れ
は
、
加
害
者
が
過
失
責
任
を
負
う
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
加
害
者
に
無

過
失
責
任
が
課
さ
れ
る
場
合
に
も
}
定
限
度
は
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
無
過

失
で
発
生
し
た
損
害
を
社
会
保
障
制
度
を
通
じ
て
社
会
一
般
に
分
散
さ
せ
る

よ
り
も
、
特
定
の
企
業
や
集
団
に
損
害
を
分
散
さ
せ
た
方
が
事
故
防
止
や
安

全
技
術
発
展
の
た
め
の
誘
因
が
大
き
く
な
り
、
全
体
と
し
て
損
害
の
発
生
が

少
な
く
な
る
と
い
う
考
え
は
、
ソ
連
の
学
者
に
よ
っ
て
も
主
張
さ
れ
て
い

〈

日

)
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
言
っ
て
も
不
法
行
為
法
は
ソ
連
に
お
い
て
独
自

の
存
在
意
義
を
持
ち
続
け
て
い
き
、
社
会
保
障
制
度
に
完
全
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
損
害
発
生
の
抑
止
機
能
と
い
う
点
か
ら
不
法
行
為
法
は
こ

れ
か
ら
も
そ
の
存
在
意
義
を
持
ち
続
け
、
他
方
で
は
財
源
そ
の
他
の
点
か
ら

社
会
保
障
制
度
に
よ
る
補
償
の
範
囲
が
近
い
将
来
飛
躍
的
に
変
る
こ
と
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
特
に
後
の
点
と
関
連
し
て
、
最
近
で
は
、
人
身
事
故
被
害

者
の
救
済
方
法
と
し
て
不
法
行
為
法
が
ま
す
ま
す
大
き
な
働
き
を
す
る
よ
う

ハ
M
〉

に
な
っ
て
い
る
。
学
説
の
流
れ
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
認
め
ら
れ

る
。
ソ
連
当
局
の
考
え
方
に
何
か
大
き
な
変
動
で
も
起
き
な
い
限
り
ソ
連

の
人
身
損
害
補
償
制
度
の
中
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の
役
割
は
、
今
ま
で
同

様
こ
れ
か
ら
も
大
き
く
重
要
な
も
の
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
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ハ
1
〉
ソ
連
の
社
会
保
障
制
度
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
日
本
語
で
書
か
れ

た
文
献
で
入
手
し
易
い
も
の
と
し
て
は
、
柴
田
嘉
彦
『
ソ
連
社
会
保

障
発
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史
|
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史
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年
金
生
活
者
の
生
活
水
準
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た
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年
金
額
を
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と
が
重
要
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会
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ソ連における人身事故被害者の所得保障

国
0
・
3
∞ゲ

z
p
n・
ぉ
・
〉
。
な
お
、
社
会
保
障
制
度
を
め
ぐ
る
学
説

の
動
き
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
あ
ま
り
フ
ォ
ロ
ー
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

(
日
〉
今
後
、
年
金
最
低
額
の
再
引
き
上
げ
、
低
年
金
額
受
領
者
に
対
す
る

年
金
額
の
改
訂
が
計
画
さ
れ
て
い
る
(
住
民
の
社
会
保
障
の
さ
ら
な
る

改
善
に
つ
い
て
の
措
置
に
関
す
る
一
九
八
一
年
一
月
一
一
一
一
日
付
ソ
連
共

産
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
ソ
連
邦
閣
僚
会
議
決
定
一

l
一
一
一
条
、
凸
コ
の
の

の句、

3
2
w
v
b
H国
W
2・
3
〉
。
し
か
し
こ
れ
も
、
不
法
行
為
法
の
役

割
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
ほ
ど
の
小
さ
な
変
化
で
あ
る
。

(
臼
)
第
一
一
次
五
か
年
計
画
で
は
、
社
会
的
消
費
フ
ォ
ン
ド
の
総
額
は
一

九
八
五
年
に
は
一
九
八

O
年
に
比
べ
て
一
一
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
、
一
四

四

O
億
ル

l
プ
リ
に
な
る
予
定
で
あ
る
(
ヱ
ω
由巾

2
E
P
巴
∞
ゲ
ロ
-

s-
ロ-
N
0
・
〉
。
社
会
保
険
、
社
会
保
障
関
係
費
も
こ
こ
か
ら
支
出
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
そ
の
財
源
も
同
じ
程
度
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

で
、
年
金
受
領
者
の
総
数
は
一
九
七

O
年
か
ら
一
九
七
五
年
の
間
に
一

0
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八

O
年
の
聞
に
九
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
(
江
阻
℃
O
』
Z
O
巾
同
。
ω
同町内叶回
0
・n・

8
由
・
よ
り

算
出
)
。
ソ
連
に
お
い
て
も
人
口
の
老
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
老
齢
年
金
受
領
者
の
労
働
を
奨
励
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
今
後
五
年
間
に
、
老
齢
年
金
受
領
者
が
七

O
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
を
占
め
る
年
金
受
領
者
総
数
が
、
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
さ
ら

に
増
加
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
ま
で
に
、

労
働
者
・
職
員
の
平
均
賃
金
を
一
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
コ
ル
ホ
ー
ズ

員
の
共
同
経
営
で
の
労
働
報
酬
を
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加

さ
せ
る
計
画
で
あ
る

(
S
8
2
4
E
F
3
2
e
H
H
H∞
唱
ロ
-
M
0
・
〉
。
こ
れ

に
伴
い
、
新
た
に
年
金
を
受
給
す
る
者
に
対
す
る
支
出
も
増
え
る
。
こ

れ
ら
の
支
出
の
白
然
増
を
考
慮
す
る
と
、
年
金
に
使
わ
れ
る
社
会
的
消

費
フ
ォ
ン
ド
の
増
加
分
は
、
現
行
の
給
付
水
準
を
維
持
す
る
だ
け
で

も
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
帳
消
し
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
給
付
水
準
を

二
倍
、
三
倍
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
な
ど
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
し
か

も
、
社
会
的
消
費
フ
ォ
ン
ド
の
こ
の
増
額
は
、
一
九
八
二
年
か
ら
実
施

さ
れ
る
保
険
料
率
の
二
倍
近
い
引
上
げ
(
の
冨
・
の
コ
の
の
の

F
3
2・

Z
A・
2
・
S
)
を
前
提
と
し
た
上
で
の
計
画
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
下
で
は
、
不
法
行
為
法
の
役
割
を
小
さ
く
す
る
ほ
ど
大
幅

な
年
金
増
額
は
当
分
の
問
あ
り
そ
う
も
な
い
。

(
臼
〉
の
冨
・
。
。
。
』
由
民
〉
・
〉
-
w
h
g
g目
、
吋
回
目
白
出
。
吋
国
内
叶
内
吋
国
内
国
目
。
門
司
r
E

nj『hu
白岡。回白『由民巾・
i
l
l回巾円

J

『2
2
R
b
g町民同吋可白
h
内
問
。
「
。
可
周
回
国
巾
司
内
国
・

叶
m
g
u
の

4
5
6
5
5
5
5・

ez。g
A
T
S
E
ロ
吉
田
。
y
2
S
F

H

由由
h
H
W

内-
H
日由
U

P

A

白出同国
E
Z
R
u
n
-
∞∞-

(

M

)

公
害
、
医
療
過
誤
な
ど
に
つ
い
て
も
、
不
法
行
為
法
の
役
割
が
強
調

さ
れ
て
い
る
〔
の
宮

-
E
5
S
E
E
-
円
-
H白
i
H
N
〉
。
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The Income Guarantee System for Accident Victims 

in the Soviet Union 
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Some peopl巴 saythat because the Soviet Union has a sophisticated 

social security system， all the losses suffered by accident victims are 

covered and there is no room for the torts system to play a role in 

the Soviet Union. 1s this true? 

As to income guarantee， the Soviet social security system provides 

accident victims with temporary disability benefits， disability pen. 

sions， and loss-of-livelihood pensions. 

For temporary disability victims receive temporary benefits， which 

amount to from 50 to 100% of his wage， depending upon the cause 

of injury， etc. In cases of long or permanent disability， the propor-

tion of the loss which is covered by the social security benefits 

(pensions) is rather smal1 by comparison with temporary benefits. 

IVIany of the victims (perhavs 70-805'o' uf wurkers and 50-60，9-t of 

collective farmers) receive pensions which amount to only half of his 

wage， even when he suffered an injury related to employment and 

has lost his capacity to work completely. In many cases， the Soviet 

social security system offers benefits which are insufficient for the 

living expenses of the victim and his family. So， the necessity for 

compensation by the torts system is very great in the Soviet Union. 

The torts system of the Soviet Union is similar to the traditional 

one in the European contInent. But， when an accident occurs durIng 

employment and the employer of the victim is a tortfeather， general 

hazardous liability (strict liability) is not applied. Many jurists hav巴

criticized this rule. 

1n the SovIet Union， the owner of a motor vehicle (except a for-

eigner) is forbidden to insure it against his liability. So， in reality， in 
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many cases the victims of traffic accidents are given no compensation 

or only part of it by the tortfeather， who has no means. Many 

people have maintained that liability insurance for the owner of the 

vehicle ought to be introduced in order to protect the victims of 

traffic accidents. 

Owing to financial difficulties and for other reasons， the proportion 

of losses compensated by social security will not fundamentaJly in-

crease in the near future. The role of torts will continue to be very 

important in the Soviet Union. 
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